
近
世
肥
後
藩
の
村
落
構
造
と
そ
の
展
開
過
程
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一
玉
名
郡
中
富
手
永
を
中
心
に
一

久

武

哲

也

【
要
約
】
　
本
稿
は
肥
後
藩
の
近
集
村
構
造
の
基
本
的
性
格
の
検
討
と
、
村
落
の
展
開
過
程
を
通
し
て
の
地
域
的
類
型
を
意
図
し
た
も
の
で
、
そ
の
基
礎
的

作
業
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
藩
全
体
に
わ
た
る
村
落
展
開
過
程
を
ま
ず
生
産
力
の
面
か
ら
四
つ
に
類
型
化
す
る
と
同
時
に
、
最
も
典
型
的
な
類
型
（
1
－
b

型
）
の
例
と
し
て
玉
名
郡
中
富
手
事
を
考
察
の
対
象
と
し
、
従
来
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
「
手
永
鑑
」
　
「
手
永
絵
図
」
等
の
史
料
に
検
討
を
癒

え
た
。
具
体
的
に
は
村
落
レ
ベ
ル
で
の
開
発
過
程
を
農
業
生
産
力
の
農
開
過
程
と
の
対
応
関
係
で
見
る
一
方
、
集
落
構
成
、
知
行
形
態
、
地
方
組
織
な
ど

村
落
構
造
の
基
本
的
側
面
と
の
相
互
連
関
に
視
点
を
置
き
分
析
を
行
な
っ
た
。

　
初
期
「
郷
帳
」
か
ら
中
期
の
延
宝
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
の
前
期
開
発
で
は
丘
陵
地
域
と
低
地
域
と
い
う
地
域
的
枠
組
を
持
ち
、
開
発
規
模
、
様
式
、

進
展
度
の
差
異
が
集
落
構
成
、
知
行
形
態
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
開
発
と
農
業
生
産
力
は
、
ほ
ぼ
対
応
し
た
形
で
展
開
し
て
い
る
。
中
期
以
降
、
開

発
が
低
地
域
に
移
行
す
る
に
つ
れ
、
村
落
間
に
階
層
分
化
を
生
じ
る
と
同
時
に
旧
来
の
開
発
の
技
術
的
レ
ベ
ル
・
開
発
資
本
、
労
働
夫
役
組
織
、
水
利
施

設
な
ど
が
姪
楷
に
な
り
、
開
発
規
模
と
農
業
生
産
力
の
一
義
的
対
応
は
見
ら
れ
な
く
な
り
生
産
力
は
次
第
に
停
滞
し
、
既
存
村
落
耕
地
の
荒
廃
化
現
象
な

ど
が
み
ら
れ
た
。
薮
地
開
発
耕
地
と
既
存
村
落
耕
地
と
の
生
産
力
展
開
の
差
異
が
明
瞭
に
な
る
に
つ
れ
、
後
期
の
開
発
は
既
存
村
落
耕
地
の
安
定
化
、
再

開
発
の
方
向
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
宝
麿
期
を
中
心
に
す
る
一
連
の
改
革
、
村
落
レ
ベ
ル
の
「
全
村
」
統
合
な
ど
は
そ
の
移
行
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
既
存
の
水
利
体
系
、
地
方
組
織
の
再
編
成
過
程
の
一
環
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
と
云
え
よ
う
。
　
　
　
　
史
林
五
七
巻
二
号
　
一
九
七
四
年
三
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

肥
後
藩
の
近
世
村
落
構
造
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

主
と
し
て
藩
政
成
立
期
を
中
心
に
農
民
層
の
分
解
過
程
、
家
族
構
成
や
村
落
成
立
の
経
済
的
基
盤
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④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
ど
の
側
面
、
あ
る
い
は
地
方
統
治
組
織
と
し
て
の
手
永
、
そ
の
成
立
期
に
お
け
る
給
知
形
態
と
の
関
係
か
ら
既
に
か
な
り
の
研
究
蓄
積
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
視
点
は
多
く
初
期
村
落
に
限
定
さ
れ
、
成
立
期
以
降
の
継
続
的
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
触
れ
ら
れ
ず
、
特
に
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

期
以
降
の
村
落
構
造
の
変
質
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
は
史
料
的
関
係
か
ら
も
極
め
て
少
な
い
。

　
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
藩
独
自
の
地
方
統
治
組
織
と
し
て
成
立
し
た
手
永
を
一
つ
の
考
察
単
位
と
し
、
そ
の
内
部
村
落

の
展
開
過
程
を
通
し
て
手
翰
の
持
つ
基
本
的
性
格
、
な
い
し
村
落
構
造
の
地
域
的
類
型
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
そ
し
て
又
、
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
最
近
歴
史
地
理
学
の
中
心
的
課
題
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
歴
史
的
領
域
」
の
問
題
と

関
連
し
な
が
ら
、
従
来
指
摘
さ
れ
な
が
ら
検
討
さ
れ
る
事
の
少
な
か
っ
た
手
早
の
意
義
づ
け
に
資
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
既
往
の
研
究
の
中
で
分
析
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
史
料
の
時
期
的
・
地
域
的
偏
り
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
事
の
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
か
っ
た
肥
後
藩
各
層
永
の
「
手
鑑
」
や
「
手
甲
絵
図
」
更
に
「
手
永
風
土
記
」
な
ど
手
番
内
村
落
を
統
一
的
に
押
え
ら
れ
る
地
方
史
料
を
中

心
に
取
上
げ
、
集
落
構
成
・
石
高
変
化
・
地
方
組
織
・
知
行
形
態
、
更
に
は
水
利
施
設
、
用
水
懸
、
祭
祀
組
織
な
ど
近
世
村
落
構
造
分
析
の
基

本
的
要
素
に
つ
い
て
出
来
る
限
り
検
討
し
、
そ
の
個
々
の
要
素
の
相
互
関
連
に
重
点
を
置
い
て
見
て
い
き
た
い
。
他
藩
の
村
明
細
帳
と
比
較
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
る
「
手
永
鑑
」
に
つ
い
て
見
る
と
時
期
的
に
は
手
早
領
域
が
確
定
す
る
延
宝
期
か
ら
貞
享
期
以
降
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
同

様
な
時
期
的
制
約
は
「
手
永
絵
図
」
に
関
し
て
も
見
ら
れ
、
　
「
測
量
分
立
絵
図
」
な
ど
藩
庁
の
実
測
図
型
式
「
手
永
絵
図
」
が
作
製
さ
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
文
政
期
前
後
で
あ
る
。
村
落
展
開
過
程
を
検
討
す
る
際
の
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
史
料
は
検
地
帳
・
郷
帳
、
更
に
宝
暦
期
の
地
引
合
算

図
帳
な
ど
の
所
謂
領
主
側
の
史
料
に
依
ら
ざ
る
を
得
ず
「
手
永
鑑
」
他
の
地
方
史
料
と
の
乖
離
が
若
干
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
「
手
並
絵
図
扁

や
「
郡
絵
図
」
等
の
記
載
様
式
を
比
較
検
討
し
、
不
明
の
点
は
実
地
調
査
に
よ
っ
て
補
足
し
て
い
っ
た
。

　
①
　
安
藤
精
」
「
近
世
初
期
肥
後
国
農
村
の
社
会
構
成
」
　
（
経
済
理
論
九
）
同
「
近
　
　
　
　
　
　
原
圏
敏
丸
「
肥
後
藩
農
村
に
於
け
る
家
族
の
構
成
」
　
（
大
分
大
学
経
済
論
集
二

　
　
批
九
州
に
於
け
る
農
罠
層
の
分
化
」
　
（
九
州
経
済
史
研
究
第
　
集
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
二
）

　
②
　
杉
本
尚
雄
「
近
世
初
期
肥
後
機
村
の
家
族
と
村
落
構
成
」
　
（
熊
本
大
学
教
育
学
　
　
　
　
③
　
森
田
誠
一
「
近
世
に
お
け
る
村
落
成
立
と
そ
の
経
済
的
基
盤
」
　
（
繭
日
本
史
学

　
　
部
紀
要
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
四
号
）
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④
　
津
下
捌
「
肥
後
藩
の
手
永
制
度
」
（
経
済
史
研
究
鱈
叩
三
四
号
）
、
内
村
政
光
「
肥

　
後
藩
の
農
村
綱
度
」
（
熊
本
地
歴
研
究
会
刊
）
、
松
本
寿
三
郎
「
近
世
初
期
細
川
藩

　
に
お
け
る
濃
村
支
配
一
「
手
工
」
の
成
立
を
中
心
と
し
て
一
」
（
熊
本
史
学
第
二
三

　
号
「
豊
後
国
速
見
郡
由
布
院
の
村
落
構
造
」
所
収
）
森
下
功
「
肥
後
藩
手
永
惣
庄

　
屋
一
覧
」
　
（
熊
本
近
代
史
史
料
第
一
集
）
、
花
岡
興
輝
「
手
永
湖
度
の
成
立
」
（
竜

　
峯
村
史
近
世
編
所
収
）

⑤
森
山
厘
雄
「
『
地
方
知
行
』
の
一
考
察
一
肥
後
藩
初
期
の
『
給
知
百
姓
』
を
中
心

　
に
」
（
一
）
（
二
）
（
社
会
経
済
史
学
二
六
巻
三
号
・
六
号
）
同
、
「
郷
村
制
と
地
方

　
知
行
制
の
関
係
」
　
（
九
州
史
学
第
六
号
）
同
「
肥
後
藩
統
治
に
関
す
る
一
試
論
一

　
八
代
城
番
を
め
ぐ
っ
て
一
」
　
（
地
方
史
研
究
第
四
四
）

　
　
西
山
禎
一
「
肥
後
細
川
藩
初
期
の
給
知
の
分
布
に
つ
い
て
」
　
（
熊
本
大
学
法
文

　
学
部
国
史
同
窓
会
編
「
原
田
敏
明
先
生
古
稀
記
念
騒
史
論
叢
」
所
収
）
同
、
　
「
知

　
行
替
地
の
一
考
察
－
肥
後
藩
首
席
家
老
松
井
氏
に
つ
い
て
一
」
　
（
九
州
史
学
第
二

　
六
号
）

　
　
鎌
田
浩
「
肥
後
藩
の
心
知
制
」
　
（
能
…
本
大
掌
「
法
文
論
叢
」
第
十
二
号
）
渋
谷

　
敏
美
「
肥
後
藩
の
年
貢
に
つ
い
て
」
　
（
熊
本
史
学
第
三
〇
号
）
他

⑥
　
松
本
雅
明
「
近
世
村
落
の
成
立
と
展
開
1
熊
本
県
下
益
城
郡
城
南
町
に
つ
い
て

　
一
」
　
（
厩
族
学
研
究
第
二
七
巻
二
号
）

　
　
原
田
敏
閣
「
農
村
村
落
の
変
遷
」
（
能
…
本
大
学
法
文
学
部
国
史
科
同
窓
会
編
「
原

　
田
敏
明
教
授
退
官
記
念
論
文
集
」
所
収
）

⑦
　
服
部
昌
之
「
歴
史
的
地
域
の
諸
問
題
」
　
（
広
島
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
第
十

　
二
）
山
岳
元
「
近
世
の
『
郷
』
の
歴
史
地
理
学
的
意
義
」
（
「
織
田
武
雄
先
生
退
宮

　
記
念
人
文
地
理
学
論
叢
」
所
収
）
他

⑧
「
手
永
鑑
」
は
他
藩
の
村
鑑
大
概
帳
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
村
明
細
帳
が

　
報
告
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
「
手
永
鑑
」
は
一
種
の
「
忘
備
録
」
に
当
る
。
既
に

　
「
廻
江
手
番
鑑
」
（
天
保
十
三
年
）
「
南
郷
布
田
手
永
萬
覚
付
御
手
鑑
帳
」
　
（
宝
贋

　
七
年
）
「
内
田
手
筆
平
野
」
（
天
保
十
五
年
写
）
「
山
鹿
睡
中
村
手
永
鑑
」
（
天
保
九

　
年
）
「
山
鹿
・
中
村
・
深
川
・
河
原
手
鑑
」
（
明
治
五
年
）
「
深
川
手
解
鑑
」
（
文
化

　
十
一
年
）
　
「
北
里
手
永
鑑
」
（
文
化
元
年
）
「
肥
後
国
手
鑑
」
（
享
保
十
七
年
）
「
飽

　
田
、
託
麻
郡
手
鑑
」
（
寛
政
三
年
）
「
中
村
鎖
鋸
御
蔵
手
鑑
」
　
（
宝
暦
二
年
）
他
多

　
く
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
熊
本
女
子
大
学
郷
土
文
化
研
究
所
編
「
肥
後
藩
の
農
業
構
造
」
同
「
肥
後
藩
の

　
畏
村
構
造
」
、
同
「
肥
後
藩
の
経
済
構
造
」
参
照
。
本
稿
で
利
用
す
る
の
は
「
文

　
化
十
一
年
戌
八
月
萬
手
鑑
」
（
「
中
弓
手
永
鑑
」
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
）
で
あ
る
。

⑨
　
熊
本
女
子
大
学
郷
土
文
化
研
究
所
編
「
熊
本
県
古
地
図
目
録
」
　
（
熊
本
県
史
料

　
集
成
別
冊
第
一
集
）
十
六
各
面
の
絵
図
の
う
ち
手
機
絵
図
は
三
一
五
～
三
一
八
、

　
三
二
～
～
三
二
二
、
三
二
四
、
三
二
八
、
三
三
〇
～
三
三
一
、
三
三
三
～
三
三
四

　
の
十
二
枚
の
み
で
「
五
趣
」
「
横
手
」
「
田
迎
」
「
中
富
」
「
深
川
」
「
野
尻
」
「
北

　
黒
」
「
鯨
」
「
木
倉
」
の
十
手
永
し
か
残
存
し
な
い
。

　
　
本
稿
で
利
用
す
る
「
手
立
絵
図
」
は
、
そ
の
中
で
最
も
村
落
構
造
に
つ
い
て
記

　
載
の
詳
細
な
「
中
薄
手
永
絵
図
」
　
（
七
五
x
一
〇
四
㎝
）
目
録
三
二
四
で
製
作
年

　
代
は
記
載
内
容
か
ら
考
え
て
明
和
～
寛
政
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑩
「
手
永
風
土
記
」
は
現
在
の
と
こ
ろ
文
化
九
年
「
玉
名
郡
中
弓
手
永
風
土
記
」

　
の
み
で
あ
り
、
花
岡
興
輝
の
校
訂
が
あ
る
。

⑪
森
下
前
掲
論
文
註
④
参
照

⑫
　
圭
室
諦
成
「
肥
後
藩
絵
図
に
つ
い
て
」
（
前
掲
書
⑨
所
収
）
「
測
量
分
見
絵
図
」

　
の
揚
合
分
度
計
で
方
位
を
正
し
、
丈
量
で
晦
数
を
正
す
方
法
を
と
り
「
五
町
手
永
」

　
「
田
迎
手
永
」
絵
図
は
こ
の
型
式
に
属
す
る
が
「
中
蓋
手
永
賢
立
」
は
そ
れ
以
前

　
の
も
の
に
属
す
る
。
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二
　
村
落
展
開
過
程
か
ら
見
た
対
象
地
域
の
位
置
づ
け

　
①
村
落
展
開
過
程
の
地
域
的
類
型

　
本
稿
で
取
扱
う
玉
名
郡
中
富
手
永
内
の
村
落
と
そ
の
展
開
過
程
の
位
置
づ
け
を
行
う
た
め
に
、
ま
ず
そ
の
前
段
階
と
し
て
肥
後
藩
全
体
の
レ

ベ
ル
で
の
展
開
過
程
を
若
干
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ま
ず
寛
永
十
一
年
「
肥
後
国
並
豊
後
国
之
内
郷
帳
」
（
以
下
「
郷
帳
」
と
略
）
か
ら
天
保
十
一
年
「
肥
後
国
郡
高
手
永
村
附
」
（
以
下
「
村
附
」

と
略
）
に
至
る
ま
で
の
肥
後
藩
の
生
産
力
展
開
過
程
を
石
高
を
指
標
に
し
て
郡
別
単
位
で
検
討
し
て
み
る
と
、
第
∬
図
の
様
に
示
さ
れ
る
。
初

期
の
段
階
で
は
各
面
と
も
石
高
の
増
加
率
は
低
く
、
元
禄
一
享
保
期
に
増
加
傾
向
の
一
段
階
が
見
ら
れ
る
。
元
禄
期
以
前
の
石
高
は
停
滞
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
る
が
、
こ
の
点
は
史
料
の
関
係
か
ら
「
郷
帳
」
が
現
高
で
な
く
郷
高
表
示
で
集
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
全
体
の
傾
向

は
大
概
、
看
取
出
来
る
。
以
下
領
国
と
し
て
の
地
域
的
単
位
を
考
慮
し
て
、
肥
後
藩
領
内
の
う
ち
豊
後
国
直
入
郡
と
海
部
郡
、
及
び
大
分
郡
は

一
応
考
察
の
範
囲
か
ら
除
外
し
て
お
く
。
こ
の
三
郡
を
別
に
す
る
と
、
石
高
の
増
加
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
益
城
郡
、
玉
名
郡
、
次
い
で
飽

田
郡
、
阿
蘇
郡
、
八
代
郡
、
合
志
郡
と
な
り
、
総
石
高
で
四
万
石
以
下
の
山
鹿
、
宇
土
、
託
麻
、
菊
池
、
山
本
、
芦
北
諸
郡
は
、
ほ
ぼ
停
滞
し

て
い
る
。
益
城
郡
の
場
合
、
上
益
城
、
下
益
城
両
建
分
離
以
後
の
過
程
を
み
る
と
、
上
益
城
郡
は
総
石
高
九
万
石
の
水
準
で
一
定
し
て
い
る
の

に
対
し
、
下
益
城
郡
は
安
永
期
に
至
る
迄
の
上
昇
は
極
め
て
著
し
い
が
、
享
和
期
以
降
の
段
階
で
は
再
び
急
激
な
下
降
線
を
辿
っ
て
い
る
。
享

保
期
か
ら
享
和
期
ま
で
の
約
七
十
年
間
は
、
下
益
城
、
宇
土
両
軸
地
域
を
例
外
に
す
れ
ば
全
般
的
に
停
滞
し
、
享
和
期
か
ら
文
化
期
に
至
る
期

間
で
は
下
益
城
、
宇
土
両
面
の
急
激
な
下
降
線
が
見
ら
れ
る
他
、
玉
名
、
阿
蘇
、
合
志
諸
郡
で
も
漸
次
下
降
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
様

な
郡
レ
ベ
ル
で
の
地
域
的
な
石
高
変
化
の
過
程
と
、
村
落
レ
ベ
ル
の
生
産
力
の
展
開
過
程
と
を
付
合
わ
せ
て
比
較
し
て
み
よ
う
（
第
皿
図
）
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

村
（
本
村
）
当
り
の
石
高
を
、
郡
レ
ベ
ル
と
同
様
、
前
期
を
「
郷
帳
」
で
、
中
期
を
享
保
十
六
年
「
宜
紀
時
代
手
鑑
」
で
代
表
さ
せ
て
検
討
し
、

末
期
を
手
永
「
村
荘
」
で
み
る
と
、
肥
後
藩
十
二
郡
の
平
均
は
壷
皿
図
で
示
さ
れ
る
様
に
五
八
四
石
↓
四
九
六
石
↓
四
九
五
石
と
中
期
以
降
全
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図中破線は肥後藩の平均石高を示す。各郡の位置とその中に含まれる手永に

ついては図1参照

を
整
理
・
類
型
化
す
る
と
第
盈
図
の
過
慮
に
示
し
た
よ
う
に
大
き
く
四
つ
に
区
分
で
き
る
と
い
え
よ
う

　
（
1
）
前
期
か
ら
中
・
後
期
と
全
期
に
わ
た
っ
て
一
村
落
の
平
均
規
模
が
低
下
し
、
下
降
線
を
辿
る
も
の
、

低
下
し
、
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
上
昇
傾
向
を
示
す
も
の
、
（
皿
）
、
（
丑
）
と
逆
に
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
上
昇
傾
向
を
示
し
、

く
停
滞
し
て
い
る
事
に
な
る
、
　
「
郷
帳
」
段

階
で
肥
後
藩
全
体
の
平
均
村
高
（
本
村
単
位
）

よ
り
規
模
が
大
き
な
も
の
は
、
阿
蘇
、
託
麻
、

玉
名
、
八
代
、
山
鹿
の
五
郡
だ
け
で
あ
る
が
、

中
期
「
手
鑑
」
段
階
で
は
合
志
、
芦
北
両
郡

が
各
々
、
五
四
一
石
、
五
五
一
石
と
な
り
、

八
代
、
山
鹿
、
託
麻
諸
郡
の
七
六
六
石
、
六

三
九
石
、
五
六
八
石
に
次
い
で
平
均
規
模
よ

り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
陽
蘇
、
玉

名
両
郡
は
逆
に
、
三
七
六
石
、
四
三
八
石
と

急
激
に
減
少
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。

　
末
期
の
「
村
附
」
で
は
、
八
代
、
託
麻
、

山
鹿
、
合
志
諸
郡
の
他
、
益
城
、
宇
土
郡
が

平
均
規
模
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
様
に
前
期
↓
中
期
↓
後
期
と
長
期
間

に
亘
る
村
落
レ
ベ
ル
で
の
石
高
変
化
の
傾
向

　
　
O

　
　
　
　
（
丑
）
前
期
か
ら
中
期
の
前
半
期
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
期
か
ら
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後
期
で
下
降
線
を
辿
る
も
の
（
y
）
全
期
間
を
通
し
て
増
加
傾
向
を
早
引
も
の
、
と
大
別
し
て
こ
の
四
つ
の
類
型
が
複
雑
な
展
開
パ
タ
ー
ン
を
説

明
す
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

　
第
（
互
）
類
型
と
し
て
は
、
藩
内
十
二
郡
の
中
で
七
郡
（
山
鹿
・
合
志
・
玉
名
・
山
本
・
阿
蘇
・
菊
池
・
芦
北
）
が
こ
れ
に
属
す
る
。
だ
が
、
第

五
図
を
見
て
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
様
に
山
鹿
・
菊
池
・
芦
北
諸
郡
で
は
「
郷
帳
」
の
段
階
か
ら
手
永
「
村
附
」
段
階
ま
で
全
村
石
高
は
、
ほ
ぼ

停
滞
し
て
い
る
。
こ
の
停
滞
現
象
は
一
つ
に
は
村
数
が
増
大
し
て
も
郡
全
体
と
し
て
の
生
産
力
が
上
昇
傾
向
を
示
さ
ず
一
方
的
に
村
落
規
模
の

縮
少
・
分
化
を
招
来
し
た
事
を
示
す
も
の
で
（
1
）
一
⑧
型
と
し
て
区
別
し
て
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
郡
全
体
と
し
て
の
生
産
力
は
上
昇
傾

向
を
示
し
な
が
ら
も
個
々
の
村
落
レ
ベ
ル
の
生
産
力
は
、
下
降
線
を
辿
っ
て
い
る
も
の
を
（
1
）
一
⑤
型
と
す
る
と
玉
名
、
合
志
、
阿
蘇
諸
国
が

こ
れ
に
属
す
る
。
地
域
的
に
検
討
し
て
み
る
と
、
石
高
上
昇
傾
向
を
示
す
村
落
が
局
地
的
に
集
中
し
て
い
る
一
方
で
、
石
高
減
少
を
示
す
零
落

村
落
が
地
域
内
に
多
数
存
在
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
し
、
更
に
洞
察
を
加
え
れ
ば
、
（
1
）
i
⑧
型
が
村
落
間
の
階
層
分
化
を
伴
な
わ
な
い
窮

乏
傾
向
を
と
る
の
に
比
し
て
（
1
）
一
⑤
型
は
村
落
間
格
差
な
い
し
地
域
的
階
層
分
化
の
進
展
が
著
し
い
事
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
（
豆
）
型
に
属
す
る
の
は
三
郡
（
宇
土
、
託
麻
、
飽
田
）
だ
け
で
あ
る
が
、
前
期
の
段
階
で
は
郡
内
全
域
に
わ
た
っ
て
石
高
は
停
滞
な
い
し
、
減

少
低
下
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
中
期
以
降
の
一
村
当
り
の
石
高
が
上
昇
す
る
一
方
、
郡
域
全
体
の
石
高
も
増
加
し
て
い
る
。
第
－
図
で
も

知
ら
れ
る
様
に
（
H
）
型
に
属
す
る
郡
は
熊
本
城
下
町
や
宇
土
支
藩
の
膝
元
の
地
域
で
あ
り
、
託
麻
郡
田
迎
手
永
で
は
末
期
「
村
附
」
段
階
で
は

一
村
当
り
の
平
均
石
高
が
千
五
百
石
を
越
え
る
ま
で
発
展
し
て
い
る
。

　
（
皿
）
型
に
属
す
る
の
は
八
代
郡
だ
け
で
あ
る
が
、
（
皿
）
型
と
逆
に
聖
域
全
体
と
し
て
の
石
高
の
上
昇
率
は
低
く
、
前
期
の
村
落
レ
ベ
ル
で
の

石
高
は
漸
次
上
昇
し
な
が
ら
も
、
後
半
期
の
段
階
で
は
（
1
）
i
⑤
型
を
と
る
も
の
で
、
西
村
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
八
代
平
野
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

心
に
し
た
干
拓
新
田
村
落
の
零
落
過
程
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

　
（
W
）
型
は
益
城
郡
だ
け
で
全
期
に
わ
た
っ
て
村
落
レ
ベ
ル
で
の
石
高
上
昇
と
秘
密
全
体
の
上
昇
傾
向
と
が
相
互
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
天
和
二
年
矢
撃
手
永
等
で
施
行
さ
れ
た
、
出
村
・
出
目
等
、
新
開
村
の
「
寄
村
」
統
合
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
期
か
ら
山
間
丘
陵
地
域
の
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開
発
が
押
し
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
後
期
段
階
で
継
続
し
て
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。

　
②
　
対
象
地
域
に
お
け
る
村
落
展
開
の
類
型

　
以
下
本
稿
で
検
討
す
る
中
富
手
永
の
場
合
は
、
玉
名
郡
（
（
1
）
一
⑤
型
）
に
属
し
て
い
る
が
、
「
郷
帳
」
記
載
の
本
村
は
里
村
（
嵩
高
、
九
六
九

七
石
）
で
一
本
村
当
り
の
平
均
石
高
は
＝
一
一
二
石
、
中
期
の
享
保
期
で
手
蔓
蝋
石
高
一
四
、
五
六
〇
石
、
村
数
三
〇
ど
、
一
村
当
り
四
八
五

石
。
元
文
年
間
で
は
工
数
が
三
一
、
石
高
一
四
、
四
九
一
石
で
一
村
当
り
の
石
高
は
四
六
七
石
。
安
永
期
で
は
村
数
二
七
（
小
村
一
五
）
で
石
高

一
四
五
〇
六
五
石
、
文
化
年
間
で
は
村
数
三
一
、
石
高
一
四
八
二
一
石
（
本
高
一
四
五
〇
六
石
、
新
田
高
三
一
五
石
）
で
平
均
村
高
規
模
は
四
七

八
石
と
な
る
。
前
半
期
の
段
階
に
村
落
の
開
発
山
門
が
多
か
っ
た
事
を
示
す
と
同
時
に
、
中
・
後
期
の
段
階
で
は
石
高
、
村
数
と
も
停
滞
し
ー

ー
⑤
型
の
展
開
パ
タ
ー
ン
を
と
っ
て
い
る
。
中
富
手
永
の
総
石
高
は
肥
後
藩
全
体
の
手
生
平
均
規
模
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
展
開
過
程
で
も
極

め
て
類
似
し
た
傾
向
（
（
1
）
一
⑤
型
）
を
と
っ
て
い
る
（
第
y
図
参
照
）
。
肥
後
藩
全
体
村
落
展
開
過
程
の
分
析
に
お
い
て
あ
る
意
味
で
は
平
均
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

な
動
向
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
富
手
永
の
場
合
、
玉
名
郡
の
内
、
菊
池
川
中
流
部
に
位
置
し
第
V
図
の

よ
う
に
地
域
的
に
は
菊
池
川
支
流
の
岩
野
川
、
千
田
川
に
よ
っ
て
怨
語
さ
れ

た
五
十
～
百
米
の
低
平
な
丘
陵
部
を
な
す
千
田
、
米
野
、
持
松
、
岩
原
地
域

と
、
内
田
川
、
迫
間
川
、
合
志
川
等
の
菊
池
川
支
流
が
合
流
す
る
分
田
、
中
富
、

握
屋
な
ど
の
二
十
～
三
十
米
の
低
平
な
地
域
と
に
大
き
く
区
分
さ
れ
る
。
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

世
以
来
千
田
村
を
治
署
と
す
る
千
田
荘
の
領
域
で
そ
の
境
界
は
米
野
村
の
内

で
あ
っ
た
姫
井
が
手
永
制
施
行
後
内
田
手
永
に
編
入
さ
れ
た
他
、
大
き
な
変

更
は
見
ら
れ
な
い
。
延
宝
期
か
ら
貞
享
期
に
か
け
て
の
手
永
併
合
の
時
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
、
中
世
以
来
の
千
田
四
域
は
変
更
さ
れ
ず
、
明
治
三
年
ま
で
連
続
し
て
い
る
。

第W図　中潮手永1村当りの石高変化

一）中富手永
◎．一・一〇肥後藩

O＿一一〇玉名郡

「…．
－

石

1731　1736　1772 1801　1813　1841634

110 （284＞

leoo

f，oo



（10

OD
m）

@
囲
H
囲

川

や
、

撃勝・

FfiMI

－XV
も亀

翫

噂
川

中8
％

来民新田1；
thL　一XV

闇

ie

飛砂

燃鰐》

　
　
　
　
ら

　　

@
麺
し

謙
野
分

＼
．
｛
孤

鯉単奇

永
⑳
．

奥
．

O　
書
野
．

久
．

・

鍍

で
豫
し
1

’し、

▼　A曳〔
　　　　　　N
　　偽田　、

一一一
　　　　　　tio

芦
原
〉

　
原

　
宮

永迫ノ手

＼
O

kX
，　MN

∵：猷itlIK
，∵・ti」廃髪湯ml）

鎌・

1？JiE

v．． 菊

揺
ハ

　
　
　
　
　
　
墳

　
（
－
繕
§

壷
翻
δ0

．
　
「
．

点
訳

・
’
蓑
原

　
弓
　
　
岩

　
　
　
上

‘．

m
蟹
●

・
　
　
「

　
コ

勲
巡

？
ノ

嘉
1

i

t

懲
　＼お聞騨

＞VK　d

　s　xv，lr；

　ノ曽
　！“
　　　　餐鰻’

　　N

O

牟
、
黎
原

・

斜・’．’．：

dft田

縢
豊

咀
．
矢
園

　
大
剛

短
愈岩

　
・

愚
留

、

ー
ー
く
獲
瀦

＝一）t；一二i・1玉i＝＝

一下米野
（毒1無上＝＝＝；

千
態
・
二

階霧灘
（錫2㌻f
g　　i－t・fi．lt

（1
　　トリ　へ
隠！伽』一、

姫井

勇
、
－・

懸

し
．

ノ
，
6
を
フ
’

戸
・

．
・
）
．

・
い
」
r
へ

　
、
．

　
、、　

O

，1〈［th2　＞＞t＞

　　　rt（

繍フ・

乱暴

ノ
r
ノ
水

　
－
講国見口．ヒ

聾『諺…ミ

　　
　
確
泳

箋
。　　　　　監　　　　　2

手ノ衣」党

況状地立落村

kXttg－i三論……垂紬織義蒲

団20m以ドの紙地皿）集落《関1糸分｝》コ是〔溜池〕

　　　　　　　　　　　　　第V図中窟瓢手永と

（
氣
《
）
「
騨
璽
竃
麟
e
Ψ
司
姻
韓
糠
や
腎
e
漣
　
巡
島
制
凋
」



①
　
寛
永
十
一
年
八
月
「
肥
後
国
郡
豊
後
国
之
内
郷
帳
」
　
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
）

　
熊
本
県
史
料
集
成
第
二
集
所
収

②
　
天
保
十
【
年
「
肥
後
国
郡
高
手
永
村
附
」
　
（
熊
本
女
子
大
学
蔵
）

③
　
松
本
雅
明
前
掲
論
文
一
一
⑥

④
　
享
保
十
六
年
「
宜
新
時
代
手
鑑
」
　
（
①
②
と
同
様
熊
本
県
史
別
巻
第
二
資
料
所

　
収
）

⑤
　
西
村
昭
雄
「
近
世
に
お
け
る
干
拓
新
田
饗
村
に
聞
す
る
一
考
察
－
肥
後
野
津
手

　
永
の
零
落
に
つ
い
て
一
」
　
（
日
本
歴
史
第
一
八
五
）
、

　
熊
本
大
学
國
史
学
科
研
究
会
「
肥
後
藩
の
八
代
新
田
開
発
－
百
町
・
四
百
町
・

　
七
百
町
新
地
に
つ
い
て
一
」
　
（
熊
本
史
学
第
二
四
号
）
元
文
二
年
に
は
「
山
野
海

　
辺
を
軍
事
都
て
重
ん
ず
る
所
本
方
の
荒
地
を
発
き
閉
る
事
に
力
を
用
ひ
ず
新
規
に

　
海
辺
な
ど
に
開
を
仕
立
る
寮
は
不
都
合
な
り
、
自
然
と
本
方
の
褒
微
と
な
る
已
来

　
新
地
開
発
の
儀
無
用
に
被
成
（
略
）
」
（
官
職
制
度
考
巻
三
郡
政
部
井
田
賦
）
と
本

　
方
の
蓑
退
を
防
止
す
る
為
、
海
辺
新
地
開
発
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
天
和
二
年
「
旧
記
」
（
矢
部
町
井
手
家
蔵
）
、
こ
れ
に
よ
る
と
七
六
名
の
新
村
を

　
主
体
と
し
た
庄
屋
を
四
二
名
に
減
ら
し
て
い
る
。

⑦
　
「
肥
後
国
志
巻
之
八
」
、
や
八
木
田
生
名
「
新
撰
窃
蹟
通
考
」
（
武
藤
厳
男
他
編

　
肥
後
文
献
叢
書
第
三
巻
所
収
）

⑧
　
森
下
　
前
掲
一
－
④
論
文
付
衰
。
水
島
貫
之
編
輯
「
白
川
県
下
区
画
便
覧
」

　
（
熊
本
県
史
料
集
成
第
三
集
）
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三
　
手
永
内
村
落
の
石
高
変
化
と
集
落
構
成

　
「
郷
帳
」
が
本
村
単
位
で
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
開
発
過
程
に
伴
う
出
端
・
出
目
な
ど
具
体
的
な
集
落
の
分
村
状
況
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
新
撰
事
蹟
通
勤
」
郷
荘
沿
革
や
、
明
和
六
年
「
玉
名
郡
絵
図
」
記
載
の
「
郷
帳
村
、
郷
帳
不
出
有
高
村
、
同
車
高
村
」
を
検
討
す
る
と
、
郷
帳
記

載
の
本
村
八
村
（
米
野
　
千
田
、
岩
原
、
持
松
、
小
柳
、
分
田
、
中
富
、
藤
井
）
の
他
、
堂
米
野
、
握
屋
、
牟
田
、
下
原
、
正
観
寺
、
小
嶋
の
六
村
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
郷
帳
不
載
」
で
あ
る
が
、
慶
長
十
三
年
の
検
地
帳
で
は
堂
米
野
は
「
米
野
村
之
内
打
出
」
で
「
絵
図
」
で
も
「
郷
帳
不
出
膚
高
村
し
と
な
っ

て
い
る
。
同
様
に
慶
長
検
地
帳
で
「
打
出
」
（
分
村
）
と
な
っ
て
い
る
の
は
宮
村
、
広
村
、
郷
原
、
上
中
富
、
鍛
冶
屋
（
握
屋
）
、
小
島
の
二
村
で

あ
る
。
本
村
も
分
田
村
で
示
さ
れ
る
様
に
検
地
施
行
単
位
は
上
、
中
、
下
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
本
村
「
打
出
」
を
合
計
す
れ
ば
、
十
九
村
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
り
こ
れ
ら
が
「
有
高
村
」
と
し
て
本
村
内
部
で
分
轄
し
て
い
た
事
に
な
る
。
村
高
規
模
で
は
千
田
荘
治
署
で
あ
っ
た
千
田
村
が
二
五
九
一
石

と
全
石
高
の
三
〇
％
近
く
を
占
め
る
の
に
対
し
て
小
柳
村
は
本
村
で
あ
る
が
二
三
三
石
（
二
％
）
と
極
め
て
小
規
模
で
あ
る
。
本
村
単
位
で
村
高

を
み
る
と
、
一
村
平
均
一
、
一
二
二
石
で
、
千
田
、
岩
原
、
中
富
が
こ
れ
を
越
え
て
い
る
が
、
　
「
有
高
村
」
単
位
で
考
え
る
と
、
平
均
五
一
〇

石
と
な
り
、
持
松
村
一
一
七
一
石
、
岩
原
村
八
二
九
石
、
千
田
村
六
四
八
石
、
米
野
五
九
八
石
と
丘
陵
地
域
の
村
落
は
殆
ん
ど
平
均
規
模
よ
り
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大
き
ぐ
、
菊
池
川
低
地
の
村
落
は
中
富
三
五
四
石
、
藤
井
村
三
五
三
石
、
分
田
村
二
四
三
石
、
小
柳
村
二
三
三
石
と
い
ず
れ
も
小
規
模
で
平
均
を

下
ま
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
人
畜
帳
」
の
合
志
郡
、
玉
名
郡
の
石
高
、
人
口
規
模
か
ら
推
定
す
れ
ば
（
合
志
郡
一
戸
平
均
⊥
ハ
、
八
八
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

－
二
四
、
六
一
石
、
玉
名
郡
一
戸
平
均
－
七
、
三
三
人
－
二
六
、
四
九
石
）
千
田
村
一
〇
四
戸
、
米
野
四
九
戸
、
岩
原
六
七
戸
、
子
忌
四
八
戸
、

小
柳
九
戸
、
分
田
二
九
戸
、
中
富
五
七
戸
、
藤
井
二
九
戸
と
な
る
。
本
村
単
位
で
平
均
四
九
戸
、
　
「
有
高
村
」
で
は
二
二
　
で
あ
る
が
、
丘
陵

地
域
に
比
べ
て
、
低
地
村
落
の
戸
口
は
「
有
高
村
」
レ
ベ
ル
で
極
め
て
細
分
化
さ
れ
開
発
が
遅
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
前
半
期
の
う
ち
、
享

保
期
ま
で
の
変
化
を
み
る
と
、
村
高
で
千
田
一
・
一
五
倍
、
米
野
一
・
二
五
倍
ハ
持
松
一
・
三
〇
倍
と
低
地
村
落
の
小
柳
二
・
七
三
、
藤
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

二
・
〇
六
、
分
田
二
・
〇
四
、
中
富
一
・
七
〇
と
比
較
し
て
増
加
率
は
低
下
し
、
岩
原
で
は
○
・
九
三
と
減
少
し
て
い
る
。
　
「
萬
手
鑑
」
で
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

宝
五
年
以
前
開
発
の
「
古
新
地
ト
に
つ
い
て
見
る
と
田
畝
五
町
四
反
墨
池
二
五
歩
、
新
地
流
説
は
二
十
五
町
一
反
一
畝
二
十
二
歩
と
畑
地
開
墾

が
八
二
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
新
地
畑
開
発
は
上
呂
六
町
二
反
水
晶
、
米
野
八
町
四
反
二
尊
十
五
歩
の
他
、
堂
米
野
、
下
米
野
・
上
岩
原
に

集
中
し
こ
の
富
村
で
全
体
の
五
三
％
を
し
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
新
地
田
畝
は
藤
井
村
一
町
三
反
二
野
二
十
一
歩
、
中
富
村
一
町
一
反
一

翼
十
二
歩
と
低
地
村
落
に
多
く
見
ら
れ
、
金
田
畝
開
の
八
五
％
が
菊
池
川
沿
い
に
集
中
し
て
い
る
。
開
発
規
模
か
ら
は
上
広
、
米
野
村
な
ど
の

丘
陵
地
域
畑
畝
が
圧
倒
的
に
大
き
い
が
、
石
高
の
増
加
率
の
点
か
ら
見
れ
ば
低
地
村
落
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
て
、
開
発
墨
と
石
高
増
加
は
比

例
し
て
い
な
い
。
開
発
過
程
で
の
田
畝
と
畑
畝
の
生
産
力
の
違
い
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
寛
永
十
一
年
置
郷
帳
」
段
階
か
ら
、
享
保
十
六
年
迄
の
開
発
過
程
に
伴
う
村
落
の
分
村
状
態
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
延
宝
期
ま
で
の
畑
地
開

墾
に
よ
り
上
千
田
村
が
本
村
か
ら
村
高
七
一
六
石
で
分
村
し
、
前
述
の
宮
村
・
久
野
・
広
の
三
村
と
合
計
し
五
器
が
分
隊
し
て
い
る
。
米
野
村

で
も
本
村
で
あ
る
寺
米
野
か
ら
上
広
（
四
〇
六
石
）
下
米
野
（
三
一
八
石
）
、
堂
米
野
（
二
〇
〇
石
）
が
分
村
し
て
い
る
が
、
延
宝
五
年
迄
に
古
敵
開

発
八
町
七
反
一
諾
二
十
七
歩
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
開
発
が
村
高
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
と
云
え
よ
う
。
　
「
郷
帳
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

下
原
村
も
享
保
期
に
は
＝
二
八
石
の
村
高
を
有
し
て
い
る
が
、
延
宝
五
年
迄
の
「
古
新
地
」
開
発
は
田
畝
・
畑
畝
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
見
ら

れ
な
い
。
延
宝
期
か
ら
享
保
期
ま
で
の
約
五
十
年
間
の
う
ち
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
米
野
村
か
ら
分
れ
て
い
る
。
本
村
で
あ
る
（
寺
）
米
野
に
は
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「近世肥後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

岩
倉
が
、
堂
米
野
に
は
古
閑
原
な
ど
の
小
集
落
が
未
だ
分
村
せ
ず
含
ま
れ
て
お
り
、
開
発
は
未
だ
岩
原
川
上
流
部
丘
陵
地
帯
で
継
続
さ
れ
て
い

る
。
岩
原
村
の
場
合
も
本
村
が
岩
原
と
郷
原
二
村
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
点
は
寛
永
期
と
変
ら
な
い
が
、
村
の
南
西
部
丘
陵
地
帯
に
「
菅
原
」

「
田
中
」
「
桑
鶴
」
「
宮
」
「
清
泰
醸
し
と
五
つ
の
小
村
を
含
ん
で
い
る
し
、
こ
の
丘
陵
部
小
村
地
域
は
文
化
年
間
ま
で
に
畑
地
開
発
が
急
速
に
進

展
し
、
上
岩
原
村
を
構
成
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
だ
が
延
宝
五
年
迄
に
田
家
九
畝
三
歩
、
畑
畝
一
町
二
反
八
畝
十
三
歩
と
開
発
は
進
み
そ
の
規
模
も
堂
米
野
・
下
米
野
な
ど
岩
原
川
上
流
部
丘

陵
地
域
よ
り
大
き
い
に
も
拘
ら
ず
享
保
期
ま
で
の
石
高
変
化
で
は
○
・
九
三
と
低
下
し
て
い
る
。

　
丘
陵
地
域
か
ら
低
地
に
か
け
て
の
傾
岱
変
換
線
地
帯
に
立
地
す
る
岩
原
村
周
辺
の
土
地
条
件
を
「
玉
名
郡
絵
図
」
で
検
討
し
て
見
る
と
、
丘

陵
下
の
地
域
億
「
深
田
」
と
な
っ
て
お
り
、
岩
原
川
か
ら
の
導
入
、
下
流
へ
の
排
水
状
況
が
悪
く
、
勝
馬
開
発
が
進
展
し
な
か
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
　
「
古
新
地
」
で
の
開
発
規
模
は
後
期
営
営
畝
の
十
四
分
の
一
で
あ
る
事
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。

　
開
析
丘
陵
地
域
か
ら
低
地
へ
の
移
行
地
点
に
立
地
し
石
高
増
加
が
丘
陵
地
域
で
最
も
大
き
い
持
松
村
の
場
合
も
本
村
に
接
続
す
る
丘
陵
下
の

低
湿
地
（
前
述
「
深
田
」
の
東
端
に
あ
た
る
）
に
「
菰
入
」
の
非
独
立
小
村
を
分
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
下
原
と
同
様
延
宝
期
ま
で
に
開
発
は

み
ら
れ
ず
延
宝
期
～
享
保
期
の
間
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
丘
陵
下
の
低
湿
地
に
村
立
さ
れ
た
牟
田
村
の
場
合
「
當
対
ハ
園
底
ノ
沼
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

シ
ヲ
寛
永
ノ
比
（
細
川
）
忠
利
君
ノ
命
二
男
テ
墾
田
ト
シ
テ
農
村
ト
ス
、
高
光
ハ
持
松
村
高
ノ
外
」
と
寛
永
年
間
に
「
耕
地
開
発
、
村
立
」
が
平

行
し
て
行
な
わ
れ
、
享
保
期
に
は
村
高
＝
ご
忍
石
と
な
っ
て
い
る
。
牟
田
村
下
の
耕
地
は
殆
ん
ど
「
南
島
分
」
「
千
田
分
」
「
長
坂
分
」
の
下
ケ

　
　
　
⑨

名
に
在
り
、
墾
田
に
際
し
、
隣
接
の
千
田
村
は
勿
論
の
事
、
水
利
國
係
で
岩
原
、
翠
松
の
余
水
に
依
存
し
て
い
た
山
鹿
手
永
南
島
村
・
長
坂
村

な
ど
に
労
働
出
夫
の
割
賦
が
施
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
菊
池
川
沿
い
の
低
地
村
落
に
視
点
を
移
し
て
み
よ
う
。
上
・
中
・
下
の
三
小
村
立
で
あ
る
小
柳
村
で
、
前
期
開
発
が
見
ら
れ
る
の
は
上
小
柳

の
新
地
高
畝
一
町
二
反
平
畝
二
四
歩
だ
け
で
あ
る
が
、
三
村
の
内
で
は
石
高
一
七
四
、
築
石
と
最
も
少
な
い
。
下
小
柳
は
「
国
志
」
で
は
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

三
石
、
子
六
七
、
」
奇
石
と
捌
寵
さ
れ
て
お
り
、
　
「
中
富
手
永
絵
図
」
で
竜
下
小
柳
は
二
集
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
r
又
寛
永
期
か
ら
延
宝
期
ま
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で
の
開
発
も
見
ら
れ
な
い
事
か
ら
す
る
と
開
発
分
村
と
は
異
り
、
後
述
す
る
「
給
知
分
け
」
と
開
聾
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
村
の
分
田
村

か
ら
は
寛
永
期
の
「
郷
帳
不
出
有
高
村
」
で
あ
る
下
分
田
（
六
九
九
石
）
中
分
田
（
四
〇
一
石
）
、
分
田
（
三
八
三
石
）
が
そ
の
ま
ま
独
立
分
村
し
て

い
る
。
（
上
）
分
田
村
の
「
古
新
地
」
は
田
畝
二
反
二
畝
二
歩
、
畑
畝
一
町
六
反
十
二
歩
と
三
村
の
中
で
は
最
も
多
い
し
、
菊
池
川
と
合
志
川
が

合
流
す
る
地
域
の
「
土
用
月
」
小
村
を
含
ん
で
畑
地
開
発
が
進
展
し
て
い
る
事
は
知
ら
れ
る
が
、
水
損
地
域
が
多
く
村
高
は
最
も
少
な
い
。
中

富
村
の
場
合
、
延
宝
期
ま
で
の
「
古
新
地
」
二
丁
二
町
九
反
七
畝
・
畑
畝
二
町
三
反
六
畝
十
二
歩
と
低
地
村
落
の
内
で
は
最
も
開
発
規
模
が
大

き
く
「
郷
帳
扁
段
階
以
前
に
「
打
出
」
で
あ
っ
た
握
屋
・
上
中
富
・
川
崎
の
他
、
袋
田
、
正
観
寺
と
合
計
七
二
が
独
立
分
村
し
て
い
る
。
寛
永

期
か
ら
享
保
期
ま
で
に
一
本
村
当
り
三
、
七
五
村
、
　
「
郷
帳
不
出
有
高
小
村
偏
単
位
で
も
一
、
五
七
村
が
分
村
し
て
い
る
事
に
な
り
そ
れ
に
比

例
し
て
一
村
当
り
石
高
も
五
一
〇
石
か
ら
四
八
三
石
と
減
少
し
て
い
る
。
更
に
平
均
石
高
以
下
の
村
落
は
十
八
（
六
〇
％
）
村
に
達
し
、
村
落
規

模
に
格
差
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。

　
次
に
享
保
期
か
ら
文
化
期
に
か
け
て
の
後
期
の
村
落
展
開
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
手
詰
論
石
高
は
停
滞
な
い
し
僅
か
な
減
少
を
示
し
て
い

る
。
増
加
し
て
い
る
の
は
上
小
柳
村
一
・
三
八
、
上
中
富
一
・
○
一
、
上
握
屋
一
・
一
六
の
三
村
だ
け
で
、
上
岩
原
の
場
合
、
享
保
期
に
は
分
村
し

て
い
な
い
が
、
岩
原
村
の
石
高
＝
ハ
五
六
石
は
文
化
期
の
上
岩
原
村
　
岩
原
道
士
村
の
合
せ
石
高
で
あ
り
停
滞
し
て
い
る
事
に
な
る
。
延
宝
五

年
以
降
の
開
発
は
（
本
方
）
新
地
四
町
二
反
十
六
歩
、
御
感
方
新
地
、
四
町
五
反
二
畝
六
歩
、
御
山
方
新
地
八
町
九
反
二
士
十
歩
と
総
計
十
七
町

六
反
五
爵
二
歩
で
延
宝
五
年
以
前
の
「
古
新
地
」
三
十
町
五
反
九
畝
十
七
歩
に
比
べ
て
五
七
％
の
面
積
し
か
示
し
て
い
な
い
し
、
開
発
規
模
も

御
山
方
新
地
を
除
け
ば
五
反
以
下
が
多
い
。
後
述
の
「
野
開
」
「
畝
物
」
な
ど
も
含
め
て
、
開
発
面
積
も
か
な
り
の
規
模
に
達
し
て
い
る
の
に
総

石
高
で
の
増
加
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
は
如
何
な
る
事
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
延
宝
五
年
以
降
開
発
さ
れ
た
耕
地
以
上
の

心
高
、
翼
成
畑
な
ど
の
不
定
安
耕
地
が
後
半
見
ら
れ
る
事
に
も
よ
る
。
安
永
年
間
最
高
は
二
四
七
八
石
（
推
定
二
〇
四
町
八
反
）
と
全
手
永
石
高

の
十
七
％
も
占
め
て
い
る
（
第
－
表
参
照
）
。
　
こ
の
明
高
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
宮
村
（
三
八
％
）
久
野
（
二
六
％
）
上
千
田
（
二
二
％
）
と
千
田
川
が

開
析
丘
陵
地
か
ら
低
地
へ
流
下
す
る
地
域
、
岩
原
村
（
五
六
％
）
持
松
村
（
一
四
％
）
な
ど
前
述
の
「
深
田
」
と
悪
田
湿
地
の
多
い
地
域
に
集
中
し
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て
い
る
。
中
小
柳
（
二
九
％
）
、
藤
井
村
（
三
六
％
）
等
の
菊
池
川
沿
い
の
甲
高
は
、
水
損

地
や
灌
概
、
用
排
水
系
統
が
錯
綜
し
て
い
て
他
村
の
余
水
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
村
落

に
多
く
見
ら
れ
る
。

　
享
保
十
六
年
か
ら
文
化
九
年
迄
の
後
半
期
の
集
落
構
成
を
「
手
水
絵
図
」
（
第
M
図
と

写
真
1
参
照
）
か
ら
検
討
す
る
と
非
常
に
多
く
の
小
集
落
が
村
落
間
で
分
散
錯
綜
し
て
い

る
事
が
わ
か
る
。
各
村
内
の
集
落
を
数
え
上
げ
て
み
る
と
、
川
崎
村
の
七
集
落
を
筆
頭

に
中
富
五
、
広
村
四
、
米
野
四
な
ど
全
集
落
総
計
は
七
一
に
及
ぶ
。
具
体
的
に
は
一
村

一
集
落
を
な
す
も
の
九
、
一
村
二
集
落
は
十
二
、
一
村
三
集
落
六
、
四
集
落
以
上
四
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
第
M
図
中
の
菊
池
川
沿
い
、
中
富
、
川
崎
、
上
中

富
、
正
観
寺
、
袋
田
離
村
で
見
ら
れ
る
集
落
の
錯
綜
状
態
で
あ
る
。
明
和
六
年
の
「
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

名
郡
絵
図
」
で
は
、
大
川
（
菊
池
川
）
南
岸
の
「
川
崎
村
」
だ
け
が
、
区
分
さ
れ
、
正
観

寺
、
上
中
富
、
中
富
、
上
・
下
灘
握
屋
は
「
郷
帳
」
の
本
村
単
位
の
ま
ま
一
村
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
享
保
期
に
新
し
く
分
村
し
た
下
原
村
に
つ
い
て
は
村
高
の
外
と

し
て
、
別
村
を
立
て
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
享
保
期
以
後
新
し
く
分
村
し
た
の
は

わ
ず
か
上
岩
原
だ
け
で
あ
る
が
三
〇
村
に
対
し
七
一
集
落
が
存
在
し
て
い
る
点
か
ら
考

え
る
と
、
後
期
に
も
村
落
内
分
胞
は
か
な
り
広
汎
に
見
ら
れ
た
と
い
え
る
。
特
に
延
宝

五
年
以
降
の
「
御
郡
方
新
地
」
、
「
御
山
方
新
地
」
が
少
な
い
の
は
事
実
上
、
元
文
二
年

の
「
新
地
開
発
難
儀
無
用
に
被
成
と
の
事
」
と
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
で
、
開
発
様
式

と
し
て
は
「
三
物
」
、
「
野
開
」
、
「
御
赦
免
開
」
な
ど
に
重
点
が
移
っ
て
い
る
。
「
畝
物
」

写真1．中富手写絵図（熊本県立図書館蔵）
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「近世麗後藩の村落構造とその展開過程」（久武）

な
ど
は
一
種
の
既
存
村
落
耕
地
の
再
開
発
的
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
開
発
が
新
地
か
ら
「
野
開
」
「
御
赦
免
開
」
へ
、
新
開
か
ら
既
存
耕
地
の
安

定
化
へ
と
転
換
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。

　
前
期
か
ら
後
期
に
わ
た
る
全
体
的
傾
向
を
み
る
と
、
初
期
の
開
発
過
程
で
は
多
く
の
分
村
を
伴
っ
て
い
る
が
、
地
域
的
に
は
岩
原
川
中
・
上

流
部
の
丘
陵
地
村
落
に
集
中
し
、
菊
池
川
沿
い
低
地
村
落
で
の
分
村
現
象
は
比
較
的
緩
慢
で
あ
る
。
し
か
し
低
地
村
落
で
見
ら
れ
る
開
発
は
丘

陵
地
村
落
の
と
比
べ
て
規
模
は
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
石
高
増
減
な
ど
生
産
力
展
開
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
丘
陵
地
域
の
畑
畝
開
発
は
、
低

地
あ
る
い
は
丘
陵
下
の
地
域
で
の
田
畝
開
発
と
比
較
し
て
、
極
め
て
低
位
の
段
階
で
留
っ
て
お
り
、
開
発
面
積
の
割
に
は
村
落
レ
ベ
ル
で
の
石

高
増
加
を
伴
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
云
え
る
。
後
期
に
お
い
て
は
、
延
宝
期
以
後
、
元
文
期
ま
で
、
開
発
規
模
も
五
反
以
下
と
前
期
に
比
べ
て

小
さ
い
し
、
田
畝
開
発
も
顕
著
な
進
展
は
見
せ
て
い
な
い
。
元
文
年
間
以
降
の
開
発
は
「
孟
春
」
、
「
野
開
」
、
「
御
赦
免
開
」
な
ど
に
移
り
開
発

規
模
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
一
方
で
は
田
畝
の
開
発
は
遅
れ
、
前
期
に
開
発
さ
れ
た
新
地
、
あ
る
い
は
本
方
の
明
高
が
急
激
に
増
大
し
て
い

る
。
特
に
丘
陵
か
ら
低
地
へ
の
傾
斜
変
換
線
地
域
や
低
地
帯
の
村
落
に
多
く
面
高
が
見
ら
れ
る
事
は
、
旧
来
の
水
利
梗
概
、
用
水
系
統
で
は
、

水
田
地
域
の
開
発
が
進
展
し
な
く
な
っ
た
事
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

①
　
「
新
撰
事
蹟
通
考
」
郷
荘
沿
革
（
肥
後
文
献
叢
書
巻
ノ
三
所
収
）

②
　
明
和
山
脚
年
（
写
）
　
「
玉
名
郡
絵
図
」
　
（
玉
名
市
｝
鴎
照
由
守
斎
繭
膿
一
兀
蔵
氏
所
蔵
）

③
　
肥
後
國
検
地
帳
目
録
三
〇
六
八
、
三
〇
七
九
、
三
〇
九
三
、
三
〇
九
九
～
響
二

　
〇
〇
、
一
二
一
〇
六
～
七
、
三
一
一
三
～
四
、
ゴ
　
コ
鳳
○
～
一
二
四
、
　
三
一
四
八
、
三

　
一
五
〇
、
三
一
五
五
、
三
一
六
〇
、
三
一
六
四
、
三
一
七
一
、
三
一
八
五
～
六
、

　
三
一
九
二
、
三
一
九
九
～
三
二
〇
〇

　
慶
長
検
地
帳
他
、
初
期
の
検
地
帳
、
地
業
帳
の
性
格
に
つ
い
て
は

　
森
田
誠
一
「
肥
後
国
検
地
諸
帳
に
つ
い
て
」
　
（
熊
本
史
学
第
二
号
）

　
花
岡
興
輝
「
肥
後
の
検
地
帳
r
特
に
そ
の
成
立
に
つ
い
て
」
　
（
熊
本
史
学
簗
二

　
九
署
）
を
参
照
。

④
　
　
「
肥
後
國
志
巻
之
八
」
玉
名
郡
中
富
手
永

⑤
　
松
本
雅
明
前
掲
論
文
（
一
…
⑥
）
で
も
同
様
の
比
較
類
推
が
行
な
わ
れ
て
い
る

　
が
、
「
人
畜
帳
」
の
石
高
は
「
郷
帳
」
よ
り
若
干
伸
び
て
い
る
の
で
、
平
野
部
（
玉

　
名
郡
人
畜
帳
）
と
山
間
丘
陵
部
（
合
志
郡
人
畜
帳
）
は
殆
ん
ど
変
わ
ら
な
い
結
果

　
が
出
て
い
る
。

⑥
　
文
化
十
一
年
戌
八
月
目
萬
手
鑑
」
　
（
鹿
本
郡
鹿
央
町
岩
原
多
田
隈
尚
矯
所
蔵
）

　
一
般
に
「
中
蜜
手
永
鑑
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

⑦
　
　
「
官
職
制
度
考
」
　
（
石
垣
蝶
長
著
）
巻
賢
愚
、
神
政
部
弁
田
賦
（
肥
後
文
献
叢

　
書
巻
之
一
所
収
）

⑧
前
掲
書
④
牟
田
村
の
項

⑨
　
前
掲
書
⑥
牟
田
村
「
下
ヶ
名
」
の
頂
と
明
治
初
期
切
絵
図
（
鹿
央
町
役
場
蔵
）

　
を
比
較
し
て
み
る
と
沼
田
に
続
く
部
分
に
卑
田
村
田
畝
（
畑
畝
な
し
）
が
造
成
さ
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れ
た
事
が
知
ら
れ
る

⑩
「
玉
名
郡
山
窟
手
永
絵
図
」
（
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
）
番
号
一
六
⊥
曇
　
四

　
こ
の
絵
図
は
「
測
量
分
見
絵
図
」
型
式
で
は
な
い
が
用
排
水
路
、
集
落
構
成
、

　
荒
蕪
地
、
な
ど
の
記
載
が
詳
細
に
な
っ
て
お
り
、
手
永
絵
図
と
し
て
は
最
も
優
れ

　
た
も
の
と
い
え
る
。
肥
後
藩
絵
図
に
つ
い
て
は
熊
本
女
子
大
学
郷
土
文
化
研
究
所

編
「
熊
本
県
宵
地
図
目
録
」

「
肥
後
藩
絵
図
に
つ
い
て
」
、

　
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑪
　
文
久
三
年
「
玉
名
郡
図
」

（
熊
本
県
史
料
集
成
別
冊
第
一
集
）
や
、
圭
算
諦
成

森
下
功
「
明
治
前
期
地
図
に
つ
い
て
」
　
（
同
第
一
集

（
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
）
番
号
一
六
－
一
ニ
ニ
一
二
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四
　
村
落
内
部
地
方
組
織
の
構
成
と
知
行
形
態

　
手
永
制
度
や
、
惣
庄
屋
を
中
心
と
す
る
手
永
レ
ベ
ル
で
の
地
方
組
織
や
行
政
的
系
列
、
そ
の
変
遷
過
程
に
つ
い
て
は
、
既
往
の
研
究
で
触
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
章
皿
で
論
じ
た
開
発
過
程
に
伴
う
集
落
構
成
の
錯
綜
関
係
、
分
村
な
ど
で
形
成
さ
れ
た
村
落
問

の
結
び
つ
き
、
協
同
関
係
の
側
面
か
ら
地
方
組
織
を
検
討
す
る
。

　
時
期
的
に
、
耕
地
も
含
め
て
村
落
内
部
の
集
落
構
成
が
錯
綜
し
て
く
る
の
は
享
保
期
以
降
で
あ
る
。
宝
暦
七
年
の
段
階
で
村
高
七
・
八
百
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
ら
千
石
の
範
囲
で
寄
村
を
行
な
う
様
と
の
通
達
に
よ
り
庄
屋
数
が
一
五
八
八
名
か
ら
六
二
〇
名
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
様
な
開
発

過
程
に
伴
う
集
落
構
成
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
「
分
村
」
あ
る
い
は
「
寄
村
」
と
云
う
一
連
の
分
解
統
合
過
程
に
よ
っ
て
集
落
構
成
と
地
方
組
織
は
種
々
の
類
型
的
対
応
を
と
る

事
に
な
り
、
中
期
以
降
の
村
落
構
造
変
質
過
程
の
主
要
な
契
機
と
見
な
さ
れ
る
。
　
「
旧
記
書
抜
」
で
見
ら
れ
る
様
に
、
こ
の
村
落
の
分
解
統
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
が
知
行
形
態
で
あ
る
。
村
落
内
部
の
農
民
層
に
つ
い
て
「
給
知
百
姓
」
と
「
蔵
納
百
姓
」
の
区
分
の
必
要
性
は
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

山
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
集
落
構
成
と
地
方
組
織
の
類
型
的
対
応
の
側
面
で
も
知
行
形
態
は
密
接
な
関
連
を
有

し
て
い
る
。
開
発
過
程
の
中
で
特
に
開
発
主
体
、
開
発
様
式
、
更
に
開
発
の
基
礎
条
件
と
な
る
水
利
管
理
権
、
水
利
土
木
工
事
経
費
負
担
な
ど

で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
給
人
層
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
①
耕
落
内
部
の
地
方
組
織
と
そ
の
構
成
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こ
こ
で
い
う
村
落
内
部
の
地
方
組
織
と
は
、
村
の
運
営
、
事
務
、
土
木
治
水
工
事
な
ど
の
面
で
主
要
な
役
割
を
担
っ
た
庄
屋
、
頭
百
姓
、
肝

煎
、
帳
書
層
、
更
に
開
発
の
面
で
関
係
し
て
く
る
在
宅
郷
士
層
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
「
萬
手
鑑
」
の
前
後
半
世
紀
の
地

方
組
織
の
状
況
が
検
討
の
対
象
と
な
る
が
、
個
々
の
地
方
組
織
構
成
員
の
前
後
系
譜
関
係
は
本
稿
の
範
囲
外
で
あ
る
の
で
一
部
分
触
れ
る
に
留

る
。
臭
墨
表
は
「
萬
手
鑑
」
か
ら
検
出
し
た
各
村
の
村
役
を
示
し
て
い
る
。
個
別
に
見
て
み
る
と
、
（
第
W
図
の
よ
う
に
）
庄
屋
の
場
合
二
村
以

上
に
わ
た
る
懸
持
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
久
野
・
下
千
田
両
村
の
立
縞
、
上
扇
、
下
原
村
の
茂
助
（
但
し
庄
屋
代
）
古
閑
原
、
牟
田
両
校
の
三

右
衛
門
（
牟
田
は
庄
屋
代
）
、
中
小
柳
・
下
小
柳
村
の
彦
一
な
ど
。
　
三
小
柳
村
の
場
合
、
上
小
柳
に
は
庄
屋
も
庄
屋
代
も
置
か
れ
て
い
な
い
が

　
　
　
　
　
　
⑤

「
庄
屋
筆
墨
紙
代
」
は
御
免
帳
出
来
で
計
上
さ
れ
、
三
村
内
で
は
最
高
額
を
負
担
し
て
い
る
事
か
ら
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
中
・
下
小
柳
村
と

同
じ
彦
一
の
懸
持
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
他
に
も
、
川
崎
・
小
島
両
村
に
わ
た
る
福
島
平
九
郎
、
上
中
富
・
袋
田
・
正
観
寺
三
村
重
留
の
諸
事
、
上
・
下
智
握
握
村
の
用
助
な
ど
が
見

ら
れ
る
。
以
上
の
様
に
中
富
手
永
三
一
村
の
実
際
の
庄
屋
は
二
〇
名
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
即
ち
一
庄
屋
当
り
の
懸
持
村
高
は
平
均
七
二
五

石
と
な
る
。
こ
れ
を
村
高
七
百
石
か
ら
千
石
の
単
位
で
行
な
わ
れ
た
宝
暦
七
年
の
「
寄
村
」
施
行
令
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
見
る
事
も
出
来
る
が
、

し
か
し
庄
屋
懸
持
の
村
落
で
は
庄
屋
－
頭
百
姓
一
草
書
な
ど
、
所
謂
縦
の
系
列
で
の
独
立
性
は
見
ら
れ
な
い
し
頭
百
姓
、
肝
煎
・
帳
書
も
各
々

独
自
に
数
ケ
村
吏
持
形
態
を
と
り
必
ず
し
も
庄
屋
懸
に
拘
束
さ
れ
て
い
な
い
事
が
わ
か
る
。
特
に
又
庄
屋
懸
と
そ
の
待
遇
を
見
て
み
る
と
、
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

千
田
・
久
野
寒
村
懸
の
立
七
の
場
合
、
三
十
年
以
上
在
任
し
て
得
ら
れ
る
門
無
名
御
遊
庄
屋
藏
触
」
で
あ
り
、
上
蔀
田
村
の
江
藤
長
竿
エ
門
、
郷

原
村
の
大
久
保
理
右
エ
門
、
中
小
柳
村
の
即
急
で
あ
り
又
下
翼
田
庄
屋
で
も
あ
る
山
田
善
七
、
中
分
田
村
の
師
富
多
四
郎
、
川
潮
干
の
福
島
平

九
郎
な
ど
二
〇
名
の
庄
屋
の
内
廓
名
は
四
十
年
～
五
十
年
在
任
の
「
名
字
御
匙
庄
屋
直
触
」
で
、
所
謂
「
地
図
」
「
郷
士
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
「
直
触
」
層
庄
屋
に
は
川
崎
村
の
例
（
後
述
）
な
ど
の
特
殊
な
場
合
を
除
け
ば
庄
屋
の
懸
想
は
少
な
く
、
殆
ん
ど
の
懸
持
が
無
名
直

触
以
下
の
層
で
見
ら
れ
る
し
、
懸
詞
村
落
も
延
宝
期
以
降
分
村
地
域
に
集
中
し
て
い
る
事
は
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
頭
百
姓
の
場
合
、
通
常
五
〇
石
に
一
人
の
割
合
で
選
ば
れ
て
い
る
が
、
庄
屋
、
帳
書
と
同
様
「
堅
メ
」
誓
書
を
行
う
任
命
調
で
あ
り
、
肝
煎
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⑧

と
同
じ
く
「
石
手
・
土
手
の
御
普
請
道
橋
の
補
修
、
埋
木
縄
か
つ
ら
等
の
類
、
其
他
一
切
人
馬
つ
か
ひ
を
取
捌
く
」
も
の
で
地
方
組
織
の
重
要

な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
頭
百
姓
は
金
部
で
七
四
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
六
名
が
他
村
と
の
懸
持
で
実
質
的
に
は
六
八
名
で
あ
り
、
一
村
当

り
二
・
一
九
人
、
一
人
当
り
二
一
三
、
堅
石
懸
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
懸
持
を
み
る
と
袋
田
村
・
中
富
両
村
の
専
助
（
中
富
は
庄
屋
代
）
、
古
閑
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勇　　　七［ ○ …
○

徳　　　七 旨 ◎

上＿」製◎ ◎

立　　　七 ④鱈
次　　　助1 Ol ○

曽　　助li　1 ㊧ ○

清右エ門l　　　l
旨

○ ○ ○ ○

茂　　　助I　I ① ①

順　　剛 ◎ ◎

新　　七・　　　i 麟 ○

清　　次｝甘 ◎ ＠

栄　　　1鵬 ○ ◎ ○

慰右ヱ門 1 ○ ④i ○

杢右ヱII瀕 働 ⑱

善　兵　衛， ◎ ◎ ◎

茂　　　七ll　」 ○ ○

○ ○

彦　　　一t　｝ ⑭ ⑱

黒　　　助‘ ◎ ◎ ◎

山田善ゼ1　1 ④ ㊧

ノし郎　工門・i ◎ ◎

禰糊り螂， ⑱ 趣

寿　　助｝i ○ ○ ○

奪　　　助 i ① 0
諾　　　助

1 ｝ ㊥ ⑧ 働

之　　　次 ◎ ◎ ◎ ◎

用　　　助t 函 魯

（萬手鑑）

㊤庄崖代　◎帳i1　1；　　○頭百姓　㊥惣庄歴直触

　　第田図　地方組織における懸持形態

㊧庄屋

原
村
と
中
富
村
両
村
の
茂
七
、
米
野
、
広
、
中
分
田
、
藤
井

村
の
清
右
ヱ
門
、
下
米
野
、
持
松
両
村
の
尉
右
ヱ
門
と
、
隣

接
村
落
間
だ
け
で
な
く
、
丘
陵
地
域
村
落
と
低
地
村
落
の
間

で
も
み
ら
れ
る
。

　
「
堅
メ
誓
詞
書
物
帳
」
の
「
仕
上
起
請
文
前
書
」
の
個
条

（
注
⑦
参
照
）
に
示
さ
れ
て
い
る
様
に
頭
百
姓
は
「
請
持
の
組

百
姓
」
に
対
し
て
具
体
的
に
塘
筋
、
其
外
の
普
請
の
際
、
各

工
事
の
丁
場
へ
の
人
夫
割
賦
、
他
竹
木
品
々
割
賦
の
権
限
を

有
し
て
い
る
事
か
ら
す
る
と
、
頭
百
姓
懸
持
の
場
合
こ
れ
ら

の
権
限
は
数
ケ
村
に
亘
っ
て
及
ぼ
さ
れ
る
と
同
時
に
、
頭
百

姓
請
持
の
「
組
」
が
自
村
だ
け
で
な
く
他
村
の
中
に
も
含
ま

れ
て
い
た
事
に
な
る
。
こ
の
「
仕
上
起
請
文
前
書
」
の
箇
条

は
庄
屋
に
つ
い
て
も
同
様
な
権
限
が
あ
っ
た
事
を
考
え
る
と

（
川
崎
村
ー
上
中
富
村
）
・
（
上
中
富
－
袋
田
村
）
の
頭
百

姓
懸
持
と
（
川
崎
－
小
島
村
）
・
（
上
中
富
ー
1
袋
田
村
i

正
観
寺
村
）
の
庄
屋
懸
持
の
全
部
の
村
落
に
、
諸
役
公
事
出

支
他
の
割
賦
が
及
ぶ
事
に
な
る
。
大
規
模
の
治
水
工
事
、
灌

概
水
利
施
設
設
置
な
ど
の
「
手
永
出
夫
」
に
よ
る
場
合
を
別

に
す
れ
ば
、
小
規
模
の
開
発
に
は
こ
の
様
な
地
方
組
織
に
お
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け
る
懸
持
を
基
礎
に
し
た
村
落
間
労
働
出
夫
、
割
賦
が
現
実
に
機
能
し
た
と
い
え
る
。

　
頭
百
姓
と
同
様
、
水
利
土
木
工
事
、
夫
役
労
働
割
賦
な
ど
の
面
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
肝
煎
に
つ
い
て
は
「
萬
手
鑑
」
に
は
そ
の
当
事
者

名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
主
と
し
て
本
村
な
ど
を
中
心
に
十
七
ケ
村
で
七
七
五
升
か
ら
五
石
に
わ
た
っ
て
肝
煎
給
米
が
支
給
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
ら
す
れ
ば
一
領
一
疋
、
地
侍
層
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
萬
手
鑑
で
「
他
支
配
居
住
」
（
第
H
表
参
照
）
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
こ
れ

に
当
る
ど
思
わ
れ
る
が
下
千
田
、
上
千
田
、
広
、
上
広
、
米
野
、
下
米
野
、
上
岩
原
、
郷
原
、
持
松
村
な
ど
丘
陵
地
域
の
村
落
に
多
く
、
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

二
名
子
十
九
名
（
八
六
・
四
％
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
領
一
疋
、
地
侍
は
寛
文
十
年
以
降
用
水
普
請
に
任
命
さ
れ
、
開
発
の
主
導
権
を

握
っ
て
い
る
が
、
丘
陵
地
域
で
は
国
運
田
村
の
「
肝
煎
田
地
上
納
分
」
三
斗
七
升
四
合
の
例
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
肝
煎
給
米
が
田
地
支
給
、

物
成
村
弁
分
の
形
で
上
納
さ
れ
て
い
て
、
極
め
て
在
地
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
事
が
確
認
繊
来
る
。

　
事
務
レ
ベ
ル
の
慰
書
に
つ
い
て
も
上
津
、
下
原
両
村
半
身
の
順
助
、
堂
米
野
、
下
米
野
両
村
の
清
次
、
郷
原
村
、
古
閑
原
村
、
牟
田
村
三
村

難
業
の
善
兵
衛
、
上
、
中
、
下
小
柳
三
村
の
黒
助
、
上
中
富
、
袋
田
、
正
観
寺
、
下
握
屋
四
聖
に
わ
た
る
文
次
、
中
分
田
、
藤
井
村
の
九
郎
左

衛
門
と
六
名
の
懸
記
帳
書
が
見
ら
れ
、
村
数
三
十
一
に
対
し
て
帳
書
二
十
一
名
し
か
い
な
い
事
に
な
る
。
数
字
の
上
か
ら
は
庄
屋
数
と
殆
ん
ど

同
じ
で
あ
る
が
、
庄
屋
一
帳
書
の
雲
斗
に
お
け
る
縦
の
系
列
、
村
落
間
の
横
の
系
列
で
合
致
す
る
の
は
①
上
広
、
下
原
　
②
古
閑
原
、
牟
田

③
上
小
柳
、
中
小
柳
、
下
小
柳
、
④
上
中
富
、
袋
田
、
正
観
寺
の
諸
村
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
①
～
④
の
諸
富
の
懸
子
地
域
を
第
M
図
や
第
W
図

の
耕
地
分
布
、
集
落
構
成
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
い
ず
れ
の
地
域
も
、
耕
地
入
組
錯
綜
関
係
が
顕
著
で
あ
り
、
③
、
④
野
村
は
「
手
製
風
土

⑩記
」
で
は
二
村
同
前
」
と
し
て
石
高
、
村
数
、
戸
口
、
明
高
に
関
し
て
も
合
わ
せ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
地
方
組
織
の
構
成
内
容
か
ら
み
て
、
各
村
落
間
の
庄
屋
、
頭
百
姓
肝
煎
、
帳
書
の
各
レ
ベ
ル
で
見
ら
れ
る
懸
持
形
態
は
、
基
本
的
に

は
宝
暦
七
年
「
中
村
」
令
に
よ
る
村
落
レ
ベ
ル
で
の
地
方
行
政
の
合
理
化
、
簡
素
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
土
木
水
利
工
事
、
橋
梁

普
請
補
修
、
公
役
諸
事
、
そ
の
割
賦
な
ど
地
方
・
農
民
組
織
の
面
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
頭
百
姓
・
肝
煎
層
は
、
必
ず
し
も
庄
屋
、
帳
書
レ

ベ
ル
で
の
統
合
と
相
応
し
て
い
な
い
。
村
落
間
の
懸
持
形
態
も
庄
屋
、
洋
書
層
と
は
一
応
独
立
し
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
頭
百
姓
、
肝
煎
層
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は
「
寄
村
」
以
前
か
ら
の
地
方
組

織
の
状
態
を
反
映
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
②
村
落
内
の
給
知
分
布
と
知

　
　
行
形
態

　
前
節
の
地
方
組
織
の
構
成
で
見

ら
れ
た
諸
タ
イ
プ
の
懸
持
形
態
を

具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
に
、
手

永
内
各
村
の
誌
代
、
知
行
形
態
に

若
干
触
れ
て
お
こ
う
。
第
皿
表
で

知
ら
れ
る
様
に
「
萬
手
鑑
」
段
階

で
の
給
知
人
総
数
は
七
十
三
名
で
、

各
村
別
集
計
で
は
八
十
五
名
と
な

る
が
、
こ
の
う
ち
八
名
が
二
村
以

止
に
亘
り
て
給
知
を
有
し
て
い
る
。

下
給
知
高
は
一
一
八
〇
七
、
　
一
石

と
、
全
村
高
の
八
一
、
四
％
古
め

て
い
る
。
熊
本
城
下
町
に
近
い
飽

　
　
　
　
⑪

個
郡
各
手
永
の
給
知
率
乏
此
湿
し

．。．＿騰｛耕地臨鐡・ケ多軸

　　　　一毛幽
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一明治行政村界
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　（：＝）　集落（本村単位で分村は記さない）（番号は第1表の集落番丹参照）
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て
み
る
と
、
丘
陵
地
域
を
含
ん
で

い
る
五
町
手
永
の
七
八
％
を
例
外

と
し
て
、
池
田
手
三
四
五
％
、
横

手
手
永
九
・
六
％
A
本
庄
手
永
一
・

七
％
、
田
迎
手
永
六
・
九
％
、
飽

田
郡
全
体
で
四
三
％
と
中
富
手
永

よ
り
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
。

次
に
中
富
手
永
の
北
部
に
接
す
る

　
　
　
⑫

中
村
手
永
は
宝
暦
段
階
で
八
八
％

を
示
し
て
い
る
。
給
知
分
布
状
態

を
見
る
と
、
初
期
の
「
御
守
方
文

⑬書
」
で
は
、

　
　
「
伽
脚
曲
蔵
隅
納
ハ
能
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官
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第皿表給知分布と知行形態
【村副給刷給知率1給人農150野匙｛10盤1・・≧1＞・・i

　　　　　　石

給知懸持と1村全給知の給人

1
2
3
4
5
6
7
i
8

9
0
　
1

　
1
　1

η
B
U
拓
驚
F
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1

1

益田弥一右衛門（89．2石）

松下清蔵（406．4石）

下津久馬（138．2石）

松下清蔵（426．4石）

隈部次郎左衛門（3．5石）

岩越椿十郎（200．8石）

尾藤多賀之亟（322．6石）
志方十兵衛（4．1石）

尾藤多賀之亟（338．7石）

志方十兵衛（27．3石）

　有吉織部（1176．2石）

1

　西山中衛（41．3石）1

　西山中衛（153．1石）

　西山中衛（64，2石）1

　西山大駆（37．9石）
　益田弥～右衛門（140．3石）4
　隈部次郎左衛門（4．2石）

2

　津田平助（36S．1石）津州市八（2892石）

　津田平助（89．2石）津川市八（70．1石）
1
　隈部次郎左衛門（7．4石）

　小笠原美濃（100．2石）

2

　小笠原美濃（386．7石）

　江侶三甚右衛ド弓（333．4石）

　松野匡（1099．6石）

19

〔萬手鑑〕　①　括弧の中は慶安元年侍帳からの系譜がある給人数

　　　　　②　日別給人累積数であり手蔓内の給人数73名とは異なる。差が給人の懸持として示

　　　　　　される。
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「近世肥後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

と
城
下
町
周
辺
一
里
半
～
二
里
の
地
帯
、
国
境
、
高
生
産
力
地
域
で
は
給
人
知
か
ら
蔵
幅
化
さ
れ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
初
期
の
給
知
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
分
析
し
た
西
山
、
森
山
ら
に
依
れ
ば
右
の
給
人
知
↓
蔵
納
化
と
も
関
係
し
て
給
知
率
が
高
い
の
は
玉
名
平
野
か
ら
北
部
山
間
丘
陵
地
域
に
か

け
て
の
玉
名
郡
、
山
鹿
郡
、
菊
池
郡
な
ど
の
漏
壷
と
、
東
北
部
阿
蘇
郡
山
間
丘
陵
地
域
で
あ
り
、
知
行
の
対
象
と
な
っ
た
村
も
寛
永
十
一
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

「
郷
帳
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
「
地
計
帳
」
で
出
村
・
自
分
・
出
目
な
ぜ
と
記
載
さ
れ
た
新
村
・
分
村
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
更
に

知
行
配
置
形
態
も
「
郷
帳
」
段
階
以
前
の
一
村
一
円
給
知
の
「
郷
ぎ
り
」
知
行
形
態
か
ら
、
寛
永
「
歯
科
帳
」
段
階
で
の
「
割
崩
し
」
散
在
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

給
知
行
形
態
に
移
行
し
、
本
貫
再
帰
属
地
が
確
定
し
た
行
政
村
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
前
節
の
地
方
組
織
の
部
分
で
触
れ
た
頭
百
姓
の
二
村
以
上
に
わ
た
る
懸
持
形
態
と
関
連
し
て
「
百
姓
」
の
組
織
を
見
る
と
、
明
和
七
年
「
郡

　
　
⑰

中
法
令
」
で
は

　
　
「
給
知
之
儀
人
畜
共
拝
領
之
春
嵐
老
替
得
共
右
地
筒
を
仕
立
候
連
高
地
等
誌
面
者
勿
論
於
其
村
少
し
も
障
有
之
者
ハ
難
至
論
先
無
之
高
者

　
　
迄
専
撰
霜
被
申
付
候
万
一
無
卦
無
愚
者
、
無
濡
者
有
之
候
而
も
老
年
鰍
病
者
二
而
地
筒
二
難
申
付
其
癖
無
心
歴
日
」
高
地
之
幽
寂
も
被
相

　
　
違
趣
二
応
シ
可
及
詮
儀
事
」

と
一
村
相
給
形
態
を
と
っ
て
も
給
血
百
姓
、
恩
納
百
姓
は
二
五
形
態
は
と
ら
ず
一
給
人
に
属
す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

様
な
例
は
宝
暦
七
年
「
南
郷
布
田
手
永
和
覚
付
御
手
調
帳
」
で
本
方
、
上
知
、
三
態
知
七
〇
七
八
石
八
升
二
合
壱
勺
四
才
の
内
、
食
油
に
つ
い

て
「
御
蔵
納
並
御
仕
立
百
姓
共
に
」
＝
四
丁
、
「
御
給
知
」
一
四
〇
白
雨
、
牛
馬
に
つ
い
て
「
御
蔵
納
並
御
仕
立
百
姓
共
に
」
一
五
七
匹
（
牛

七
一
、
馬
八
六
）
、
「
御
給
知
」
二
二
〇
五
匹
（
牛
九
九
二
、
馬
一
二
三
）
と
分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
中
富
富
永
の
「
萬

手
鑑
」
で
は
画
数
の
区
別
記
載
は
見
ら
れ
な
い
が
、
牛
馬
の
内
、
罵
に
つ
い
て
「
預
馬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
の
「
御
釜
知
」
の
分
と

考
え
ら
れ
一
応
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
様
な
給
知
と
蔵
納
別
の
人
畜
区
分
は
肥
後
藩
全
時
期
を
通
じ
て
存
続
し
た
も
と

え
考
え
ら
れ
る
し
、
給
知
百
姓
、
言
納
百
姓
の
区
分
の
存
続
性
に
つ
い
て
は
既
に
森
山
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
中
富
手
習
の
場
合
で
各
村
別
に
給
知
率
を
検
討
し
て
み
る
と
、
一
村
金
給
知
で
あ
る
の
は
上
広
、
下
原
、
米
野
、
堂
米
野
、
古
閑
原
、
門
松
、
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下
小
柳
、
中
分
田
、
中
富
、
上
中
富
、
正
観
寺
、
上
握
屋
、
小
島
、
藤
井
の
十
四
村
で
、
五
〇
％
以
上
給
知
が
十
三
村
、
五
〇
％
以
下
四
村
と
、

全
体
の
四
五
・
二
％
が
全
村
高
給
知
と
な
っ
て
お
り
、
蔵
納
に
関
し
て
牟
田
村
が
全
村
高
蔵
納
、
手
落
会
所
が
設
置
さ
れ
た
宮
村
の
九
四
・
二

％
が
蔵
納
で
特
別
に
高
率
を
示
す
以
外
、
上
小
柳
村
五
三
ニ
ニ
％
、
袋
田
村
七
一
・
一
％
の
二
村
の
み
で
置
傘
率
が
衆
知
率
よ
り
高
く
な
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
村
高
が
全
部
給
知
で
あ
る
十
四
村
の
内
、
一
村
一
給
人
で
あ
る
、
所
謂
一
円
知
行
の
形
態
を
と
る
も
の
は
十
村
（
七
一
・

四
％
）
、
一
村
二
給
人
が
二
村
（
一
四
・
三
％
）
、
三
給
人
以
上
が
二
村
（
一
四
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
給
田
の
大
部
分
が
一
村
一
円
知
行
形

態
を
と
り
、
一
村
内
で
多
数
の
給
人
が
見
ら
れ
、
錯
綜
し
た
椙
給
形
態
を
と
る
も
の
は
全
村
給
知
で
あ
る
村
落
に
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し

か
も
給
知
高
で
見
て
も
一
村
全
給
知
の
村
落
の
場
合
そ
の
給
知
高
は
五
八
八
四
、
一
石
と
昇
給
知
の
五
五
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
相
給
形
態
が
顕
著
で
あ
る
の
は
、
上
・
下
両
千
田
村
、
久
野
、
広
村
の
千
田
川
沿
い
轟
轟
と
、
そ
の
西
部
岩
原
川
沿
い
の
郷

原
、
上
岩
原
、
岩
原
の
諸
村
と
丘
陵
地
か
ら
低
地
へ
の
移
行
地
域
の
低
湿
耕
地
の
多
い
所
に
集
中
的
に
見
ら
れ
る
。
菊
池
川
沿
岸
低
地
で
は
分

田
・
下
分
田
、
川
崎
、
下
握
屋
の
諸
村
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
諸
村
で
は
い
ず
れ
も
水
損
荒
蕪
地
が
多
く
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
網
給
形

態
の
顕
著
に
み
ら
れ
る
十
一
村
で
、
給
人
は
五
十
五
名
、
早
知
高
五
二
八
九
、
三
石
で
あ
り
、
一
握
人
当
り
平
均
給
千
早
は
九
六
、
二
石
と
極

め
て
小
規
模
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
次
に
給
知
規
模
か
ら
見
る
と
三
〇
〇
石
以
上
八
名
（
一
〇
・
九
％
）
三
〇
〇
石
～
一
〇
〇
石
二
十
七
名
（
三
六
・
一
％
）
一
〇
〇
～
五
〇
石
、
二

十
二
名
（
三
〇
・
一
％
）
、
五
〇
石
以
下
十
』
ハ
名
（
二
二
・
九
％
）
と
一
〇
〇
石
以
下
の
比
率
が
五
三
％
（
三
八
名
）
を
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三

〇
〇
石
以
上
は
一
〇
・
九
％
（
八
名
）
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
こ
れ
は
実
際
一
村
一
給
人
に
よ
る
全
給
知
九
村
（
九
名
）
中
の
八
名
で
占
め
ら
れ
、
全

給
知
に
占
め
る
比
率
は
五
五
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
料
亭
昇
給
人
数
総
計
八
十
五
名
と
、
手
幌
内
給
人
実
数
七
十
三
名
の
差
十
二
名
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
現
実
に
は
三
村
以
上
に
わ

た
る
型
持
給
知
人
が
い
る
た
め
給
人
数
は
八
名
だ
け
で
あ
る
が
、
個
別
的
に
は
、
隈
部
次
郎
左
衛
門
の
四
光
（
総
高
十
八
、
九
石
）
、
西
山
大
聖

四
恩
（
二
九
六
、
五
井
）
、
松
下
清
蔵
二
村
（
八
三
二
、
八
面
）
、
尾
藤
多
賀
之
亟
二
村
（
六
六
一
、
三
石
）
、
志
方
十
兵
衛
二
村
（
三
一
、
四
石
）
、
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「近世肥後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

津
田
平
助
二
村
（
四
五
七
、
三
石
）
、
津
川
市
八
二
村
（
三
五
九
、
三
石
）
、
小
笠
原
美
濃
二
村
（
四
八
六
、
四
石
）
で
、
こ
れ
ら
の
村
の
地
域
的
な

結
び
つ
き
を
見
る
と
、
隈
部
次
郎
左
衛
門
の
場
合
、
四
温
知
行
で
あ
る
が
三
、
五
石
～
七
、
五
石
の
小
軍
職
高
で
米
野
、
分
田
、
上
中
富
、
下

握
屋
と
、
灌
瀧
水
利
、
用
水
懸
や
分
村
関
係
な
ど
の
地
域
的
な
村
落
結
合
関
係
と
は
無
関
係
に
散
在
し
て
い
る
。
最
も
こ
の
中
で
給
知
高
の
多

い
松
下
清
蔵
の
場
合
は
、
上
広
村
四
〇
六
、
・
四
石
の
全
村
高
と
米
野
村
の
四
二
六
、
四
脚
（
村
高
の
九
九
、
九
％
、
○
・
一
％
は
隈
部
次
郎
左

衛
門
下
知
）
の
二
村
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
尾
藤
多
賀
之
亟
の
岩
原
村
上
三
八
、
七
石
（
五
七
％
）
、
上
岩
原
三
二
二
、
○
石
（
四
八
％
）
と
同
様
本

村
－
分
村
関
係
で
給
知
を
有
し
て
い
る
。
西
山
大
蒜
は
下
分
田
村
六
四
、
二
上
（
九
％
）
、
中
小
柳
村
四
一
、
三
石
（
一
八
％
）
を
別
に
す
れ
ば

分
村
新
地
の
下
小
柳
村
（
一
五
三
石
）
は
一
村
全
給
料
で
あ
り
、
享
保
期
段
階
で
下
小
柳
村
高
が
一
五
三
石
と
六
七
、
三
石
に
分
け
て
記
載
さ
れ

た
一
五
三
石
の
分
と
考
え
ら
れ
る
。
後
の
六
七
、
三
石
は
上
小
柳
に
引
直
さ
れ
た
分
と
い
え
る
。
上
小
柳
村
の
文
化
九
年
村
高
二
四
二
、
二
石

と
享
保
十
六
年
村
高
一
七
四
、
土
石
の
差
額
分
六
七
、
三
石
が
こ
れ
で
、
そ
の
大
部
分
六
六
、
襲
弊
が
上
小
柳
の
石
井
大
助
の
半
知
と
な
っ
て

い
る
。
　
「
手
早
絵
図
」
で
は
下
小
柳
が
二
つ
の
独
立
集
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
給
知
引
直
し
が
集
落
単
位
で
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が

大
き
い
。
津
川
市
八
と
津
田
平
野
は
各
々
、
中
富
村
で
二
八
九
、
二
石
（
四
四
％
）
、
三
六
八
、
一
石
（
五
六
％
）
、
上
中
富
で
七
〇
、
一
石
（
四
二

％
）
、
八
九
、
二
石
（
五
三
％
）
と
二
村
の
村
高
の
ほ
ぼ
全
部
を
分
割
し
て
い
る
が
、
中
富
、
上
中
富
は
集
落
構
成
上
か
ら
は
独
立
し
て
い
る
が
、

耕
地
、
灌
概
用
水
懸
は
両
村
錯
綜
し
て
い
る
。
小
笠
原
美
濃
の
給
知
で
あ
る
上
握
屋
村
三
八
六
、
七
十
（
一
〇
〇
％
）
と
正
観
寺
村
一
〇
〇
、
二

石
（
一
〇
〇
％
）
も
同
様
に
、
地
域
的
に
は
握
屋
堰
懸
の
用
水
体
系
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
以
上
の
様
な
七
三
名
の
給
人
の
中
で
、
初
期
の
慶
安
元
年
「
御
侍
免
帯
鋼
」
と
比
較
し
て
見
て
初
期
か
ら
の
系
譜
関
係
が
見
ら
れ
る
の
は
二

十
一
名
で
、
免
撫
高
千
石
以
上
が
八
名
、
残
り
が
三
百
石
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
給
人
の
見
知
は
多
少
の
変
動
は
伴
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
初
期
慶
安

期
か
ら
末
期
の
文
化
期
ま
で
の
給
知
の
連
続
性
を
示
し
て
い
る
。
持
松
村
一
村
の
全
給
知
を
有
す
る
有
吉
織
部
、
郷
原
村
の
給
人
有
吉
内
膳
な

ど
は
菊
池
川
下
流
の
干
据
新
田
開
発
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
し
た
肥
後
御
三
家
の
一
門
で
あ
り
、
明
治
以
後
も
開
発
過
程
で
生
じ
た
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

先
権
や
永
小
作
権
を
背
景
に
大
地
主
と
し
て
転
化
し
た
給
人
屡
で
あ
る
。
他
に
も
下
握
屋
の
志
水
新
之
亟
六
千
石
（
飽
田
郡
一
八
三
二
、
四
二
、
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山
鹿
郡
三
一
六
、
郷
士
、
玉
名
郡
千
石
）
、
正
観
寺
、
上
握
屋
村
の
小
笠
原
美
濃
六
千
石
（
玉
名
郡
五
六
〇
、
八
石
、
山
本
郡
四
三
四
一
、
一
石
、

南
郷
五
千
石
）
等
が
給
知
高
の
規
模
の
大
き
い
給
人
で
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
一
村
全
量
知
が
多
く
、
下
千
田
村
の
速
水
市
郎
兵
衛
三
〇
〇
石
（
合
志

郡
＝
一
九
、
九
石
、
玉
名
郡
一
六
九
、
入
定
）
の
様
に
全
量
知
規
模
は
小
さ
い
場
合
も
、
玉
名
郡
一
六
九
、
千
石
の
八
三
％
が
下
千
田
分
と
地

域
的
に
集
中
し
た
形
態
を
と
る
。
速
水
は
文
化
期
も
在
宅
人
と
し
て
下
千
田
に
居
住
し
て
い
て
在
地
性
が
強
い
。
藤
井
村
の
松
野
匡
千
石
（
山

鹿
郡
一
二
六
、
四
石
、
玉
名
郡
四
〇
〇
石
、
山
本
郡
四
七
三
、
五
石
）
も
初
期
に
は
給
知
が
分
散
し
て
い
た
が
末
期
文
化
期
で
は
藤
井
村
の
み

で
一
〇
九
九
、
六
石
と
次
第
に
給
知
が
集
中
し
て
来
て
い
る
し
、
給
知
高
も
少
く
と
も
一
〇
〇
石
以
上
は
増
加
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
様
に
見
て
来
る
と
、
肥
後
藩
全
体
の
レ
ベ
ル
で
指
摘
さ
れ
た
知
行
配
置
形
態
で
の
「
郷
ぎ
り
」
知
行
形
態
か
ら
「
割
崩
し
」
散
在
稠
給

知
行
形
態
へ
の
移
行
と
い
う
問
題
も
、
手
永
レ
ベ
ル
か
ら
見
れ
ば
、
給
知
は
集
落
構
成
上
の
分
村
関
係
、
耕
地
灌
慨
用
水
懸
な
ど
の
地
域
的
系

列
上
で
配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
村
落
レ
ベ
ル
で
の
散
在
官
給
知
行
形
態
と
い
う
も
の
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
丘
陵
地
域
か
ら
低
地
に
移

行
す
る
地
帯
の
低
湿
黒
田
耕
地
、
河
岸
沿
い
の
水
損
地
に
集
中
的
に
見
ら
れ
る
形
態
と
し
て
示
さ
れ
る
。
こ
れ
以
外
の
丘
陵
地
域
、
河
川
低
地

で
は
一
村
一
円
知
行
の
「
郷
ぎ
り
偏
知
行
形
態
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
即
ち
肥
後
藩
全
体
で
類
型
化
さ
れ
た
「
郷
ぎ
り
」
型
↓
「
割
崩
し
」
型

へ
の
移
行
と
し
て
類
型
化
さ
れ
た
知
行
形
態
が
、
手
永
一
村
落
レ
ベ
ル
で
は
移
行
の
問
題
と
し
て
で
な
く
、
丘
陵
地
域
と
低
地
へ
の
傾
斜
変

換
線
地
域
、
あ
る
い
は
丘
陵
地
域
と
河
川
低
地
、
水
損
荒
蕪
地
と
し
て
地
域
的
類
型
の
中
で
問
題
と
さ
れ
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
を
藁
箒
し
た
丘

陵
地
域
↓
低
地
域
へ
の
移
行
と
対
応
し
て
知
行
配
置
形
態
の
移
行
を
考
え
る
の
は
又
穂
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
問
題
だ
け
を
指
摘
し
て

次
に
移
ろ
う
。

．
③
地
方
組
織
と
知
行
形
態
の
対
応
関
係
．

　
前
節
の
様
な
給
知
分
布
と
知
行
形
態
に
見
ら
れ
た
手
永
レ
ベ
ル
で
の
地
域
的
類
型
と
W
一
①
で
述
べ
た
地
方
組
織
の
錯
綜
し
た
諸
都
踊
形
態

と
の
関
係
を
個
別
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
W
一
①
で
の
①
久
野
、
下
千
田
の
庄
屋
レ
ベ
ル
で
の
懸
持
形
態
に
つ
い
て
み
る
と
、
両
村
で
給
人
十
一
名
（
一
一
五
六
、
二
石
）
で
あ
る
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「近世魍後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
こ
の
内
、
両
村
に
わ
た
る
給
人
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
中
期
の
宝
暦
十
三
年
四
月
の
「
下
千
田
村
御
給
知
田
畑
地
引
合
改
見
図
御
帳
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

同
年
「
下
千
田
村
田
畑
下
ケ
名
寄
御
帳
」
の
下
千
田
村
分
と
同
年
「
久
野
村
田
畑
下
ケ
名
寄
帳
」
、
圃
年
「
久
野
村
上
知
御
料
田
田
畑
地
引
合

　
　
　
　
⑳

改
見
醒
御
帳
」
の
久
野
村
分
を
比
較
し
て
み
る
と
、
給
知
内
の
田
畑
の
交
錯
が
隣
接
の
宮
村
、
上
千
田
村
な
ど
よ
り
多
く
、
文
化
期
「
萬
手
鑑
」

に
記
載
さ
れ
た
田
畑
下
ケ
名
（
字
）
と
明
治
前
期
の
切
絵
図
記
載
の
組
下
と
対
照
し
て
検
討
す
る
と
、
宝
暦
「
地
引
合
馬
見
帳
」
よ
り
も
田
畑
耕

地
、
特
に
田
畝
に
つ
い
て
交
錯
が
多
く
見
ら
れ
る
。
（
下
ケ
名
「
ロ
ノ
坪
」
「
居
屋
敷
」
「
前
田
」
で
著
し
い
）
即
ち
給
人
の
両
村
野
里
給
知
は
見

ら
れ
な
い
が
、
漸
次
輝
輝
分
の
水
田
開
発
が
進
展
す
る
中
で
耕
地
錯
綜
を
生
じ
た
も
の
と
い
え
る
し
、
こ
れ
ら
錯
綜
耕
地
の
み
ら
れ
る
「
ロ
ノ

坪
」
「
居
屋
敷
」
「
前
田
」
な
ど
の
下
ケ
名
だ
け
で
な
く
両
村
田
畝
耕
地
の
殆
ん
ど
が
堅
田
落
懸
と
合
志
川
上
正
院
手
永
宮
原
村
の
余
水
に
依
っ

て
灌
概
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
②
郷
原
、
古
閑
原
、
牟
田
村
の
懸
盤
形
態
を
検
討
す
る
と
、
給
人
艶
名
、
給
知
高
五
四
四
、
四
石
で
あ
る
が
三
村
問
で
給
人
の

給
知
懸
持
は
み
ら
れ
な
い
し
、
各
村
の
出
自
か
ら
云
っ
て
も
郷
原
は
岩
原
村
か
ら
の
分
村
で
あ
り
、
古
閑
原
村
は
持
松
村
が
親
（
本
）
村
で
あ
る

し
、
牟
田
村
は
前
述
の
様
に
寛
永
初
期
の
藩
に
よ
る
墾
田
新
村
と
各
々
異
な
っ
て
い
る
。
田
畑
耕
地
の
交
錯
状
態
を
下
ケ
名
単
位
で
み
る
と
、

郷
原
村
、
田
畝
十
三
町
七
反
二
畝
十
五
歩
（
六
下
ケ
名
）
、
畑
畝
二
十
一
三
七
畝
（
十
下
ケ
名
）
、
古
閑
原
村
で
は
田
畝
七
町
四
反
一
畝
十
二
歩

（
三
下
ケ
名
）
、
工
面
十
四
町
六
反
六
三
二
十
一
歩
（
七
下
ケ
名
）
、
牟
田
村
田
三
八
町
四
反
七
畝
三
歩
（
三
下
ケ
名
）
、
工
面
一
町
一
反
三
歩
（
三

下
ケ
名
）
の
三
十
二
下
ケ
名
の
間
に
は
耕
地
の
交
錯
関
係
は
全
く
見
ら
れ
な
い
し
、
田
畑
の
錯
綜
関
係
は
、
出
自
の
本
村
と
の
問
に
著
し
い
。

し
か
し
牟
田
村
に
つ
い
て
み
る
如
く
「
此
村
田
方
勝
二
而
畑
地
無
御
座
、
御
山
方
新
地
之
内
二
居
住
仕
丁
申
候
…
…
告
解
者
郷
原
村
古
閑
原
村

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

之
内
年
々
下
作
仕
申
候
」
と
下
作
関
係
が
広
汎
に
成
立
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
堂
米
野
、
下
米
野
の
場
合
も
、
い
ず
れ
も
米
野
村
「
打
出
」

新
村
で
あ
る
両
罰
と
も
一
村
壁
芯
知
で
給
人
三
人
、
給
湿
高
五
一
一
、
七
石
で
あ
る
が
、
両
村
に
わ
た
る
給
人
喜
界
形
態
は
み
ら
れ
な
い
し
、

堂
米
野
村
岩
越
時
給
知
田
畝
四
町
三
反
余
（
十
一
下
ケ
名
）
と
畑
畝
十
町
九
反
六
畝
余
（
十
下
ケ
名
）
、
下
米
野
些
細
豊
田
畝
十
町
八
反
五
畝
九
歩

（
十
一
下
ケ
名
）
、
畑
畝
十
八
町
九
反
一
畝
三
歩
（
九
下
ケ
名
）
の
う
ち
同
一
下
ケ
名
で
の
千
畑
入
組
耕
地
が
見
ら
れ
る
の
は
わ
ず
か
二
千
ケ
名
だ
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け
で
あ
り
、
こ
れ
も
新
村
成
立
前
の
「
屋
敷
畑
」
（
前
畑
）
と
「
南
谷
扁
と
古
く
か
ら
開
発
さ
れ
て
い
た
下
ケ
名
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
両
型
の

耕
地
の
錯
綜
関
係
は
見
ら
れ
な
い
が
、
牟
田
、
古
閑
原
、
郷
原
と
同
様
、
下
作
請
作
関
係
は
広
く
見
ら
れ
る
。
以
上
の
例
で
は
地
域
的
に
新
村

分
胞
の
多
い
と
こ
ろ
で
施
行
さ
れ
て
い
た
「
寄
せ
村
」
が
給
知
、
耕
地
の
分
散
錯
綜
関
係
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
よ
り
、
耕
作
段
階
で
の
下
作

請
作
関
係
に
規
定
さ
れ
て
施
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
下
作
請
作
関
係
は
給
知
、
蔵
納
の
区
別
な
く
見
ら
れ
る
が
、
上
広
、
下
原
両
界
の

例
で
は
新
村
立
の
場
合
地
方
組
織
が
給
与
単
位
あ
る
い
は
二
分
と
の
区
鯛
の
上
に
立
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
事
が
指
摘
出
来
る
。
分
村
の
場
合

「
萬
手
鑑
」
段
階
で
は
村
立
て
は
施
行
さ
れ
て
い
る
が
地
方
組
織
で
は
庄
屋
代
茂
助
、
帳
書
順
助
な
ど
連
合
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
本
村
の
米

野
に
内
包
さ
れ
て
い
る
し
、
明
和
六
年
の
玉
名
郡
絵
図
で
は
「
郷
帳
不
出
無
高
村
」
の
記
号
が
付
さ
れ
、
村
自
体
と
し
て
も
独
立
し
て
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
上
広
は
松
下
清
蔵
（
四
〇
六
、
四
石
）
、
下
原
村
は
下
津
久
馬
（
＝
二
八
、
二
会
）
の
二
給
人
の
金
村
給
知
で
相
互
の
田
畑
交
錯
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

全
く
見
ら
れ
ず
、
　
「
吉
井
」
下
ケ
名
は
吉
井
原
、
上
吉
井
と
下
ケ
名
を
相
方
の
給
当
別
に
分
割
し
た
形
跡
さ
え
み
ら
れ
る
。
こ
の
両
給
人
が
給

知
高
な
ど
か
ら
考
え
て
、
慶
安
元
年
侍
帳
に
出
て
く
る
松
下
市
之
進
（
玉
名
で
免
撫
高
千
石
）
、
下
津
将
監
（
免
撫
高
千
八
百
三
石
、
飽
田
八
三

石
、
玉
名
千
石
）
の
系
譜
を
ひ
く
と
す
れ
ば
、
こ
の
五
趣
の
分
割
は
初
期
の
給
知
形
態
を
示
す
と
同
時
に
、
給
知
単
位
で
の
分
村
が
行
な
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

事
を
も
意
味
し
て
い
る
。
下
原
村
に
つ
い
て
だ
け
寛
永
十
六
年
六
月
「
中
富
勝
右
衛
門
手
永
下
原
村
田
畑
検
地
御
帳
」
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ

　
　
　
　
　
磐
　
　
　
＠

れ
は
既
に
安
藤
、
森
下
ら
の
指
摘
す
る
様
に
、
玉
名
郡
で
の
「
地
撫
」
が
寛
永
十
二
年
蔵
納
地
、
寛
永
十
六
年
給
源
の
み
に
施
行
さ
れ
た
事
か

ら
す
れ
ば
「
郷
帳
不
出
」
村
で
あ
っ
た
下
原
村
は
墨
初
か
ら
米
野
の
村
内
の
「
給
知
」
村
と
し
て
村
立
て
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
と
い
う
の

は
、
こ
の
「
地
撫
」
が
本
村
単
位
で
な
く
、
同
じ
村
で
も
施
行
の
時
期
が
ず
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
様
に
耕
地
錯
綜
、
下
作
請
作
関
係
を
基
礎
に
し
た
地
方
組
織
の
連
合
形
態
を
第
①
、
第
②
類
型
と
す
れ
ば
、
給
知
関
係
、
耕
地
錯
綜
、

下
作
請
作
が
相
互
に
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
広
汎
な
連
合
形
態
を
見
せ
る
の
が
第
③
類
型
と
い
え
る
も
の
で
珊
崎
、
中
富
、
上
中
富
、
袋
田
、

正
観
寺
、
上
握
屋
、
下
握
屋
の
七
村
の
地
方
組
織
の
入
組
み
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
七
ケ
村
の
全
給
人
数
は
音
別
総
数
で
十
六
名
、
給
知
高
一
九

四
六
、
○
石
で
あ
る
が
、
二
村
以
上
に
給
知
を
有
す
る
給
人
は
津
田
平
助
（
中
富
村
三
六
八
、
一
石
、
上
中
富
村
八
九
、
二
石
）
、
津
川
市
八
（
中
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富
村
二
八
九
、
二
石
、
上
中
富

村
七
〇
、
一
石
、
隈
部
次
郎
左

衛
門
（
上
中
富
村
七
、
四
温
、

下
握
屋
村
三
、
八
寸
）
、
小
笠
原

美
濃
（
正
観
寺
村
一
〇
〇
、
二

石
、
上
握
屋
村
三
八
六
、
三
石
）

の
無
名
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
第
W
図
で
示
さ
れ
る
様
に
一

丸
の
集
落
は
大
川
（
菊
池
川
）
を

挾
ん
で
自
然
堤
防
上
に
錯
雑
し

て
立
地
し
て
い
る
し
、
田
畑
耕

地
の
錯
綜
関
係
を
「
萬
手
鑑
」

記
載
…
の
下
ケ
名
（
字
）
単
位
別
…
に

見
る
と
第
K
図
の
よ
う
に
な

る
。
こ
の
中
で
給
知
形
態
、
地

方
組
織
と
の
連
関
を
み
る
と
、

川
崎
村
だ
け
は
他
の
六
村
に
懸

持
の
給
人
は
い
な
い
が
、
川
崎

村
の
給
知
の
田
畑
は
中
富
村
の

上握屋

面
下握屋

　日i臼畑

正観専

柱
心袋癌封

’毫」
y’

匹［．澗
中

畑田畑田畑田

崎

畑i

川村
ドケ名

隣

A㊧

△
　
　
《
　
《
ム
ム
　
　
《

⑦

㊧
㊥
§
＠
麟
⑭
　
　
⑫

△①

①

△
△
　
　
△
　
△

④

①
①
①
①
①
①
①

幽

ム
　
盒

㊧
　
＠

⑤

△
　
　
△
△

　
　
　
①
①
①

⑥

＠

《
△

禽
重
書

③
②

①
①
①
①
①
①

△
△
△
△
　
△

1噛前

2．奥

田

永

3．中富前田
4．一 h　　ニ1ヒ　　巨li

5．平　　　　田∫

6．」二　北　　田

7．前　　　　畑

8．船　　　橋
9．月1　ク、　負ミ

1G．木　　　　Ii．i

ll．高　　　　岸

12．；1ヒ　　　　　　H．1

13．二に　　PIS’　　1二H

14．宮の小町
15．牟　　　UI

16．目1　屋　　敷

17．起尋　　ノ蚕謹　　磐父

18．，ヒ中富離川

19．編 島

20．上握屋河田

21．袋田前田
22．大 町

23．下握屋前田

24。西
25．　1／1，T

26．　1［1

27．宮

28．中

29．村

30．向

31。麗

原

の

川

Jll

敷

［1－1

牛

田

本

原

下

原

添

⑧

△畑
o繍、。繍，給矢口。　ff－1　（

　　　　　　　　　　　　t①給知と蔵納混在　　　　　　L△給矢nと蔵斎内混在

　　　　　　　　　　　　第D（図　耕地分布と通知．地方組織関係

①津測市乳．津田平助の給知（両者とも両村にわたる）懸持　　②頭百姓寿助の懸持

③専助（中當村庄屋代と袋田村頭百姓）　　④服部次郎左衛門給知懸持
⑤帳書文次の懸持　　⑥諸助（庄屋）の懸持　　⑦小笠原美濃給知旗持（両村全給知）

⑧用助（庄歴）の懸持
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田
畑
と
「
奥
永
」
「
中
富
前
田
」
皿
、
平
町
」
「
船
橋
」
で
交
錯
し
て
い
る
し
、
中
富
と
上
中
富
の
全
村
高
は
津
田
平
助
（
両
村
で
四
五
七
、
三
石
）
、

津
田
市
隠
（
三
五
九
、
三
石
）
の
荊
給
人
の
給
知
で
あ
る
が
、
地
方
組
織
で
は
、
川
崎
村
の
頭
百
姓
寿
助
は
上
中
富
村
の
頭
颪
姓
で
も
あ
る
。
と

こ
ろ
が
中
富
村
の
庄
屡
は
袋
田
村
の
頭
百
姓
専
助
が
庄
屋
代
と
し
て
務
め
て
い
る
。
袋
田
村
と
中
富
村
と
の
田
畑
の
錯
綜
関
係
は
殆
ん
ど
な

く
、
給
人
も
袋
田
村
は
高
井
勝
次
郎
四
七
、
四
石
の
一
名
の
み
で
、
他
六
村
と
も
給
知
の
懸
持
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
後
述
す
る
様
に
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

利
関
係
や
集
落
構
成
か
ら
は
「
此
三
ケ
村
（
上
中
富
、
袋
田
、
正
観
寺
）
田
勝
二
而
田
畑
間
二
三
ケ
村
入
江
一
村
同
前
之
所
」
で
風
土
記
で
も
三

村
単
位
で
用
水
耕
地
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
し
、
相
互
に
集
落
か
ら
隔
っ
た
耕
地
の
質
地
、
下
作
請
作
関
係
も
三
村
間
で
成
立
し
て
い
る
。
地

方
組
織
で
庄
屋
諸
助
、
帳
書
文
次
が
三
村
懸
持
で
あ
る
の
も
こ
の
よ
う
な
背
景
を
基
礎
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
同
様
に
上
、
下
握
屋
村
で
は

庄
屋
は
写
実
の
懸
持
で
あ
る
が
、
給
人
は
黒
く
別
で
下
握
屋
は
給
人
逸
名
、
給
知
恩
二
一
四
、
温
石
（
村
内
給
翻
意
六
四
・
二
％
）
で
上
握
屋
は

小
笠
原
美
濃
一
名
で
青
色
高
三
八
六
、
七
石
と
一
村
一
円
知
行
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
田
畑
耕
地
は
両
村
と
も
「
村
下
偏
「
居
屋
敷
」
の
二

下
ケ
名
以
外
殆
ん
ど
同
一
下
ケ
名
に
交
錯
し
て
存
在
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
耕
地
の
交
錯
状
況
か
ら
は
中
富
、
上
中
富
、
袋
田
、
正
観
寺

と
上
・
下
陰
握
屋
は
独
立
し
て
い
る
が
、
上
中
富
と
下
握
屋
は
隈
部
次
郎
左
衛
門
の
懸
持
給
知
村
で
あ
る
し
、
正
観
寺
、
上
握
屋
は
小
笠
原
美

濃
の
一
村
一
円
知
行
と
な
っ
て
い
る
。
水
利
関
係
で
は
下
握
屋
が
内
田
川
（
握
屋
川
）
か
ら
の
用
水
の
取
入
口
と
し
て
、
上
中
富
、
袋
田
、
正
観

寺
村
の
用
水
権
を
握
っ
て
い
る
。
以
上
の
様
に
「
川
崎
－
上
中
富
」
「
中
富
－
袋
田
」
「
上
中
富
－
正
観
寺
－
袋
田
」
「
正
観
寺
i
上
握
屋
偏
「
上

中
富
－
下
握
屋
」
「
上
握
屋
－
下
握
屋
」
な
ど
の
諸
村
に
於
け
る
地
方
組
織
の
連
合
形
態
は
田
畑
耕
地
の
錯
綜
状
況
と
下
知
支
配
関
係
、
用
水

懸
を
基
礎
に
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
次
に
第
④
類
型
と
云
う
べ
き
も
の
が
川
崎
村
と
小
島
村
の
庄
屋
レ
ベ
ル
川
崎
村
と
上
中
富
の
頭
百
姓
レ
ベ
ル
で
の
懸
持
形
態
で
あ
る
。
小
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

村
と
川
崎
村
と
は
給
人
、
田
畑
耕
地
、
用
水
懸
の
錯
綜
関
係
も
な
い
し
、
集
落
も
相
互
に
一
里
程
隔
っ
て
い
る
。
小
島
は
慶
長
十
三
年
検
地
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
見
る
様
に
藤
井
村
か
ら
の
打
出
（
分
村
）
で
文
久
三
年
「
玉
名
郡
絵
図
」
で
も
「
千
田
ノ
庄
、
藤
井
村
ノ
内
腿
嵐
村
」
と
藤
井
村
に
含
ま
れ

て
い
る
。
’
と
こ
ろ
が
文
化
九
年
「
風
土
記
」
で
は
「
寛
政
十
年
御
植
立
被
作
付
川
崎
村
♂
入
百
姓
無
筆
作
付
居
村
五
悪
冷
寒
百
姓
聞
二
都
合
拾
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竈
御
寺
立
様
作
付
候
、
以
後
一
体
村
方
…
…
」
と
高
持
百
姓
の
減
少
に
よ
り
川
崎
村
か
ら
百
姓
が
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
入
百
姓
の

例
は
「
（
川
崎
村
）
飛
枝
村
土
用
月
と
申
所
御
百
姓
弐
拾
三
軒
井
上
中
富
村
御
百
姓
壱
軒
居
申
普
処
…
…
」
と
上
中
富
か
ら
川
崎
村
へ
も
見
ら
れ

る
。　

こ
の
入
百
姓
、
出
百
姓
に
関
し
て
地
方
統
治
組
織
の
懸
持
形
態
を
み
れ
ば
、
川
崎
村
か
ら
小
島
村
へ
の
五
竈
の
入
百
姓
は
別
の
頭
百
姓
仕
立

て
か
、
旧
来
の
川
崎
村
内
「
五
人
組
」
単
位
で
の
移
動
で
庄
屋
レ
ベ
ル
で
の
懸
持
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
上
中
富
か
ら
川
黒
影
へ
の
入
百
姓

の
場
合
は
、
頭
百
姓
請
持
組
内
の
竃
移
動
で
、
懸
持
形
態
は
頭
百
姓
レ
ベ
ル
で
あ
ら
わ
れ
、
寿
助
が
担
当
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の

第
④
類
型
と
云
う
べ
き
も
の
は
主
と
し
て
「
入
百
姓
」
　
「
百
姓
仕
立
」
な
ど
颪
姓
レ
ベ
ル
の
村
内
人
口
移
動
を
基
礎
に
し
た
地
方
組
織
の
錯
綜

関
係
を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。
こ
の
村
落
問
の
人
口
移
動
が
主
と
し
て
下
作
請
作
段
階
か
ら
、
質
地
、
竃
潰
れ
段
階
に
至
っ
て
多
く
現
わ
れ

た
事
は
風
土
記
に
よ
り
知
ら
れ
時
期
的
に
は
安
永
期
以
降
急
激
に
増
加
し
て
い
る
が
、
個
々
の
ケ
ー
ス
は
不
明
の
点
が
多
い
。

①
　
津
下
酬
、
内
村
政
光
、
森
下
功
な
ど
（
前
掲
諸
論
文
一
一
④
）

②
　
「
旧
記
書
抜
」
　
（
熊
本
女
子
大
掌
所
蔵
）

　
　
佐
久
間
家
史
料
「
後
編
記
録
」
　
（
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
）

　
宝
暦
七
年
正
月
の
通
達
以
後
、
明
和
七
年
二
月
、
更
に
寛
政
十
年
十
月
に
は
「
内

　
情
に
よ
り
」
と
い
う
鋼
限
付
き
で
分
村
許
可
が
出
さ
れ
て
い
る
。

③
　
「
旧
記
書
抜
」
　
（
前
掲
②
）
の
分
村
願
で
は
知
行
所
単
位
で
二
村
、
村
立
が
施

　
行
さ
れ
て
い
る
。

　
　
差
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
地
村
庄
屋
藤
右
衛
門

　
　
右
者
、
求
馬
殿
御
知
行
御
上
下
両
村
二
分
リ
居
、
万
端
下
方
支
二
相
成
候
由
二

　
　
簡
、
右
御
知
行
五
百
石
分
、
一
村
二
立
、
庄
屋
役
申
付
候
間
、
例
格
之
通
可
被

　
　
申
付
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
享
保
十
一
午
正
月
廿
黛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
佐
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
沢

　
　
廻
江
彦
右
衛
門
殿

④
　
森
山
恒
雄
　
前
掲
論
文
一
i
②
、
給
知
百
姓
と
蔵
納
否
姓
と
の
関
係
で
地
縁
的

　
ま
と
ま
り
を
主
張
す
る
矢
守
の
指
摘
も
重
要
で
あ
る
。
　
（
矢
守
一
彦
「
尾
張
藩
の

　
地
方
機
構
に
つ
い
て
」
（
『
幕
藩
社
会
の
地
域
構
造
晦
所
収
）

⑤
　
庄
屋
筆
墨
紙
代
は
千
石
以
上
、
米
一
石
叩
斗
、
千
石
以
下
四
百
石
以
上
、
米
入

　
斗
二
升
五
合
、
四
百
石
以
下
、
米
五
斗
七
升
五
合
と
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
宝
暦

　
七
年
の
「
閉
村
」
通
達
以
降
、
村
高
定
め
に
な
っ
た
も
の
が
多
い
。
　
（
内
村
、
前

　
掲
書
｛
一
④
…
七
八
頁
）

　
　
庄
屋
給
は
村
高
百
石
に
付
一
石
五
斗
宛
、
物
成
の
内
か
ら
支
給
、
新
地
の
物
成

　
六
石
以
下
で
は
無
支
給
で
あ
っ
た
（
貞
享
元
年
御
郡
聞
御
記
録
）

⑥
庄
屋
の
恩
賞
と
し
て

　
一
、
傘
（
十
五
年
以
上
）
一
、
礼
服
（
二
十
二
年
以
上
）
一
、
無
名
御
詰
庄
屋
颪

　
触
（
三
十
年
以
上
）
一
、
名
字
御
免
御
惣
庄
屋
直
触
（
四
十
年
以
上
）
一
、
御
郡

　
代
一
鳳
触
（
五
十
・
年
以
上
）
、
　
一
、
口
地
士
（
六
十
年
以
上
）
、
「
但
会
所
手
代
も
大
紙
洞
≠
屑

　
に
準
し
可
申
候
、
尤
無
萄
の
御
惣
庄
直
触
は
人
に
よ
り
て
少
し
早
目
に
も
被
仰
付
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候
」
（
「
北
里
氏
所
蔵
記
録
」
）
で
あ
っ
た
。

⑦
「
堅
メ
誓
詞
書
物
帳
」
「
仕
立
起
請
文
前
澱
の
事
」
（
摂
麗
亥
ノ
平
氏
所
蔵
）
内

　
村
前
掲
書

　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
あ
　
　
ヤ
　
　
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ツ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
㎝
、
講
持
の
御
百
姓
中
、
田
畑
の
儀
は
不
レ
及
二
曹
上
榊
村
中
の
儀
同
役
申
談
心
を
つ

　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
け
合
、
明
高
毛
荒
等
出
来
仕
ら
ざ
る
様
に
、
取
計
ひ
申
響
く
尤
も
家
分
の
高
分

　
　
の
等
狼
に
申
ま
し
く
候
、
若
又
分
の
不
申
重
て
難
レ
叶
儀
も
御
座
候
は
～
村
庄
屋

　
　
申
羨
し
御
達
申
上
御
吟
味
の
上
御
嬢
図
次
第
仕
可
事

　
一
、
諸
上
納
御
取
立
方
の
儀
兼
て
被
二
仰
付
置
岬
候
通
り
、
其
の
時
々
取
祓
等
桐
成

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ミ

　
　
申
さ
す
様
に
敵
持
の
組
中
私
共
よ
り
取
立
相
納
め
、
御
会
所
論
御
役
人
中
手
に

　
　
か
け
申
ま
じ
く
譲
り
合
申
間
敷
候
、
勿
論
年
貢
皆
済
仕
不
レ
申
内
は
、
村
々
の

　
　
米
穀
少
も
取
散
し
不
潔
様
な
く
と
の
可
仕
固
事

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
一
、
請
持
の
御
百
姓
の
内
当
分
為
二
渡
世
一
他
所
（
罷
紫
茸
申
候
も
の
共
の
影
、
踏

　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
人
数
御
改
の
節
村
人
並
に
翻
し
申
さ
る
る
様
に
入
念
梢
讃
辞
出
、
在
処
に
呼
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
影
襲
仕
ら
せ
可
ソ
申
候
、
若
無
レ
拠
、
子
細
御
座
候
而
自
村
之
人
畜
を
離
れ
他
所

　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
へ
引
越
向
ふ
の
人
審
に
翻
り
申
度
段
願
申
者
御
座
候
は
玄
、
御
格
の
通
贋
作
を

　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
以
て
可
γ
奉
レ
伺
候
、
惣
而
村
人
審
減
し
不
レ
申
様
に
相
心
得
可
レ
申
事

　
一
、
塘
筋
典
躯
衡
普
静
ゆ
節
、
衡
泌
齢
か
倹
予
期
蟻
掛
跡
か
か
央
刃
ひ
無
一
不

　
　
ヘ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
足
一
引
連
罷
越
被
二
仰
付
測
候
通
り
、
急
度
御
仕
向
可
レ
申
候
、
且
又
熊
本
並
に
所

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヵ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
々
に
竹
木
黒
々
払
方
御
割
賦
の
時
に
、
御
日
限
少
く
も
無
相
違
差
出
、
御
用
無
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ャ
　
　
マ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
間
違
↓
相
務
申
可
候
、
村
々
用
水
御
、
普
譜
の
儀
も
垂
木
被
二
野
下
一
癖
通
り
可
ン

　
　
仕
申
陰
樹
。
」
（
傍
点
筆
者
以
下
同
じ
）

⑧
　
「
郡
政
秘
録
」

⑨
　
続
細
川
家
譜
「
公
堂
雑
記
」
　
（
北
岡
文
康
蔵
）

⑩
文
化
九
年
五
月
「
玉
名
郡
中
窟
手
永
風
土
記
」
（
八
代
郡
竜
峯
村
平
野
豊
蔵
氏

　
所
蔵
）
花
岡
興
輝
の
校
訂
抜
が
あ
る
。
　
（
以
下
花
岡
校
訂
抜
に
よ
る
）

⑪
寛
政
三
年
「
飽
田
託
麻
郡
季
鑑
」
（
御
船
町
佐
久
間
正
紀
氏
所
蔵
）
に
よ
る
各

　
手
永
の
総
石
高
と
給
工
高
と
の
此
率
を
求
め
た
。

⑫
宝
暦
二
年
三
月
「
山
鹿
郡
中
村
手
永
御
蔵
納
御
手
鑑
」
（
鹿
本
町
大
光
寺
内
田

　
寧
暦
氏
所
蔵
）

　
　
こ
れ
で
は
高
｝
一
八
○
○
石
に
対
し
蔵
納
が
二
一
八
八
石
（
十
二
％
）
で
、
給

　
知
は
残
り
の
八
八
％
に
な
る
。

⑭
寛
永
十
年
覚
書
「
御
湿
方
文
書
」
（
北
岡
文
庫
蔵
）

⑭
西
山
禎
一
、
前
掲
論
文
一
1
⑤
の
う
ち
「
肥
後
細
川
藩
初
期
の
給
知
分
布
に
つ

　
い
て
」
（
「
原
田
敏
明
先
生
古
稀
記
念
国
史
論
集
」
所
収
）
や
同
「
知
行
替
地
の
｝

　
考
察
－
肥
後
藩
首
席
家
老
松
井
氏
に
つ
い
て
一
」
　
（
九
州
史
学
第
二
六
号
）

　
森
山
恒
雄
前
掲
論
文
一
1
⑤
の
う
ち
「
『
地
方
知
行
』
の
一
考
察
一
嘗
後
明
初
期
の

　
給
知
百
姓
』
を
中
心
に
一
（
一
）
　
（
二
）
」
（
社
会
経
済
史
学
二
六
巻
三
号
、
六
号
）

⑮
地
撫
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
安
藤
精
一
「
近
世
初
期
の
肥
後
の
地
撫
」
（
熊
本

　
史
学
第
四
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑯
　
森
山
　
前
掲
論
文
一
1
⑥
の
う
ち
「
郷
村
制
と
地
方
知
行
制
の
関
係
」
　
（
九
州

　
史
学
第
六
号
）

⑰
　
井
田
征
義
「
郡
中
法
令
」
十
七
・
十
八
（
北
岡
文
庫
蔵
）

⑱
宝
暦
七
年
五
月
「
南
郷
布
田
手
永
萬
覚
付
御
手
鑑
帳
」
（
阿
蘇
郡
西
原
村
長
野

　
群
雄
氏
所
蔵
）
　
（
内
村
前
　
掲
書
　
1
④
に
再
録
）

⑲
慶
安
元
年
「
御
野
壷
撫
帳
」
（
熊
本
梁
立
図
書
館
蔵
）

⑳
　
蓑
田
勝
彦
「
肥
後
藩
の
干
拓
新
田
i
い
わ
ゆ
る
『
士
族
開
』
に
つ
い
て
」
（
「
原

　
田
敏
明
先
生
古
稀
記
念
国
史
論
集
」
所
収
）

⑳
　
宝
暦
十
三
年
四
月
「
下
千
田
村
御
飯
網
田
畑
地
引
合
達
見
図
御
帳
」
　
（
屋
録
三

　
〇
八
一
）
　
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
）

⑫
　
宝
贋
十
三
年
四
月
「
下
千
田
村
田
畑
下
ヶ
名
寄
御
帳
」
（
臼
録
三
〇
八
○
）
（
熊

　
本
県
立
図
書
館
蔵
）

㊥
　
宝
暦
十
三
年
四
月
「
久
野
村
上
知
御
愛
知
田
畑
地
引
合
改
見
図
御
帳
」
　
（
目
録

　
三
〇
九
六
）
　
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
）

⑭
　
宝
麿
十
三
年
四
月
「
久
野
村
田
畑
下
ケ
名
寄
御
帳
」
（
目
録
三
〇
九
五
）
（
熊
本
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県
立
図
書
館
蔵
）

㊧
　
前
掲
「
玉
名
郡
中
鞍
手
永
風
土
記
」

⑳
明
治
初
期
切
絵
麟
（
鹿
央
町
役
場
蔵
）
製
作
年
代
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
明

　
治
八
年
の
地
租
改
正
地
引
絵
圏
の
調
製
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
寛
永
十
六
年
六
月
「
中
窟
勝
右
衛
門
手
垂
下
原
村
田
畑
御
検
地
御
帳
」
　
（
目
録

　
三
〇
二
二
）
　
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
）

⑳
　
安
藤
　
前
掲
論
文
（
⑮
）

⑲
　
森
下
　
前
掲
論
文
（
一
1
④
）

⑳
前
掲
「
玉
名
郡
中
富
手
永
風
土
記
」

⑳
　
慶
長
十
三
年
十
二
月
四
日
「
藤
井
村
打
出
小
嶋
村
田
雛
壇
地
回
検
地
帳
」
　
（
目

　
録
三
一
九
二
）
　
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
）

＠
　
文
久
三
年
「
玉
名
郡
絵
図
」
　
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
）
は
明
和
六
年
八
月
「
玉

　
名
郡
絵
図
」
　
（
玉
名
市
西
上
等
斎
藤
氏
所
蔵
）
よ
り
も
記
載
様
式
は
古
く
、
手
永

　
内
の
諸
村
に
「
郷
帳
」
本
村
単
位
で
「
千
閃
ノ
庄
」
の
添
書
が
付
さ
れ
、
「
千
田

　
ノ
庄
」
と
い
う
呼
称
は
幕
末
ま
で
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
村
落
耕
地
と
開
発
状
況

r近世肥後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

　
前
章
で
述
べ
た
給
知
形
態
と
地
方
組
織
と
の
錯
雑
関
係
は
基
本
的
に
は
出
目
、
分
村
を
含
め
た
村
落
内
耕
地
の
開
発
過
程
（
二
次
的
再
開
発

も
含
め
て
）
と
密
接
に
拘
り
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
章
で
は
村
落
レ
ベ
ル
に
お
け
る
小
規
模
の
内
部
開
発
状
況
の
具
体
的
内
容
を

検
討
し
、
そ
の
開
発
規
模
と
施
行
単
位
、
そ
れ
に
付
随
す
る
と
云
う
よ
り
開
発
過
程
に
基
本
的
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
水
利
灌
概
、
そ
の
技

術
的
レ
ベ
ル
、
土
地
利
用
再
編
成
の
状
況
、
位
置
づ
け
を
み
て
み
る
。

　
①
開
発
規
模
と
開
発
様
式

　
開
発
規
模
と
村
落
レ
ベ
ル
の
生
産
力
の
展
開
過
程
で
の
類
型
を
第
二
章
の
肥
後
藩
全
体
の
レ
ベ
ル
と
の
関
係
で
見
る
と
、
大
き
く
は
（
1
）

（
W
）
で
顕
著
に
見
ら
れ
る
内
陸
部
山
間
丘
陵
地
域
の
開
墾
型
と
（
H
）
で
示
さ
れ
る
干
拓
新
田
型
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
「
細
川
氏
肥
後
御
入

国
以
来
海
面
干
潟
ヲ
埋
甲
立
ツ
ル
コ
ト
ハ
妄
リ
心
許
サ
レ
ズ
必
ズ
御
一
門
三
家
、
家
老
ノ
三
氏
等
及
二
郷
ノ
団
体
所
謂
手
永
二
限
り
許
サ
ル
ル

　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

規
則
…
…
」
と
開
発
主
体
は
限
定
さ
れ
、
か
つ
農
商
分
離
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。
　
「
藤
公
遺
業
記
」
で
見
る
と
加
藤
氏
統
治
期
で
は
、

菊
池
川
、
白
川
、
緑
川
上
・
中
流
部
の
菊
池
、
山
鹿
、
阿
蘇
、
益
城
語
誌
河
川
低
地
は
殆
ん
ど
開
発
に
手
が
つ
け
ら
れ
ず
、
玉
名
郡
で
も
開
発

新
地
は
田
無
一
一
三
九
、
六
町
余
、
畑
畝
＝
二
九
、
四
町
余
で
地
域
的
に
も
坂
下
、
荒
尾
、
伊
倉
手
永
な
ど
菊
池
川
下
流
三
角
洲
地
帯
に
集
中
し
、
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下
流
部
低
地
と
丘
陵
地
域
の
開
発
規
模
面
積
か
ら
は
約
八
対
一
の
比
に
な
る
。
本
稿
の
対
象
地
域
、
中
富
手
永
な
ど
の
中
上
流
域
の
河
川
低
地

は
細
川
氏
初
期
も
「
捨
作
り
」
耕
作
を
と
り
、
開
発
は
丘
陵
地
域
で
の
開
墾
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
本
田
は
河
川
低
地
、
特
に
中
流
域
新
田
開

発
が
河
川
流
路
の
固
定
、
護
岸
堤
防
工
事
、
水
利
施
設
の
新
設
な
ど
の
技
術
的
レ
ベ
ル
と
対
応
せ
ず
、
専
ら
半
開
水
損
地
、
後
背
湿
地
の
乾
田

化
と
不
安
定
な
村
落
耕
地
の
再
開
発
、
安
定
化
に
主
眼
が
置
か
れ
た
事
、
治
水
工
事
に
要
す
る
多
大
な
夫
役
労
働
力
、
開
発
資
本
が
初
期
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
は
村
落
レ
ベ
ル
ま
で
に
亘
っ
て
組
織
化
さ
れ
得
な
か
っ
た
事
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
現
実
に
新
田
地
代
金
、
造
営
費
、
労
働
夫
役
組
織
の
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

位
が
乎
永
－
惣
庄
屋
レ
ベ
ル
ま
で
に
至
る
の
は
宝
暦
期
の
地
引
合
検
地
に
よ
る
貢
租
体
系
の
再
編
成
な
ど
内
政
改
革
を
経
て
以
後
で
、
手
綱
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

（
郷
備
開
）
、
郡
方
開
、
な
ど
が
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
寛
文
十
年
段
階
で
は
「
田
畠
、
野
開
店
に
新
開
可
仕
所
、
抗
を
打
鍬
か
た
を
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

…
…
新
開
之
事
御
知
行
取
開
分
は
従
前
に
開
取
二
高
議
付
於
干
今
右
之
分
に
沙
汰
仕
候
事
」
と
御
赦
免
開
（
士
族
開
）
の
開
発
権
利
発
生
が
非
常

に
容
易
で
、
開
取
で
あ
っ
た
も
の
を
藩
庫
充
実
を
圏
的
に
次
第
に
手
永
開
、
仁
方
開
な
ど
に
、
編
入
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
肥
後
藩
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

で
は
官
築
新
地
、
御
内
家
構
、
士
族
開
、
郷
備
開
の
四
種
の
中
で
は
前
二
者
が
支
配
的
で
、
郷
備
開
に
よ
る
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
下
流
部

低
地
の
干
拓
適
地
が
既
に
加
藤
氏
時
代
に
開
発
が
進
ん
で
い
た
玉
名
郡
な
ど
で
は
「
立
花
受
免
」
「
四
郷
開
」
「
大
開
」
な
ど
の
郷
備
開
や
村
レ

ベ
ル
で
の
受
免
開
が
多
く
見
ら
れ
、
開
発
規
模
も
五
〇
町
～
百
々
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
四
郷
開
（
坂
下
、
南
関
、
中
富
、
内
田

手
永
の
共
同
経
営
）
、
百
十
町
六
反
高
畝
十
一
歩
、
や
川
淡
料
開
（
小
田
、
坂
下
内
田
、
南
関
、
荒
尾
、
中
富
手
永
の
共
有
地
）
四
十
町
、
大
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

（
小
田
・
南
関
・
中
富
手
永
の
共
同
出
資
に
よ
る
新
田
）
百
五
十
四
町
七
反
二
十
一
歩
な
ど
は
手
盛
単
位
で
夫
役
徴
発
が
施
行
さ
れ
、
菊
池
川
護

岸
堤
防
工
事
、
川
開
水
利
施
設
修
築
経
費
の
補
填
を
主
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
上
興
部
の
河
川
低
地
開
発
と
郷
備
開
な
ど
は
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
（
1
）
（
W
）
型
で
示
さ
れ
た
内
陸
部
山
問
丘
陵
地
域
の
開
墾
型
が
主
と
し
て
生
産
力
の
高
い
河
川
低
地

の
新
田
開
発
に
移
行
す
る
場
合
、
そ
の
基
礎
作
業
ど
し
て
の
河
川
堤
防
、
護
岸
工
事
、
水
利
施
設
設
置
の
経
費
吊
出
の
為
に
郷
備
開
な
ど
の
大

規
模
干
拓
新
田
が
造
成
さ
れ
、
そ
の
財
政
基
盤
を
背
景
に
秘
密
内
部
の
村
落
レ
ベ
ル
の
開
発
が
進
展
し
た
と
い
え
る
。

　
中
富
手
組
の
開
発
状
況
を
「
萬
手
廻
し
で
検
討
し
て
み
る
と
新
田
開
発
面
積
は
田
畝
三
十
七
町
六
反
五
金
十
八
歩
、
畑
藁
囲
二
町
九
畝
二
十
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二
歩
、
総
計
百
三
十
九
町
七
反
五
畝
十
歩
と
畑
畝
が
七
三
％
を
占
め
、
田
畝
は
二
七
％
で
あ
る
し
、
手
永
全
体
の
耕
地
に
対
し
て
も
新
田
比
率

は
、
田
畝
五
・
五
％
、
畑
地
二
〇
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
開
発
の
時
期
、
様
式
を
見
る
と
延
宝
五
年
以
前
の
古
新
地
の
割
合
が
三
十
町
五
反

九
畝
十
七
歩
で
二
二
％
を
占
め
、
延
宝
五
年
以
降
の
新
地
、
御
立
方
新
地
、
御
山
方
新
地
は
全
開
発
面
積
の
三
・
○
％
、
三
・
二
％
、
六
．
四

％
で
古
新
地
よ
り
少
く
規
模
も
小
さ
い
。
開
発
様
式
と
し
て
は
「
野
開
」
（
四
一
・
九
％
）
「
囲
物
」
（
二
〇
・
八
％
）
「
御
赦
免
開
」
（
一
三
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

五
％
）
が
多
く
、
野
開
は
「
在
々
野
開
之
儀
年
々
作
り
替
に
博
物
に
て
御
座
候
二
付
運
上
銀
を
軽
由
付
候
、
就
夫
毎
年
改
を
仕
…
…
」
と
村
方

の
草
地
状
況
に
応
じ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
全
て
畑
畝
の
み
で
あ
る
。
上
広
村
の
十
四
町
九
反
七
里
二
十
三
歩
、
米
野
村
十
四
町
九
反
九
歩
が

全
野
開
の
五
九
％
を
占
め
、
次
い
で
岩
原
村
五
町
七
反
六
畝
九
歩
、
下
原
世
世
町
六
反
三
聖
二
十
七
歩
、
下
米
野
村
三
町
選
士
十
五
歩
、
上
岩

原
村
三
町
七
畝
十
八
歩
と
開
発
が
三
町
以
上
に
及
ぶ
の
は
全
て
岩
原
川
中
上
流
域
の
丘
陵
地
域
で
あ
り
、
開
析
の
進
ん
だ
東
部
千
田
川
沿
い
の

上
・
下
千
田
村
、
久
野
、
広
、
宮
村
や
、
持
松
、
牟
田
、
古
閑
原
な
ど
の
丘
陵
地
か
ら
低
地
へ
移
行
す
る
地
域
で
は
野
開
は
行
な
わ
れ
て
い
な

い
。
千
田
川
下
流
低
地
や
菊
池
川
沿
い
の
村
落
に
見
ら
れ
る
一
町
五
反
～
二
町
の
規
模
の
野
開
は
、
　
「
手
掴
絵
図
」
や
安
政
期
藩
中
作
製
の

　
　
　
　
　
⑪

「
菊
池
川
全
図
」
な
ど
で
検
討
す
る
と
自
然
堤
防
上
の
集
落
の
周
囲
と
河
川
敷
に
掛
る
「
藪
・
荒
野
偏
地
帯
で
進
め
ら
れ
た
も
の
で
河
川
水
損

地
、
永
荒
畑
と
隣
接
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
「
立
物
」
は
新
地
出
高
と
同
様
、
「
本
方
新
地
畑
の
水
理
宜
し
き
所
を
開
き
田
作
に
な
し
田
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
⑬

年
貢
上
納
よ
り
床
畑
物
成
を
引
き
余
を
上
徳
米
と
云
」
と
上
払
物
を
筆
頭
に
「
御
百
姓
働
に
て
仕
立
候
分
」
で
主
と
し
て
菊
池
川
低
地
の
川
崎
、

中
富
、
分
田
諸
村
に
集
中
し
て
い
る
が
微
地
形
的
に
は
河
川
敷
沿
い
の
荒
地
、
永
荒
畑
、
野
開
か
ら
集
落
の
立
地
す
る
自
然
堤
防
に
か
け
て
の

河
川
側
と
他
は
後
背
湿
地
の
損
毛
耕
地
と
本
田
畑
の
境
界
に
多
く
見
ら
れ
、
用
排
水
施
設
の
新
設
、
溜
池
堤
の
造
成
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
も

の
で
規
模
は
一
町
以
内
が
多
い
。
特
に
田
部
八
町
六
反
四
二
二
十
七
歩
、
工
高
一
町
九
反
三
歩
、
総
計
贈
物
十
町
五
反
恩
賜
と
畝
物
開
発
と
し

て
は
規
模
の
大
き
い
川
崎
村
や
、
中
富
村
の
島
物
二
町
九
反
一
部
二
四
歩
、
分
田
村
二
町
二
反
三
富
六
歩
は
例
外
的
で
、
こ
れ
は
後
述
す
る
様

に
、
既
存
の
水
利
施
設
、
灌
概
用
排
水
路
体
系
の
大
き
な
再
編
成
を
伴
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
低
地
の
摺
物
開
発
に
比
較
し
て
千
田
川
、
岩
原

川
沿
い
の
丘
陵
地
域
の
開
発
規
模
は
田
畝
で
平
均
一
反
高
畝
五
歩
、
畑
畝
で
一
反
八
畝
十
一
歩
と
極
め
て
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
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開発様式
諸　　畝　　物

田 圃

野開

畑のみ

、輔

12．　03

2S．　06

11．　00

27．　27

0．　27

4．　06

16．　e3

5．　15

5．　21

66．　06

106．　11

176．　00

32．　15

191．00

864．　27

274．　00

85．　18

20．　2Z

　1．　00

135．24

エ20．24

48．　12

43．　24

畝．歩i

8．　18　i

3．　09

13．　18

33．　18

11．　15

3．　03

49．　21

30．　27

19．　19

21．06

40．　18

O．　11

2．　24

32．　06

19e．　03

17．　24

　6．　21

　7．　12

　7．　09

　L　12

　1．　15

23．　21

17．　00

畝．歩

　92．　11

1497．　23

　363．　27

1490．　09

　189．　00

＠3e9．　15

＠307．　18

as576．09

　59．　09

．212．　27

158．　15

166．　15

174．　Oe

148．　12

36．　18

13．　18

22．　00

47．　00

御赦免開
田 八

二．歩

33．　27

25．　24

　6，　15

41．　00

254．　06

＠17．　06

畝．歩

76．21

129．　06

　94．　09

147．00

　33．　04

205．　00

133．　24

244．　24

157．　12

＠137．　27

128．　18

7．　00

＠7．　oe

4．　15

荒地（極荒．永荒）

国 畑

畝．歩
12．　11

60．　24

55．　15

11．　27

7．　06

0．　24

2．　00

26．　e6

61．　15

99．　18

13．18

44．　15

55．12

236．　12

6．　18

2．　24

15．18

41．03

31．　09

15．　27

7．　09

350．　16

　1．　18

83．　03

　畝歩
23．　00

126．　21

34．　24

58．　27

14．　06

11．09

1．　15

29．　27

171．　15

ts433．　14

　66．　09

　24．　06

74．　14

　4．　24

52．　22

40．　03

171．　12

215．　06

20．　15

21．　21

　3．　09

7．　21

51．　24

twt62．es　s43．oo　ss6s．16137g：．！tg－eggg：．！g－L！3Eg：一IEAs　l　lso610112431s　l　16s914

2905．　08 5865．　16 1884．　28 2903．　02

ている　③　上握屋の新地は惣荒地④　御母闇闇高の分である（出高は新地

⑥　1反6畝が御郡方響新地，6反1畝9歩が御調方劇高である　⑦　1反4
⑩2反27歩全部惣荒地⑪8畝12歩が下免新地，3畝6歩が高免新地であ
反3歩は御軍方野開⑭　7反6畝15歩は御山方野開⑯　3反5畝は御山方
野左衛門上り開⑱上り囲である　⑲　6反7畝6歩は御郡方永荒⑳御
27歩の畑畝を含んでいるためである⑳御山方新地の畑畝7町8反2畝7歩

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
御
赦
免
開
（
士
族
開
）
は
米
野
村
の
二
町
議
畝
、
下
米
野
村
二
町
四
反
四
畝
二
十
四
歩
な
ど
を
筆
頭
に
丘
陵
地
域
で
は
殆
ん
ど
畑
畝
開
発
で
あ

り
、
野
開
の
平
均
規
模
瓦
町
四
反
三
王
余
に
比
較
す
れ
ば
御
赦
免
開
の
平
均
規
模
一
町
三
反
五
経
ニ
ナ
歩
は
大
き
い
と
は
云
え
な
い
が
菊
池
川

沿
低
地
の
平
均
田
畝
（
御
赦
免
）
開
六
反
八
畝
二
十
五
歩
、
畑
畝
六
反
十
五
歩
と
比
較
す
れ
ば
約
二
倍
に
達
す
る
。
野
開
が
極
め
て
不
安
定
耕
地
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第W褒腿発規模と
耕 地

田 畑

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
工
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3

歩
2
G
4
4
6
1
1
G
6
9
6
7
5
3
3
8
9
8
1
0
3
0
5
4
0
9
G
3
6
9
6

’
1
0
2
2
0
1
2
0
0
0
0
2
工
0
0
1
0
1
1
0
0
0
1
2
0
0
0
0
0
0
0

畝
L
甑
q
a
＆
5
，
a
4
。
驚
翫
3
・
q
a
1
・
乳
翫
＆
9
5
・
臥
9
・
生
3
・
q
q
翫
a
軌
L
8
・
a

1
0
1
2
7
4
4
6
3
8
7
1
7
4
4
9
1
2
4
7
5
8
5
8
5
2
5
8
7
3
5

5
3
4
1
3
6
3
6
4
0
7
3
3
7
8
2
1
1
7
8
5
8
7
4
0
0
6
1
5
0
0

4
3
3
3
2
1
　
1
　
1
2
2
1
　
　
5
1
1
　
3
2
1
2
3
1
1
　
2
2
2
6

　畝歩
3313．　00

1700．　l1

2064．　24

2164．　24

4775．　21

3159．　18

885．　21

古新地①

畑

外歩

33・9．　・s　1・・ユ8

1996．　15

1891．　03

3887．　15

3036．　24

2107．　00

1466．　21

4357．工5

689．　00

579．03

512．　24

878．06

180．　13

789．　21

2147．　06

1218．　09

293．　18

228．　06

156．15

439．　18

514．　03

221．　09

1793．　18

＠9．　03

12．　00

32．　27

43．　27

111．12

39．03

12．　27

28．　24

64．　24

8．　19

132．　21

畝歩

IL　21

628．　00

842．　15

119．　24

124．　03

128．　13

8．　03

123．　24

95．　27

160．　12

153．　09

44．　12

　1．　18

23．　21

13．　12

32．　18

本方新地
田 畑

御郡方
新　　地

田

使歩i4野i業i④5霧

10．　oo　1　37．　Og

67．　06

115．　25

鯉山翻

畑

6．　oe

＠11．　15

172．　09

2．　03

5．　11

＠9．　13

9．　21

4．　21

6．　00

＠88．　27

14．　27

＠31．　15

＠22．　15

＠52．　28

＠20．　27

　2．　27

⑪1工．18

畝歩

　　　1

370．　21　i

　　　l

16L　03　i

，iigg［lg1

11．12

計i68353．・81・・758・・gi　54Z　2s　125・・…　1・7・・51439・・ij　339・　e7　1
782．　07

119112．07 3059．　17

466．　16
i　＠4s2．　04　1　＠sg2．　lo

1811．　OO

〔萬手鑑より作成〕
①　延宝S年（1677）以前に開発されたもの　②　上岩原の田畑（古新地）はともに永荒となつ
床畑を田俘したもので分米と同じ）　⑤　2畝26歩は高免新地　6畝27歩は下免新地である
畝21歩が繊高である⑧　1反7畝15歩が出高である⑨　4反8畝24歩が秋四極の新地
るがすべて荒地となっている　⑫　4反8畝21歩が高免新地で3反6畝18歩が下愚新地　⑬　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰　7畝中原開　⑯　7反1畝3歩が市村殿，6反6畝24歩が沢村殿で両者上り開（免掛り）
郡：方新地の田畝3町3反9畝7歩と合計の4町5反2畝4歩の差額分は上岩原村の1町1反2畝
と合計の8町9反2畝10歩との差額分は牟田村の工町1反3歩の田畝を含んでいるためである。
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で
あ
る
事
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
御
赦
免
開
は
畑
畝
、
田
畝
と
も
規
模
は
小
さ
い
が
安
定
耕
地
と
し
て
極
荒
、
永
荒
畑
へ
転
化
し
て
い
る
例
は

極
め
て
少
な
く
有
利
な
土
地
条
件
を
前
提
に
組
織
的
に
開
発
が
進
め
ら
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
御
赦
免
開
の
開
発
主
体
は
士
族
給
人
層
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
上
毛
に
一
村
全
給
知
、
米
野
村
に
九
九
％
給
知
を
有
す
る
松
下
清
蔵
の
場
合
の
如
く
御
赦
免
開
は
上
毛
一
町
四
反
七
竃
、
米

野
二
町
五
畝
、
計
三
町
五
反
一
首
で
あ
り
、
更
に
別
に
個
人
の
御
建
山
三
町
五
反
を
有
し
、
開
発
資
材
も
自
己
負
担
で
行
な
っ
て
い
る
形
跡
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

伺
わ
れ
る
と
同
時
に
下
米
野
村
の
御
荘
山
畑
五
反
画
塾
九
歩
か
ら
考
え
る
と
松
下
の
場
合
も
開
発
過
程
か
ら
は
給
入
建
山
を
野
開
又
は
御
建
山

畑
、
条
件
の
良
い
地
域
を
御
赦
免
開
に
組
込
ん
で
い
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
だ
が
現
実
に
は
一
給
人
に
よ
る
開
発
規
模
は
岩
原
村
市
村
殿
七
反

一
指
三
歩
、
沢
村
殿
六
反
六
畝
二
十
四
歩
の
例
で
見
る
如
く
と
一
町
未
満
で
あ
り
、
一
村
一
給
人
で
全
給
知
で
あ
る
場
合
の
御
赦
免
開
の
規
模

が
一
町
～
二
町
に
達
し
て
い
る
の
は
如
何
な
る
事
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
御
単
方
記
録
帳
」
で
は

　
「
在
宅
仕
候
御
知
行
取
に
は
材
木
参
拾
荷
竹
弐
拾
束
営
為
拝
領
候
。
併
類
同
郡
に
知
行
所
無
御
座
も
の
に
は
不
被
為
拝
領
候
。
将
又
在
宅
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
之
儀
知
行
所
に
て
無
御
座
候
て
も
其
所
之
百
姓
申
分
無
御
座
候
へ
は
御
蔵
納
之
内
又
は
何
れ
の
所
へ
も
心
儘
に
被
仰
藩
候
事
」

と
御
赦
免
開
に
要
す
る
開
発
労
働
力
、
資
本
は
知
行
所
の
百
姓
だ
け
で
な
く
、
蔵
納
地
に
迄
、
及
ん
で
い
る
と
同
時
に
、
現
実
の
御
赦
免
開
と

一
給
人
に
よ
る
御
赦
免
開
の
開
発
面
積
に
は
か
な
り
の
差
が
兇
ら
れ
る
。
　
「
表
向
は
給
人
の
願
い
に
て
御
赦
免
開
と
も
内
実
百
姓
作
り
取
り
に

　
　
⑰

し
た
る
」
部
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
開
発
規
模
の
差
額
分
に
は
初
期
か
ら
給
人
層
に
よ
っ
て
仕
立
百
姓
が
設
立
さ
れ
、
珍
重
引
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
事
は
延
宝
五
年
「
新
地
開
立
並
び
に
仕
立
百
姓
改
正
令
」
や
岡
八
年
上
知
令
、
更
に
中
期
の
元
文
二
年
法
令
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
御
赦
免
開
の
内
、
出
作
開
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
は
純
粋
に
給
知
に
引
直
さ
れ
な
い
部
分
と
し
て
残
っ
て
い
る
事
、

即
ち
一
村
金
給
知
で
一
給
人
で
開
発
さ
れ
た
御
赦
免
開
に
は
給
知
以
外
の
蔵
納
百
姓
ら
の
出
作
開
が
加
算
さ
れ
て
い
た
事
に
な
る
。
こ
れ
は
小

笠
美
濃
の
給
知
で
あ
っ
た
上
握
屋
村
の
御
赦
免
開
田
畝
二
町
五
反
四
畝
六
歩
に
つ
い
て
も
同
様
な
事
が
指
摘
出
来
る
。

　
②
耕
地
利
用
状
況
と
水
利
体
系
の
再
編
成

　
在
宅
人
、
給
人
層
を
主
体
と
す
る
御
赦
免
開
や
野
開
な
ど
の
丘
陵
地
域
の
開
発
に
対
し
て
、
御
郡
方
新
地
、
島
物
な
ど
が
全
耕
地
面
積
の
二
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○
％
以
上
を
占
め
る
財
田
川
中
下
流
部
、
菊
池
川
沿
岸
低
地
の
場
合
、
開
発
主
体
は
中
富
、
分
田
、
正
観
寺
村
な
ど
村
レ
ベ
ル
の
百
姓
仕
立
が

多
く
開
発
規
模
も
五
反
以
下
の
小
規
模
の
も
の
が
多
い
し
、
新
地
、
御
門
方
新
地
の
場
合
、
上
握
屋
新
地
田
富
一
反
一
景
十
五
歩
、
御
郡
方
新

地
二
反
二
十
七
歩
は
惣
荒
地
で
あ
る
し
、
下
握
屋
新
地
田
畝
四
反
八
畝
二
十
四
歩
は
秋
免
震
の
下
毛
地
、
藤
井
村
新
地
八
乗
十
二
歩
は
下
免
新

地
と
な
っ
て
い
る
他
、
各
村
で
新
地
、
極
荒
、
永
荒
と
な
っ
て
い
る
の
は
殆
ん
ど
が
荒
地
あ
る
い
は
そ
の
隣
接
短
毛
地
で
あ
り
、
河
川
沿
い
低

地
の
水
田
主
体
の
開
発
地
が
本
田
畑
耕
地
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
前
述
し
た
安
永
期
の
明
高
の
比
率
の
高
さ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

見
て
も
知
ら
れ
る
如
く
宝
暦
、
安
永
の
仕
法
な
ど
中
期
以
降
の
耕
地
開
発
の
基
本
的
方
向
は
こ
の
様
な
畝
物
、
荒
地
、
極
荒
、
永
荒
畑
更
に
田

成
立
な
ど
既
存
の
村
落
耕
地
の
再
開
発
、
安
定
化
を
意
図
し
た
も
の
で
、
そ
の
前
提
と
し
て
水
利
土
木
工
事
、
用
排
水
井
手
掘
墾
な
ど
水
利
体

系
の
再
編
成
を
施
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
富
手
輿
の
耕
地
利
用
状
況
と
水
利
施
設
再
編
成
過
程
を
検
討
し
て
み
る
と
、
耕
地
状
況
に
つ
い
て

は
第
V
表
の
様
に
安
永
年
間
の
明
高
、
田
有
畑
な
ど
不
安
定
耕
地
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
此
ん
ど
が
他
村
の
余
水
に
依
存
し
て
い
る
地
域
で
、

飯
高
の
田
畑
耕
地
は
他
村
へ
下
作
な
い
し
請
作
に
出
し
た
り
「
富
家
江
質
地
」
と
な
っ
て
い
る
。
宮
村
の
田
手
数
四
五
町
余
の
内
二
〇
町
が
手

作
で
余
り
の
二
五
町
は
下
作
、
下
千
田
村
の
田
畝
数
三
四
町
歩
の
内
十
六
町
が
村
内
手
作
地
で
他
の
十
八
町
歩
は
下
作
と
質
地
と
な
り
、
干
田

川
が
丘
陵
地
域
か
ら
低
地
に
出
る
地
帯
の
深
田
の
五
〇
～
六
〇
％
は
実
際
そ
の
村
で
耕
作
さ
れ
ず
、
他
村
の
下
作
、
請
作
あ
る
い
は
「
質
地
」

　
　
　
　
　
⑫

と
な
っ
て
い
る
。
第
－
表
の
安
永
元
年
の
段
階
で
明
高
率
が
最
高
を
示
す
岩
原
村
（
村
高
五
八
九
石
三
斗
九
升
の
内
明
高
三
二
七
石
で
五
六
％

が
明
高
率
）
の
明
高
三
二
七
石
は
岩
原
村
内
高
で
完
全
な
無
蓋
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
下
作
人
は
内
田
手
永
大
矢
村
、
山
鹿
手
永
坂
田
村
よ
り

の
手
夏
越
作
で
あ
る
。
こ
の
所
謂
、
明
高
「
手
余
地
し
は
一
般
に
手
永
惣
作
で
各
村
の
農
民
に
馬
代
、
馬
具
代
を
支
給
し
分
配
耕
作
さ
せ
、
残

り
は
新
百
姓
を
仕
立
て
家
屋
、
農
具
、
馬
代
を
供
与
し
耕
作
さ
せ
る
も
の
で
第
四
章
の
地
方
組
織
と
知
行
形
態
の
際
述
べ
た
第
④
類
型
の
川
崎

村
か
ら
小
島
村
へ
の
「
寛
政
牽
年
御
壷
立
被
作
付
川
崎
村
ず
入
百
姓
等
被
作
付
…
…
」
は
こ
の
例
で
あ
り
、
こ
の
零
落
救
済
対
策
の
費
用
は
享

保
三
年
以
前
は
手
永
「
御
備
米
」
よ
り
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
　
「
検
見
法
」
か
ら
「
受
免
法
」
へ
の
転
換
が
施
行
さ
れ
て
以
後
は
「
御
救
米
」

な
ど
の
藩
援
助
分
は
得
ら
れ
な
く
な
り
、
手
傷
惣
庄
屋
の
権
限
で
酒
造
業
者
や
金
納
郷
士
な
ど
の
富
家
に
集
中
し
て
い
た
耕
地
、
借
地
、
質
地
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第
V
表

中
富

手
永

水
利

関
係

事
業

1石
司
明
高
・
1
（
戸
数
人
口
）
【

水
　

利
　

事
　

業
②

備
考
（
農
業
耕
作
墓
情
，
水
利
）

1

→
石

斗
升

995
．
　
2
．
　
6

　
石

　
379

（
38　

erio）

54　
水

抜
井

手
10筋

（
天

明
6
一

寛
政

9）
（
20

0
）
広
村
の
内
三
瀬
に
新
礒
（
天
明
2）

田
畝
45町

歩
の
内
20町

手
作
，
他
，
下
作
（
特
に
居
村
よ
り
2G町

隔
っ
た
「
奥
永
」
，
「
坪
田
」
，

「
矢

口
」

の
明

高
に

な
っ

た
下

ケ
名

を
最

寄
の

村
方

へ
）

「
迫

田
」

下
ケ

名
は

広
村

迫
田
の
余
水

・
i696・

・
5・

・
［
（
1701　

472696）
i　

（
227）

i葦
葺

藷
歪

搬
融

『
寛

政
2）

正
院

手
永

二
田

村
，

宮
原

村
の

余
水

，
桑

田
川

筋
よ

り
水

引
き

，
干

田
多

し
「

東
前

田
」

1
下

ケ
名

の
内

1町
余

は
井

手
懸

な
く

天
水

に
よ

る
。

久
野

村
懸

軍
に

14軒
程

あ
り

。

3
71

6
．
　
4
．
　
0

　
164

（
23　

90　
）

　
37

（
11

5）

水
抜
井
手
6筋

（
寛
政
年
中
）

上
，

下
両

流
田

，
岩

松
3
ケ

村
と

宮
村
久
野

両
村
と
8
債
井
手
（
冤
政
1
2
）

田
畝

34町
余

の
内

16町
手

作
，

余
り

は
下

作
又

は
他

村
へ

質
地

。
居

村
よ

り
20町

隔
っ
た

奥
永

下
ケ

名
は

明
高

に
な

り
殻

寄
の

村
へ

下
手

。

・
1
・

・
S・

　
・

・
　

・
i（

，
S5．

，
g，

1　
，

，
3g）

「
杢

舗
f簿

響
魚

脳
、

。
堤

、
。

【
「

財
」

下
ケ

名
は

居
榔

2蠣
囎

の
村

へ
下

作

5　
i　

7
22

．
　
0．

　
ll

i
（
83300）

ll翻
拝

鍛
：

糊
呂

灘
薙

購
蠕

騰
認

1螂
ま

鵬
の

村
へ

下
作

6
40

6．
　
4．

　
4

　
66

（
28

9）
口3明

一反（

堤7口

のび2

畝並堤

　　　へ 2弓▼4

反に
5堤の

にのヒ

納瀕

ケ　　ロ

圷離）
聴繍

71　
13s

．
2
．
61

協
）

1

8
42

9
．
　
9
．
　
3

118
（

45
8）

％
雛

翻
魁 下下

ヨ　　

田田年

並浦元

「「政

f前
田

」
「

小
田

堤
」

「
桶

朽
町

」
下

ケ
名

は
沼

田
が

ち
，

「
え

ぼ
う

し
形

」
下

ケ
名
は
内

田
手

永
姫

井
村

田
方

よ
り

水
引

番
水

す
る

。
「

岩
倉

」
と

い
う

20町
ほ

ど
隔

っ
た

と
こ
ろ

に
20軒

の
小

村
あ
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羊
卜
。
半
。
。
ゆ
N
幅
）

・
誹
璽
障
暑
ウ
陳
嘉
旨
謹
勘
（
㎝
半
）

・
髄
蜘
電
洪
痔
半
唱
覚
箒
（
O
半
）
　
　
　
　
，

・
泌
弾
呉
雪
欝
捧
（
一
亭
H
黒
，
H
吟
窃
δ
り
暑
）

・
司
齢
臨
詫
鴇
下
唱
叢
（
H
革
）

・
引
蔽
脚
註
阯
尊
製
（
①
墨
、
）

・
畷
議
臨
茸
響
“
難
（
劇
訟
，
）

侍㌣

　
（
「
麟
懸
鹸
」
）
鋭
O
喰
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
返
却
を
指
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
具
体
的
な
村
落
耕
地
の
安
定
手
作
地
化
の
対
策
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
種
の
労
働
強
制
に
よ
る
余
地

惣
作
と
、
用
排
水
樋
、
井
手
新
設
に
よ
る
飼
来
の
村
落
耕
地
の
安
定
化
が
以
後
計
ら
れ
て
い
る
。
宮
村
、
下
竪
田
村
な
ど
干
田
川
中
流
部
の
対

応
に
比
較
し
て
下
流
部
低
地
の
場
合
を
み
る
と
、
小
柳
村
は
明
高
六
八
石
（
明
高
率
二
九
％
）
で
あ
る
が
、
東
部
合
志
川
沿
い
の
風
成
畑
四
町
四

（323）

反
の
下
分
田
村
、
田
吉
夢
三
町
九
反
、
明
高
百
七
十
石
（
四
二
％
）
の
中
分
田
村
、
田
成
畑
三
町
七
反
の
分
田
村
と
い
う
早
田
地
域
と
、
上
流
部
　
即



宮
村
明
高
三
七
九
石
（
三
八
％
）
、
久
野
村
二
三
一
七
〇
石
（
二
六
％
）
、
下
千
田
村
明
高
一
六
四
石
（
二
三
％
）
、
上
腕
田
村
中
高
一
五
九
石
（
ニ

エ
％
）
な
ど
の
湿
地
深
水
地
域
、
更
に
岩
原
川
と
干
田
川
に
わ
た
る
牟
田
、
持
松
村
の
沼
田
耕
地
と
に
薄
ま
れ
、
独
自
の
用
排
水
井
手
、
樋
は

新
設
出
来
な
い
状
況
で
、
他
村
、
特
に
分
田
地
区
や
上
流
千
田
地
区
の
耕
地
の
下
作
、
請
作
に
出
る
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
二
曲
、
中
富
、
上
中
富
か
ら
上
、
下
握
屋
な
ど
菊
池
川
沿
い
の
諸
村
の
工
高
は
四
百
七
十
二
石
（
二
八
％
）
と
全
耕
地
の
約
三

割
を
占
め
る
が
、
多
く
は
水
損
地
と
自
然
堤
防
ぞ
い
の
後
背
湿
地
に
滞
水
し
た
沼
田
地
域
で
「
風
土
記
扁
で
見
る
と
中
富
「
北
田
」
、
握
屋
「
西

田
」
下
ケ
名
な
ど
麦
作
、
菜
種
裏
作
が
出
来
な
い
損
毛
耕
地
に
隣
接
し
て
い
る
し
、
上
中
富
、
正
観
寺
、
袋
田
村
（
明
高
二
三
％
）
で
は
か
な
り

の
「
質
地
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
明
高
、
田
成
畑
等
の
既
存
柑
落
周
辺
部
の
不
安
定
耕
地
の
安
定
化
を
計
る
目
的
で
明
和
期
か
ら

寛
政
、
文
化
期
に
か
け
て
水
抜
井
手
四
九
、
水
取
井
手
六
、
水
取
水
抜
井
手
三
～
五
、
新
井
手
十
六
、
二
四
、
堤
二
二
以
上
が
新
設
掘
馨
さ
れ

て
い
る
。
特
に
安
政
二
年
以
降
の
新
野
尾
清
左
衛
門
、
伊
平
父
子
惣
庄
屋
期
に
は
溜
池
堤
十
二
（
十
ケ
村
）
用
排
水
路
新
設
八
二
筋
（
延
べ
九
千

七
百
八
十
七
間
）
、
石
弓
三
ケ
所
（
橋
田
債
、
山
城
債
、
宮
村
磧
）
、
農
道
七
三
（
延
べ
千
百
拾
三
間
）
が
新
設
さ
れ
た
他
、
　
田
畑
開
き
所
四
落
筆
、

二
物
な
ど
の
既
存
耕
地
の
再
開
発
は
二
一
四
町
歩
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
両
惣
庄
屋
期
で
竈
数
は
＝
二
五
戸
が
ら
一
三
三
五
戸
に
、
人
口
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
七
七
人
か
ら
六
五
一
八
人
へ
雷
管
は
甲
佐
雷
撃
か
ら
の
馬
の
子
仕
立
等
に
よ
り
三
三
七
匹
～
四
五
六
匹
と
増
加
を
見
て
い
る
。

　
水
利
施
設
の
新
設
な
ど
を
基
礎
に
し
た
既
存
耕
地
の
再
開
発
過
程
は
、
水
利
関
係
か
ら
見
て
も
、
丘
陵
地
域
の
米
野
、
下
米
野
、
岩
原
村
、
広

村
（
岩
原
川
上
流
）
、
上
千
田
村
（
千
田
川
中
流
部
）
地
区
で
は
旧
来
の
古
堤
で
不
足
す
る
灌
概
用
水
だ
け
を
新
堤
を
造
成
し
て
補
充
す
る
方
法
が

と
ら
れ
て
い
る
が
、
宮
村
、
久
野
、
下
千
田
村
な
ど
、
千
田
川
中
流
部
の
丘
陵
地
域
か
ら
低
地
に
か
け
て
の
地
域
、
更
に
分
田
、
小
柳
、
川
崎
、

中
富
、
握
屋
な
ど
、
合
志
川
筋
、
千
田
川
筋
、
菊
池
川
筋
の
養
水
番
水
懸
が
錯
綜
し
て
い
る
地
域
で
は
、
後
述
の
橋
田
古
平
の
州
崎
井
手
、
分

田
井
手
、
南
島
井
手
新
設
に
見
る
よ
う
に
個
々
の
井
手
樋
新
設
が
下
流
部
の
用
水
体
系
聖
体
を
変
え
て
し
ま
う
事
に
な
っ
て
、
各
村
落
レ
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺

単
独
の
水
利
施
設
新
設
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
又
用
水
普
請
に
一
領
一
疋
や
地
侍
層
が
任
命
さ
れ
、
井
手
料
米
が
給
人
負
担
と
な

っ
て
水
利
施
設
に
対
す
る
開
発
管
理
権
が
村
落
レ
ベ
ル
に
存
在
し
な
か
っ
た
事
に
も
よ
る
。
第
M
表
は
手
播
内
鞘
村
落
の
新
井
手
床
掘
方
、
田
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「近世肥後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

方
水
引
給
米
、
井
手
明
立
給
米
な
ど
水
利
関
係
に
伴
う
経
費
負
担
分
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
御
免
帳
出
来
」
分
は
「
免
訴
帳
面
一
人
前
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

金
高
取
立
の
高
を
書
記
し
、
合
せ
高
の
内
よ
り
蔵
払
、
又
給
人
扶
持
方
上
納
共
に
右
取
立
の
一
紙
を
差
引
致
し
た
」
も
の
で
「
庭
帳
外
請
出
米
」

は
「
蔵
払
、
給
人
扶
持
方
上
納
分
」
の
も
の
で
、
具
体
的
に
は
他
村
か
ら
の
下
作
請
作
、
他
村
余
水
懸
の
経
費
負
担
分
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の

W
表
中
で
「
三
ケ
一
村
弁
身
偏
は
「
免
帳
内
引
ニ
テ
上
納
免
許
」
の
費
地
の
内
「
新
井
手
、
新
川
、
新
堤
、
新
道
、
袖
下
の
費
三
分
」
の
前
三

者
に
つ
い
て
「
三
ケ
一
上
納
三
ヶ
園
田
免
許
扁
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
と
宮
村
で
は
田
方
水
取
井
手
見
締
料
は
上
千
田
・

下
千
田
も
含
ま
れ
て
い
る
し
正
院
手
甲
大
清
水
村
か
ら
の
井
手
料
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。
上
岩
原
村
の
「
小
原
田
」
　
コ
扇
田
」
下
ケ
名
の
水
引

給
米
出
来
は
「
蔵
聖
地
」
へ
の
分
と
、
他
村
と
の
水
利
錯
綜
、
と
同
時
に
製
革
、
蔵
鋒
の
区
別
の
上
に
立
っ
た
経
費
負
担
が
行
な
わ
れ
て
い
た

事
が
知
ら
れ
る
。
他
方
川
崎
、
中
富
、
上
中
富
、
袋
田
、
正
観
寺
の
離
村
で
は
小
島
村
里
床
は
「
免
帳
出
来
」
と
村
負
担
で
あ
る
一
方
、
握
屋

村
井
手
懸
は
給
人
負
担
と
区
別
さ
れ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
し
、
又
こ
の
事
は
溜
池
造
成
と
井
手
筋
設
置
が
用
水
体
系
の
中
で
は
分
離
さ
れ
て

考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
様
な
堤
（
溜
池
）
と
井
手
体
系
の
錯
綜
、
給
地
と
蔵
納
の
区
別
な
ど
水
利
開
発
が
既
存
の
水
利
体
系
の

中
で
機
能
す
る
に
は
大
き
な
再
編
成
を
必
要
と
し
た
事
が
知
ら
れ
る
と
同
時
に
低
地
村
落
に
お
け
る
新
地
開
発
の
規
模
が
小
さ
く
、
又
永
承
、

極
荒
な
ど
の
非
耕
地
、
明
野
や
田
成
畑
な
ど
の
不
安
定
耕
地
の
「
片
付
仕
置
」
が
容
易
に
出
来
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
水
利
体
系

を
大
き
く
か
え
た
橋
田
堰
の
設
置
と
そ
れ
に
付
随
す
る
新
井
手
掘
馨
の
状
況
を
若
干
検
討
し
て
み
る
。

　
寛
政
十
一
年
六
月
中
富
手
永
川
綺
庄
屋
尉
衛
門
、
中
富
村
庄
屋
字
衛
門
、
上
中
富
庄
屋
小
原
林
衛
門
連
署
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
橋
田
井
手

　
　
⑪

築
造
願
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
私
共
村
田
方
寸
内
上
知
御
坐
地
黒
地
方
畝
物
吉
平
従
前
々
山
本
郡
芦
原
村
田
方
余
水
、
合
志
川
余
水
を
以
用
水
仕
来
申
候
処
去
ル
亥
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ゆ
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
あ
　
　
コ
　
　
も
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
し
　
　
コ
　
　
も
　
　
も

　
　
辰
迫
々
三
ケ
年
洪
水
之
節
石
篭
居
込
荒
地
出
来
物
候
二
付
其
時
二
三
明
申
候
三
共
一
番
地
形
高
ク
相
成
其
上
洪
水
僻
耳
原
村
、
橋
田
村
余

　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
水
害
盤
領
相
成
御
百
姓
共
何
れ
茂
迷
惑
仕
候
得
共
外
二
用
水
之
手
段
至
愚
座
年
々
難
渋
遷
移
軽
愚
然
処
当
年
今
誉
田
根
付
相
余
塵
申
及
当

　
　
惑
居
申
候
」
（
傍
点
筆
者
）
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と
菊
池
川
南
岸
の
川
崎
村
、
上
中
富
村
、
中

富
村
の
洪
水
や
用
水
懸
の
水
量
不
足
で
出
来

た
荒
地
、
不
安
定
耕
地
の
「
開
明
」
を
申
繊

た
も
の
で
、
中
富
手
永
惣
庄
屋
新
野
尾
伊
平

に
提
出
さ
れ
、
伊
平
は
近
野
門
右
衛
門
に
掛

合
諒
解
の
も
と
で
、
以
前
の
井
手
下
か
ら
川

崎
村
田
地
境
ま
で
の
橋
田
村
田
畝
の
内
に
幅

二
間
、
流
路
三
〇
七
、
五
間
、
川
崎
村
田
畝

の
内
幅
二
問
、
流
路
八
二
問
余
、
総
延
長
三

九
一
聞
余
の
井
手
が
開
掘
さ
れ
て
い
る
。

　
開
発
資
材
、
夫
役
に
つ
い
て
見
る
と
、

　
　
　
で
　
　
む
　
　
を
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
も
　
　
あ
　
　
あ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
橋
田
井
手
床
御
年
貢
米
作
徳
米
共
ニ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

　
　
地
山
土
へ
私
共
三
ケ
村
地
門
口
よ
り
什
一
向
可
．

　
　
へ
　
　
た

　
　
申
候
間
是
又
宜
様
被
仰
付
可
藤
下
候
、

　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
リ
　
　
カ
　
　
ヤ

　
　
債
所
御
普
請
入
用
竹
木
明
俵
等
之
儀
橋

　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
田
村
割
合
私
共
三
ケ
村
よ
り
出
分
竹
木

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
あ

　
　
之
儀
は
中
富
手
永
御
山
藪
よ
り
被
為
拝

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
面
明
俵
之
儀
茂
中
富
手
永
割
賦
被
仰
付

　
　
拝
領
被
下
湯
様
奉
願
候
」
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「近世肥後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

　
磧
、
井
手
新
設
に
必
要
な
竹
木
、
明
俵
は
、

竹
迫
手
永
橋
田
村
割
当
、
川
崎
、
中
富
、
上

中
富
村
の
出
分
は
手
永
御
山
藪
か
ら
、
明
俵

は
中
富
手
永
割
賦
で
集
め
ら
れ
て
い
る
。
夫

役
に
つ
い
て
は
出
夫
の
具
体
的
数
字
は
不
詳

で
あ
る
が
、
　
「
公
用
夫
仕
之
事
」
更
に
「
仕

　
　
　
　
　
⑭

上
起
請
文
前
書
」
の
普
請
の
丁
場
人
夫
御
割

賦
か
ら
考
え
る
と
中
富
、
川
崎
、
上
中
富
の

三
村
（
人
口
は
文
化
九
年
目
六
〇
一
名
）
だ
け

で
な
く
、
地
方
組
織
の
懸
持
か
ら
袋
田
、
正

観
寺
、
更
に
上
・
下
握
屋
ま
で
及
ん
で
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
十
一
年
創
設
時
の
灌

概
毒
水
面
積
は

　
乍
恐
奉
願
覚

　
　
　
　
川
崎
村
、
中
富
村
、
上
中
富
村

　
一
、
田
畝
数
五
町
四
段
五
畝
三
歩

　
　
但
従
前
々
之
田
方
新
井
手
出
来
後
全
養

　
　
水
仕
候
分

　
　
　
新
地
、
諸
畝
物

磯・

　旧船着場
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川
崎
村
、
中
富
村
、
上
中
富
村

　
一
、
畑
畝
数
二
町
二
反
九
畝
三
歩

　
　
但
新
井
手
出
来
後
田
作
之
畝
物
出
来
仕
候
分

　
　
本
方
、
新
地
、
極
荒
地

　
合
七
町
七
反
四
畝
六
歩

　
　
願
之
通
水
門
広
方
新
井
手
掘
三
富
仰
付
載
藩
候
ハ
ハ
川
崎
村
去
箇
年
村
直
リ
奉
願
候
屋
敷
畑
並
に
三
ケ
村
外
内
之
畑
も
前
条
畝
数
の
外
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
方
新
地
野
開
物
極
荒
共
に
十
八
町
三
反
田
作
見
込
の
畝
数
迫
々
と
上
宿
物
に
仕
立
申
度
奉
存
候

と
七
町
筋
反
訳
畝
六
歩
で
こ
れ
は
第
痒
表
の
川
崎
、
中
富
、
上
中
富
の
愚
物
、
新
地
な
ど
の
開
発
総
計
十
三
町
六
反
二
四
歩
の
五
八
％
を
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
る
。
橋
田
磧
一
井
手
の
新
設
に
よ
っ
て
こ
の
三
ケ
村
の
不
安
定
耕
地
の
回
復
が
計
ら
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
が
、
享
稲
三
年
「
覚
」
で
は
、

　
　
「
井
手
遠
水
門
口
並
幅
一
尺
八
寸
位
の
井
樋
に
て
水
樋
狭
く
去
夏
数
十
日
の
干
越
に
て
右
畝
数
分
の
養
水
油
兼
及
早
損
候
に
付
水
門
口
拡

　
　
め
方
の
儀
川
崎
村
・
中
富
村
役
人
共
よ
り
橋
田
村
の
役
人
へ
重
々
申
談
候
へ
共
営
夏
増
水
の
節
右
水
門
口
よ
り
打
破
り
堤
手
活
破
損
候
に

　
　
付
右
場
所
広
め
方
の
儀
は
断
申
出
尤
水
門
場
所
引
替
痛
論
際
よ
り
薪
内
掘
通
之
広
め
の
方
の
儀
は
支
不
申
候
由
に
付
竹
迫
口
役
立
会
見
分

　
　
仕
申
談
候
初
発
奉
願
候
井
手
筋
の
内
瞬
覇
業
は
埋
元
々
通
り
田
地
に
引
戻
磧
所
際
よ
り
蕩
出
置
橋
田
村
立
方
之
内
横
幅
一
間
よ
り
二
間
に

　
　
て
長
百
五
十
三
間
三
合
右
埋
口
に
て
新
井
手
掘
方
落
雷
付
候
へ
は
水
門
広
め
凝
望
煮
て
も
支
不
詳
候

と
水
門
広
め
が
意
図
さ
れ
、
創
設
時
の
七
町
七
反
曾
爾
六
歩
の
他
に
前
述
「
乍
恐
奉
願
覚
」
で
示
さ
れ
た
本
方
新
地
・
野
開
物
、
極
荒
男
に
十

八
町
三
反
の
田
作
見
込
の
実
施
段
階
に
至
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
「
蒋
内
旨
」
は
第
X
図
の
明
治
初
期
地
籍
図
で
は
①
の
用
水
路
で
、

寛
永
十
一
年
新
設
井
手
筋
の
内
、
埋
め
元
の
田
畝
に
引
戻
さ
れ
た
四
十
間
分
は
図
の
①
で
後
に
続
く
①
の
井
手
は
現
在
「
埋
田
井
手
」
と
呼
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
水
門
広
め
に
伴
っ
て
新
し
く
掘
ら
れ
た
井
手
筋
は
②
の
「
川
崎
井
手
」
で
あ
る
が
「
⑨
」
点
以
西
は
明
治
期
の
新
町

替
井
手
で
享
保
期
は
「
⑫
」
点
か
ら
北
上
し
菊
池
川
沿
い
ま
で
延
び
て
い
た
井
手
が
別
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
新
井
手
筋
に
よ
り
「
川
崎
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「近世肥後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

村
古
屋
敷
明
畑
、
中
富
村
畑
並
二
極
荒
の
内
共
に
十
八
町
余
田
作
見
込
の
畝
数
追
々
と
上
累
物
出
来
心
御
百
姓
共
次
第
に
成
立
…
…
」
と
七
町

七
反
四
畝
六
歩
の
他
に
十
八
食
余
の
田
作
が
出
来
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
　
「
川
崎
村
古
屋
敷
明
応
」
に
当
る
の
は
図
上
④
の
部
分
で
中
富
試
食

は
⑬
、
極
荒
は
◎
地
区
で
、
地
籍
図
の
②
新
井
手
と
①
の
「
苗
田
井
手
」
は
⑪
の
部
分
で
結
ば
れ
⑧
の
「
南
島
井
手
」
に
繋
っ
て
い
る
。
地
籍

図
で
⑭
・
⑯
の
畑
地
荒
地
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
「
手
水
絵
図
」
で
は
川
崎
村
の
二
村
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
⑭
・
⑭
の
集
落
の
周
囲

は
寛
政
十
一
年
①
の
「
埋
田
井
手
」
新
設
ま
で
は
畑
作
地
・
水
損
荒
地
で
あ
っ
た
。
寛
政
十
年
川
崎
村
か
ら
小
島
村
へ
の
仕
立
百
姓
の
主
体
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
⑭
・
⑪
の
集
落
の
竈
潰
れ
百
姓
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
中
富
村
畑
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
初
期
以
降
、
中
富
村
か
ら
の
「
竈
移
し
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
様
な
新
井
手
掘
に
よ
る
耕
地
安
定
化
の
一
方
、
寛
政
年
間
に
は
正
院
手
永
山

　　　　　　（…ma：一
　　　　　写真2．板　　懸　　堰
向こう側が南島井手，右の方が川崎井手幅3・6皿

落差90cmある（昭和47年6月撮影）

城
村
、
二
田
村
、
宮
原
村
の
草
堰
を
「
土
俵
離
職
が
け
」
に
し
た
こ
と
、
分
田
村
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

志
川
の
草
堰
を
石
堰
に
改
修
し
た
事
に
よ
り
、
上
・
中
・
下
灘
田
村
や
上
・
中
・
下

小
柳
村
の
重
水
は
不
足
し
、
そ
の
余
水
を
受
け
て
い
た
下
流
の
山
鹿
手
灘
南
島
村
、

長
坂
村
は
慰
籍
用
水
不
足
を
補
充
す
る
目
的
で
文
化
三
年
、
岩
原
村
に
南
島
掘
方
に

よ
り
一
町
八
畝
の
新
堤
を
新
設
す
る
と
同
時
に
文
化
十
一
年
に
は
用
水
を
引
く
べ
く

橋
田
堰
懸
の
井
手
催
合
を
申
込
ん
で
い
る
。

　
　
「
私
共
村
田
方
竹
迫
手
永
橋
田
村
者
菊
池
川
筋
離
職
懸
盤
手
筋
共
二
山
鹿
手
永

　
　
南
嶋
よ
り
催
合
二
而
養
水
取
下
し
申
度
被
離
猿
候
二
付
元
水
翻
り
御
座
候
二
郷

　
　
磧
所
手
堅
く
磧
方
仕
井
手
筋
等
広
め
方
相
成
候
ハ
ハ
夫
レ
長
ケ
凝
議
手
水
相
増

　
　
可
申
と
事
由
申
候
二
付
私
共
田
方
養
水
長
ケ
取
入
余
分
灘
南
嶋
村
へ
下
し
総
論

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
二
熟
談
仕
候
…
…
」
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と
こ
ろ
が
用
水
分
配
に
つ
い
て
、

　
　
「
二
筋
の
井
手
立
方
二
相
匹
婦
而
考
右
余
水
者
不
転
南

　
　
嶋
井
手
に
落
込
申
候
二
付
下
洪
水
二
付
而
磧
所
井
手
筋

　
　
等
破
損
仕
井
手
水
下
り
下
劣
三
者
右
下
田
験
者
直
二
干

　
　
田
二
十
成
申
外
無
座
候
其
上
私
共
井
手
筋
は
押
水
二
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
鴨
脚
井
手
老
引
水
二
付
洩
水
ノ
儀
モ
計
難
ク
…
…
」

と
第
X
図
で
⑧
④
が
「
二
筋
の
井
手
筋
」
に
あ
た
る
が
⑪
点

で
川
崎
井
手
と
南
嶋
井
手
は
繋
り
③
は
合
志
川
上
の
「
か
け

ひ
」
で
分
田
井
手
に
続
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
写
真
2
で
見

る
通
り
②
の
「
川
崎
井
手
」
よ
り
③
④
の
「
南
島
井
手
」
の

方
が
深
く
分
水
し
な
い
限
り
全
て
南
島
井
手
に
暖
室
は
流
れ

込
む
事
に
な
り
②
の
「
川
崎
井
手
」
懸
の
「
下
田
」
（
熱
中

⑫
点
よ
り
下
流
）
は
早
田
化
し
、
安
定
化
し
た
⑧
、
◎
地
域

の
耕
地
が
再
び
「
田
上
畑
」
化
す
る
事
に
な
る
。
そ
の
た
め

に
川
崎
、
中
富
、
上
中
富
三
村
は
共
同
し
て
、

　
　
「
別
井
手
之
儀
ハ
乍
恐
潰
し
方
被
仰
付
私
共
井
手
広
メ

　
　
方
二
相
成
申
度
左
候
而
下
モ
手
二
三
リ
私
共
村
之
水
取

　
　
入
之
井
手
南
島
村
余
水
取
下
し
の
井
手
分
水
場
所
二
才

　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
も

　
　
双
由
力
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二
井
手
広
サ
深
サ
同
…
様
土
台
を
据
え
石
柱
立
二
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「近世肥後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

　
　
リ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
で
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
へ

　
　
♂
板
懸
之
仕
法
二
仕
私
共
村
田
養
水
不
足
仕
候
節
ハ
南

　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
コ
　
　
ら
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
島
井
一
二
板
懸
ケ
仕
私
共
方
余
水
に
相
成
候
節
ハ
私
共

　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も

　
　
方
之
井
手
に
板
懸
ケ
仕
候
鳥
三
二
付
髭
被
託
言
尤
私
共

　
　
井
手
筋
ハ
押
水
二
而
南
島
井
手
筋
ハ
合
志
川
二
落
し
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う

　
　
引
水
二
相
成
候
二
付
南
島
井
手
広
げ
つ
ぎ
不
申
様
合
志

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
川
打
出
之
所
並
中
程
二
壱
ケ
所
双
方
分
水
井
手
之
所
共

　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
二
都
合
三
ケ
所
敷
石
は
め
方
御
免
被
仰
付
置
垂
下
候
様

　
　
　
　
⑪

　
　
奉
願
候
」
（
触
点
筆
者
）

と
図
中
◎
地
点
に
板
懸
堰
（
写
真
2
）
を
設
置
し
用
水
分
配
を

計
り
、
⑤
⑥
⑦
の
部
分
に
漏
水
防
止
、
水
利
調
節
の
敷
石
を

は
め
る
事
で
決
着
が
つ
け
ら
れ
、
最
終
的
に
南
島
の
橋
田
井

手
催
合
が
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
山
鹿
手
永
南
島
村

の
橋
田
堰
懸
の
井
手
筋
催
合
加
入
に
よ
り
、
同
年
、
合
志
川

懸
り
の
分
田
や
干
田
川
懸
、
合
志
川
懸
の
小
柳
地
区
か
ら
養

水
増
加
の
要
求
が
起
り
、
文
政
七
年
に
は
弓
懸
堰
で
の
配
水

様
式
に
変
更
が
見
ら
れ
た
。

　
こ
の
橋
田
堰
懸
り
の
井
手
系
統
は
「
川
崎
井
手
」
と
「
南

島
井
手
」
と
南
島
井
手
の
支
線
を
な
す
「
分
田
井
手
」
か
ら

な
り
そ
れ
ぞ
れ
四
三
二
〇
間
、
一
＝
六
〇
間
、
一
二
〇
〇
間
と

だ
窟
一
3
《
、
し
．
／
．

・
㌶
世
一
嬉
，
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⑫

総
延
長
七
六
八
○
間
に
達
し
、
中
富
手
応
最
大
の
規
摸
の
井
手
筋
と
な
っ
て
い
る
。
橋
田
穂
懸
井
手
系
統
の
編
成
に
よ
り
用
水
懸
は
第
刃
1
1

図
か
ら
第
X
－
2
図
の
様
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
基
本
的
に
変
更
が
見
ら
れ
る
の
は
、
以
前
の
川
崎
、
中
富
、
上
中
富
村
の
菊
池
川
南
岸

耕
地
が
、
竹
迫
手
永
橋
田
村
・
正
院
手
永
芦
原
村
の
余
水
に
、
北
岸
で
は
握
屋
、
袋
田
、
正
観
寺
村
の
余
水
に
依
存
し
、
分
田
、
小
柳
村
は
宮

村
、
久
野
、
千
田
村
の
余
水
と
合
志
川
山
城
堰
懸
で
、
山
鹿
手
永
南
島
、
長
坂
村
は
千
田
川
、
余
水
や
岩
原
村
余
水
で
あ
っ
た
も
の
が
、
橋
田

堰
懸
井
手
系
統
の
編
成
に
よ
り
、
中
富
、
川
崎
、
上
中
富
村
の
合
志
川
を
隔
て
た
分
田
、
小
柳
村
、
更
に
南
島
、
長
坂
村
ま
で
菊
池
川
水
懸
り

が
拡
大
し
た
点
に
あ
る
。
水
利
系
統
は
岩
原
川
懸
、
干
田
摺
懸
や
小
規
模
の
溜
池
懸
の
丘
陵
地
域
と
菊
池
川
低
地
の
橋
田
堰
懸
・
更
に
菊
池
州

北
岸
の
握
屋
堰
懸
と
大
き
く
分
割
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
用
水
体
系
の
再
編
成
は
明
治
以
降
も
続
け
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
な
枠
組
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

①
　
明
治
十
一
年
「
海
辺
新
地
地
主
定
メ
一
一
付
噸
宋
書
」
　
（
松
井
家
文
書
）

②
　
鹿
子
木
維
善
「
藤
公
遺
業
記
」
（
肥
後
文
献
叢
書
第
二
巻
所
収
）
や
「
勝
国
取
水

　
記
」
（
熊
本
市
河
島
又
生
卵
所
蔵
）
。
新
田
開
発
に
伴
う
百
姓
機
翼
政
策
に
つ
い
て

　
は
「
加
藤
清
正
定
書
」
（
『
北
里
文
庫
曝
熊
本
県
史
料
中
世
編
第
【
巻
）
　
「
加
藤
清

　
正
書
状
」
（
『
熊
本
箭
博
物
館
蔵
』
熊
本
県
史
料
中
世
篇
第
二
巻
所
収
）
を
参
照
。

③
本
田
彰
男
「
肥
後
藩
農
業
水
利
史
－
肥
後
藻
…
農
業
水
利
施
設
の
歴
史
的
研
究
1
」

　
（
昭
和
四
五
）
や
同
「
肥
後
藩
干
拓
史
概
説
付
年
表
」
　
（
九
州
農
業
史
史
料
三
輯

　
所
収
（
昭
和
四
二
）

④
大
江
志
乃
夫
「
熊
本
藩
に
お
け
る
藩
政
改
革
」
（
堀
江
英
一
編
「
藩
政
改
革
の

　
研
究
」
所
収
）

⑤
　
佐
藤
郁
夫
「
肥
後
藩
の
干
拓
新
田
－
特
に
八
代
海
沿
岸
百
町
、
四
百
町
、
七
百

　
町
新
地
に
つ
い
て
の
問
題
」
（
前
掲
「
原
田
敏
明
先
生
古
稀
記
念
国
史
論
叢
所
収
」
）

　
手
遅
開
の
他
櫨
方
開
、
出
百
姓
、
鍬
先
人
、
移
住
篤
な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

　
る
。

⑥
寛
文
十
年
御
郡
方
記
録
帳
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
）

⑦
蓑
田
勝
彦
「
肥
後
藩
の
干
拓
新
田
1
い
わ
ゆ
る
『
土
類
開
』
に
つ
い
て
一
」

　
（
前
掲
「
原
田
敏
明
先
生
古
稀
記
念
国
史
論
叢
」
所
収
）
こ
れ
で
は
松
井
家
、
有
吉

　
家
の
士
族
開
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
先
地
権
や
永
小
作
と
の
関
係
に

　
つ
い
て
は

　
　
喜
多
村
俊
夫
「
干
拓
新
田
の
歴
史
地
理
的
構
造
」
　
（
名
古
［
屋
大
学
文
学
部
研
究

　
論
集
V
史
学
第
二
号
）
、
同
「
肥
後
藩
干
拓
新
田
の
特
異
性
」
　
（
熊
本
史
学
第
三

　
号
）
参
照

⑧
渡
辺
宗
尚
「
玉
名
農
業
の
歴
史
的
展
開
」
（
熊
本
農
業
経
済
学
会
昭
和
三
八
年

　
度
県
委
託
研
究
報
告
（
下
）
所
収
）

⑨
渡
辺
、
前
掲
論
文
⑧

⑩
　
前
掲
「
御
開
方
記
録
帳
」
、
官
職
制
度
考
巻
三
の
郡
政
部
＃
田
賦
で
は
野
開
に

　
関
し
て
「
右
芝
野
を
発
き
明
け
本
方
郡
方
量
に
納
む
並
に
は
銀
六
匁
六
分
宛
な
り

　
地
悪
き
所
は
又
減
て
納
む
」
と
あ
る
が
、
飽
田
、
託
摩
両
頭
で
は
家
中
百
姓
の
馬

　
草
渦
場
が
な
く
な
る
の
で
新
地
、
野
開
と
も
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
（
熊
本
県
史
料

　
集
成
第
十
一
集
「
肥
後
藩
の
政
治
」
四
五
頁
）
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「近世肥後藩の村落構造とその展開過程」　（久武）

⑪
安
政
二
年
菊
池
川
全
図
（
熊
ホ
県
立
図
書
館
蔵
・
絵
図
目
録
○
一
〇
）
こ
れ
は

　
「
以
曲
尺
三
寸
為
曲
言
」
と
二
千
分
ノ
一
の
絵
図
で
護
岸
施
設
、
橋
梁
、
磧
、
新

　
地
、
荒
地
に
関
す
る
描
図
は
詳
細
で
矯
水
盛
に
つ
い
て
も
、

　
「
寺
田
井
楼
養
水
翻

　
　
一
、
　
惣
定
数
｛
ハ
百
弐
拾
六
町
七
反
愚
管
畝
九
歩
本
地
・
新
地
諸
劃
一
諸
畝
物
共
二
」

　
な
ど
溜
水
面
積
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

⑫
官
職
制
度
考
巻
三
郡
軸
部
轟
轟
賦
（
肥
後
文
献
叢
書
第
一
巻
所
収
）

⑬
延
宝
壮
年
七
月
申
渡
覚
書
。
「
新
地
繊
高
、
畝
二
等
、
御
百
姓
働
に
て
仕
立
候

　
分
は
其
地
之
様
子
次
第
、
本
方
よ
り
は
壱
割
弐
割
の
間
徳
懸
を
下
げ
候
て
懸
可
被

　
申
候
事
」
能
…
・
本
県
史
料
集
成
第
十
－
｝
集
｛
ハ
七
胃
只
に
薦
下
塵
）

⑭
蓑
田
前
掲
論
文
四
－
⑳

⑮
肥
後
藩
林
鰯
沿
革
史
稿
所
収
土
滝
里
置
旧
、
他
、
森
田
誠
一
「
肥
後
藩
林
政
の

　
性
格
に
つ
い
て
」
　
（
熊
本
史
学
第
三
号
）
参
照

⑯
前
掲
、
寛
文
十
年
御
郡
方
記
録
帳

⑰
前
掲
郡
政
部
井
田
賦

⑱
続
細
川
家
譜
（
九
大
國
史
所
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
「
十
一
月
晦
日
新
地
開
井
仕
立
百
姓
之
儀
軌
付
御
触
一
筆
申
触
候
、
御
郡
中
二
手

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
ぬ
　
　
エ
　
　
ミ
　
　
エ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
開
を
仕
其
処
其
断
新
百
姓
を
仕
立
被
申
候
衆
今
迄
ハ
何
方
へ
も
輝
輝
断
家
来
分
二

　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
被
仕
置
候
衆
も
有
之
由
候
、
他
国
者
ハ
不
及
申
御
国
者
三
開
顕
新
百
姓
被
仕
立
候

　
ハ
Σ
御
郡
奉
行
衆
江
可
被
相
届
候
尤
前
廉
仕
立
置
に
不
興
相
断
衆
も
今
後
相
改
郡

　
奉
行
衆
江
可
被
相
届
候
其
上
を
以
宗
門
改
諸
触
等
如
御
法
御
召
奉
行
衆
汐
可
被
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
コ

　
配
候
闘
左
様
可
被
相
心
得
候
、
勿
論
仕
立
百
姓
之
儀
二
候
得
ハ
諸
役
等
被
仰
仕
ニ

　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
而
無
之
候
此
段
御
組
頭
衆
者
御
組
中
へ
も
可
有
沙
汰
候
恐
々
謹
言
右
之
通
御
家
中

　
相
触
候
二
付
如
斯
御
座
候
以
上

　
　
延
宝
五
年
十
一
月
晦
日
」
（
傍
点
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
で
　
　
　
コ
　
　
　
あ
　
　
　
ヤ

⑲
前
掲
続
細
川
家
譜
「
唯
今
之
知
行
所
二
而
出
作
被
仕
候
分
百
姓
と
相
対
次
第
ニ

　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
エ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
　
ぬ
　
　
　
む
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
候
尤
其
高
地
百
姓
受
取
難
度
と
申
候
ハ
Σ
可
塑
差
返
候
薯
」

⑳
　
松
井
家
文
書
「
先
例
略
記
知
行
之
部
」
　
（
熊
末
県
立
図
書
館
蔵
）
の
目
上
書

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
コ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
「
前
々
ず
御
赦
免
開
所
持
之
面
々
依
頼
御
知
行
二
百
直
下
候
茂
有
之
候
得
共
向
後

　
者
通
例
之
願
筋
二
て
心
確
被
仰
付
候
、
然
共
闘
拠
願
主
筋
目
有
之
開
地
二
仕
立
百

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
姓
茂
附
農
候
而
地
居
り
地
味
等
茂
本
知
同
前
程
之
開
地
晶
曲
者
其
野
之
品
二
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
あ
　
　
　
う
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
ぬ
　
　
　
マ
　
　
　
も

　
御
知
行
二
而
被
直
下
候
茂
可
有
之
哉
、
常
躰
露
出
重
囲
二
て
少
二
二
数
所
々
二
飛

　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
散
有
之
不
足
之
地
二
て
候
者
願
難
被
為
被
為
叶
旨
候
事
」
　
（
傍
点
筆
者
）

⑳
　
御
免
蕪
雑
部
（
熊
本
女
子
大
学
蔵
）
、
益
田
弥
一
右
衛
門
上
書
秘
密
（
同
所
蔵
）
、

　
な
お
こ
の
益
田
弥
一
右
衛
門
は
申
寓
手
永
広
村
に
八
九
石
二
斗
の
給
知
を
有
し
て

　
い
る
。

＠
　
前
掲
、
中
窟
手
量
風
土
記
注
囑
1
⑯
参
照

㊥
　
文
久
二
年
三
月
御
内
意
見
之
覚
、
出
百
姓
積
帳
添
（
『
中
村
手
永
御
惣
庄
御
内

　
意
見
』
所
収
）
　
（
熊
本
県
山
鹿
市
坂
田
茂
男
氏
蔵
）

⑭
　
前
掲
、
中
富
手
永
風
土
記
、
や
前
掲
⑳
「
御
内
意
見
之
覚
」

曾
　
前
掲
、
中
冨
手
永
風
土
記

⑯
　
門
岡
久
「
岱
明
町
地
方
史
」
、
新
野
尾
清
左
衛
門
、
伊
平
父
子
の
業
績
に
つ
い

　
て
は
花
岡
興
輝
氏
の
論
稿
（
『
石
人
』
第
六
・
八
・
九
・
十
）
参
照

⑳
　
続
細
川
家
譜
「
公
堂
雑
記
」
　
（
北
岡
文
庫
蔵
）

⑳
　
続
細
川
家
譜
「
御
郡
江
可
憐
申
渡
書
付
」
、
「
官
職
制
度
考
」
（
肥
後
文
献
叢
書

　
巻
一
所
収
一
七
一
頁
）

⑳
前
掲
、
郡
政
部
質
量
賦

＠＠＠＠＠＠＠
前
掲
、
郡
政
部
井
田
賦

寛
政
十
一
年
目
乍
恐
嚇
願
覚
」
（
麗
本
町
川
崎
区
長
保
管
）

同
「
乍
恐
奉
願
覚
」

前
掲
、
官
職
制
度
考
四
「
雑
部
」

前
掲
「
堅
メ
誓
詞
書
物
帳
」
註
四
i
⑦
参
照

前
掲
「
乍
恐
奉
願
覚
」

享
保
三
年
「
乍
恐
奉
願
覚
」
　
（
鹿
本
町
川
里
区
長
保
管
）
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⑳
　
現
地
で
の
聞
取
り
に
よ
る
。

⑳
　
同
「
乍
恐
奉
願
覚
」

⑲
　
⑬
部
分
の
十
戸
は
中
密
村
の
内
、
菊
池
川
北
岸
か
ら
の
移
住
者
で
構
成
さ
れ
現

　
在
も
部
落
組
織
は
周
辺
と
は
異
っ
て
い
る
。

＠＠＠
前
掲
、
申
窟
手
永
風
土
記

文
化
十
一
年
「
申
上
認
」
　
（
鹿
本
町
川
晦
区
長
保
管
）

「
菊
池
川
水
系
農
業
水
利
実
態
報
告
書
」
　
（
農
林
省
農
地
局
）
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六
　
む
　
　
す
　
　
び

　
村
落
の
身
開
過
程
の
四
類
型
の
う
ち
か
ら
最
も
肥
後
藩
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
（
亙
）
型
（
特
に
（
1
）
1
⑤
型
）
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
選

定
し
た
玉
名
郡
中
富
手
永
は
藩
全
体
か
ら
み
る
と
地
方
知
行
が
長
く
残
存
し
た
地
域
で
あ
り
、
開
発
過
程
、
地
方
組
織
、
集
落
構
成
に
お
い
て

重
要
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
開
発
過
程
に
つ
い
て
み
る
と
、
初
期
「
郷
帳
」
段
階
よ
り
中
期
の
延
宝
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
は
、
（
1
）
1

⑤
型
の
中
で
肥
後
藩
全
体
の
開
発
進
展
状
況
に
比
較
し
て
著
し
い
進
展
を
示
し
て
い
る
。
特
に
菊
池
川
支
流
の
千
田
川
、
岩
原
川
な
ど
の
上
流

部
開
折
丘
陵
地
域
に
お
い
て
著
し
く
、
多
く
の
分
村
、
村
落
の
分
胞
現
象
を
伴
い
な
が
ら
關
発
が
進
展
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
菊
池
川
、

合
志
川
沿
い
の
低
地
村
落
で
は
延
宝
期
以
前
の
「
古
新
地
」
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
開
発
は
殆
ん
ど
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
。
中
期
以
降
、
河
川

沿
低
地
村
落
で
の
開
発
も
わ
ず
か
な
が
ら
進
展
し
て
く
る
が
、
開
発
規
模
は
丘
陵
地
域
に
比
べ
る
と
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
開
発

適
地
も
河
岸
沿
い
の
旧
来
の
自
然
堤
防
沿
い
の
畑
地
、
そ
の
背
後
の
後
背
湿
地
の
部
分
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
村
落
レ
ベ
ル
で
の
石
高
で
は
、
丘
陵
地
域
の
開
発
は
中
期
以
降
も
継
続
し
て
行
な
わ
れ
、
開
発
規
模
も
低
地
村
落
よ
り
大
き
い
も
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
増
加
率
は
停
滞
し
て
い
る
し
、
開
発
は
進
展
し
な
が
ら
、
石
高
は
減
少
す
る
と
い
う
傾
向
も
見
ら
れ
た
。
低
地
で
の
開
発

は
小
規
模
な
が
ら
、
中
期
以
降
右
高
増
加
率
は
丘
陵
地
村
落
を
上
ま
わ
り
、
次
第
に
生
産
力
展
開
過
程
に
お
い
て
逆
転
現
象
が
起
き
た
事
が
知

ら
れ
た
。

　
丘
陵
地
村
落
と
低
地
村
落
と
い
う
二
つ
の
地
域
的
枠
組
の
中
で
、
中
期
以
降
前
脚
で
は
開
発
過
程
が
生
産
力
上
昇
と
し
て
反
映
さ
れ
ず
、
既

存
の
村
落
耕
地
の
荒
廃
化
－
再
開
発
の
傾
向
は
低
地
村
落
で
も
宝
暦
期
以
後
多
く
見
ら
れ
、
旧
来
の
水
利
用
水
体
系
の
枠
内
で
進
め
ら
れ
て



「近世贈後妻の配置構造とその展開過程」　（久武）

い
た
開
発
様
式
が
、
概
成
の
村
落
耕
地
の
再
開
発
と
平
行
し
て
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
事
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、

既
存
の
開
発
様
式
と
水
利
体
系
が
村
落
レ
ベ
ル
で
の
生
産
力
の
展
開
過
程
の
上
で
羊
雲
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
前
期
か
ら
中
期
に
か
け

て
の
新
地
主
体
の
開
発
過
程
か
ら
中
期
か
ら
早
期
に
か
け
て
の
新
地
－
既
存
開
発
地
一
と
い
う
再
開
発
を
伴
う
開
発
過
程
で
は
、
開
発
主

体
・
開
発
資
本
（
資
材
・
労
働
力
）
だ
け
で
な
く
、
公
論
の
水
利
用
水
体
系
の
再
編
成
に
必
要
な
村
落
地
方
組
織
の
再
編
と
同
時
に
、
水
利
土
木

工
事
に
関
す
る
技
術
的
レ
ベ
ル
で
の
問
題
も
質
的
に
異
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
丘
陵
地
域
村
落
の
中
期
以
降
の
開
発
過
程
は
畑
地
で
は
初
期
の
野
開
か
ら
、
給
人
層
を
主
体
と
す
る
御
建
山
…
建
山
畑
な
ど
の
組
織
だ
っ

た
御
赦
免
開
の
傾
向
が
強
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
丘
陵
開
析
谷
の
低
地
で
の
水
田
耕
地
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
堤
、
溜
池
を
主
と
す
る
も
の
に

新
堤
、
新
井
手
を
増
設
す
る
過
程
で
既
存
耕
地
の
安
定
化
と
耕
地
拡
大
が
計
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
水
田
耕
地
に
関
し
て
は
大
き
く
旧
来
の
水
利

体
系
の
枠
を
再
編
成
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
ず
、
畑
地
を
主
体
と
す
る
開
発
の
組
織
系
統
化
が
強
化
さ
れ
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
と
い
え
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
低
地
村
落
で
は
、
既
存
の
耕
地
の
安
定
化
ー
ー
新
地
開
発
は
、
水
利
体
系
の
大
き
な
再
編
成
が
必
要
で
あ
っ
た
事
に
よ
り
、

旧
来
の
各
村
落
レ
ベ
ル
で
の
開
発
が
独
自
に
は
出
来
ず
、
手
永
レ
ベ
ル
で
の
援
助
を
必
要
と
し
た
。
特
に
大
規
模
な
水
利
系
統
の
再
編
の
基
礎

作
業
と
し
て
の
菊
池
川
護
岸
工
事
等
へ
の
宝
永
出
夫
、
夫
役
割
賦
、
又
そ
の
経
費
の
面
で
も
下
流
の
手
箒
連
合
で
の
大
規
模
干
拓
に
よ
る
費
用

負
担
分
拮
出
が
計
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
、
手
永
内
の
二
～
三
ケ
村
連
合
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
の
水
利
用

水
体
系
の
再
編
成
の
過
程
で
は
、
橋
田
堰
、
画
譜
井
手
、
分
田
井
手
、
南
島
井
手
素
馨
の
例
で
も
示
し
た
様
に
治
水
工
事
、
用
水
路
建
設
、
用

水
配
分
の
面
で
村
落
間
の
利
害
が
か
ら
ま
り
、
数
度
の
調
節
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
特
に
丘
陵
地
村
落
の
畑
地
を
主
と
す
る
開
発
の
組
織
化
に

給
人
層
や
、
地
心
、
～
領
一
疋
な
ど
の
在
地
郷
土
が
重
要
な
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
事
と
対
応
し
て
、
低
地
村
落
に
お
い
て
も
水
利
土
木
工
事
、

水
利
権
、
井
手
料
米
な
ど
の
開
発
組
織
化
の
面
で
は
、
給
人
、
郷
土
層
に
そ
の
主
要
な
権
限
を
把
握
さ
れ
て
い
た
事
は
注
意
さ
れ
る
。

　
集
落
構
成
や
地
方
組
織
も
中
期
ま
で
の
開
発
過
程
の
中
で
細
分
化
の
方
向
で
展
開
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
村
落
の
一
種
の
分
解
過
程
も
地
方
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知
行
の
配
置
形
態
と
関
係
し
て
、
分
村
の
多
く
が
給
知
と
し
て
把
握
さ
れ
、
分
解
過
程
が
地
方
知
行
の
系
列
内
で
進
展
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ

る
。　

宝
暦
期
を
中
心
と
し
、
そ
れ
以
降
の
時
期
に
お
い
て
は
、
村
落
の
分
解
過
程
か
ら
、
藩
の
行
政
事
務
レ
ベ
ル
で
の
合
理
化
と
同
時
に
、
各
村

落
レ
ベ
ル
で
の
組
織
的
再
開
発
を
意
図
し
た
村
落
地
方
組
織
の
再
編
成
・
即
ち
寄
村
統
合
過
程
に
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
村
落
レ
ベ
ル
で
の

分
解
一
統
合
過
程
は
地
方
知
行
と
も
関
係
し
て
、
地
方
組
織
に
錯
綜
し
た
懸
持
形
態
を
と
ら
せ
る
事
に
な
っ
た
。
こ
の
地
方
組
織
に
み
ら
れ

る
錯
綜
関
係
も
、
基
本
的
に
は
村
落
耕
地
の
入
組
、
下
作
請
作
関
係
、
仕
立
百
姓
、
竈
移
し
な
ど
の
村
落
間
の
農
民
移
動
、
用
水
懸
、
地
方
知

行
形
態
な
ど
、
そ
の
村
落
の
展
開
過
程
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
が
筆
者
は
こ
れ
を
類
型
的
対
応
と
し
て
四
つ
に
整
理
し
て
お
い
た
。

特
に
そ
の
場
合
、
治
水
、
灌
概
、
橋
梁
補
修
そ
の
他
労
働
夫
役
割
賦
な
ど
、
村
落
の
開
発
の
基
礎
的
な
部
門
を
把
握
し
、
給
人
暦
、
郷
士
層
と

同
様
、
在
地
利
害
に
密
着
し
て
い
る
頭
百
姓
、
肝
煎
層
は
、
実
質
的
な
山
村
統
合
過
程
に
も
組
込
ま
れ
ず
、
独
自
の
組
織
系
統
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
独
自
の
組
織
系
統
が
、
村
落
連
合
で
の
開
発
段
階
で
は
、
基
本
的
側
面
で
あ
る
労
働
夫
役
、
人
畜
割
賦
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と

い
え
る
。
し
か
し
、
手
永
レ
ベ
ル
で
の
開
発
に
は
主
と
し
て
村
単
位
の
手
永
出
夫
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
開
発
規
模
に
対
応
し
た
地
方
組

組
の
再
編
成
で
あ
っ
た
事
は
注
目
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
の
中
期
か
ら
後
期
に
見
ら
れ
た
一
連
の
開
発
の
組
織
化
、
水
利
体
系
の
再
編
成
と
既
存
耕
地
の
安
定
化
な
ど
は
、
前
期
に
見
ら
れ
た
旧
来

の
村
落
間
の
結
合
関
係
を
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
。

　
祭
祀
形
態
で
も
、
初
期
に
志
田
庄
と
し
て
郷
社
単
位
で
行
な
わ
れ
て
い
た
祭
祀
圏
も
個
別
に
分
解
さ
れ
て
い
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し

こ
の
祭
祀
形
態
に
つ
い
て
の
具
体
的
検
討
は
紙
面
の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
問
題
だ
け
を
指
摘
し
て
お
き
、
村
落
展
開
の
諸
類
型
の
個
々
の
ケ
ー

ス
で
の
検
討
や
類
型
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
の
検
討
と
同
様
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
・
京
都
市
東
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older　than　the　latter，　was　once　again　put　forward　in　this　time　of

troubles，　when　the　election　principle　meant　the　opposition　to　the

traditional　monarchy　and　its　aim　was　to　establish　the　joint　rule　of

landed　aristocracy．

　　In　1057　lsaac　Comnenus，　uncle　of　Alexius，　was　proclaimed　Emperor

by　the　landed　aristocracy　of　Asia　Minor．　ln　spite　of　the　opposition　of

his　supporters，　however，　he　accepted　the　proposal　of　Emperor　Michael

VI　that　he　should　be　adopted　by　the　Emperor　and　recognized　the　heir

to　the　throne．　Soon　he　was　crowned　Emperor，　but　he　ruled　only　from

1057　to　1059，　hostile　aristocrats　plotted　a　conspiracy　against　him．　Twenty

four　years　later　Alexius　Comnenus　was　proclaimed　Emperor　and　came

to　the　throne　as　the　result　of　the　ailiance　of　many　landed　aristocrats．

The　joint　rule　of　the　landed　aristocracy　had　been　realized　this　time．

Comparing　the　accessions　of　lsaac　and　Aiexius　Comnenus，　1　came　to　the

conclusion　that　the　reconstruction　after　1081　should　be　ascribed　to　the

joint　rule　of　the　ianded　aTistocracy　which，　after　the　struggles　amongst

themselves，　was　realized　in　the　revolution　of　1081．

The　Structure　and　Development　Process　of　Rural

　　　Settlement　in　the‘Bakuhan幕藩Regime・

　　　　　　　　ACase　Study　of‘Higo’肥後Province

by

T．　｝lisatake

　　This　article　will　focus　on　the　examination　of　basic　structure　and

development　process　of　rural　settiement，　setting　regional　types　through

the　land　exploitation　process，　of　‘Higo’　province　iR　the　‘Bakuhan－

Regime　’．

　　The　author，　as　an　extensive　pi“elirninary　worl〈，　has　classified　roughly

feur　types　of　rural　settlements　in　Higo　Province　tkrough　analyzing　the

development　process　of　agricultural　productivity　per　a　village．　Next　in

the　intensive　work，　he　will　take　a　sample　study　of　‘　Naleadomi－Tenaga’

中富手永or　small　specific　administrative　area，　dealing　with　little　known

historical　manuscripts‘Tenaga－Kagami’手永鑑and　old　pictorial　maps
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”　Tenaga－Ezu’手永絵図which　are　essentia1　for　analysis◎f　historical

process．

　　The　viewpoints　of　his　consist　of　two　aspects’；　one　is　the　co－reiation

between　land　exploitation　around　rural　settlement　and　a　rise・of　agricul－

tural　productivity，　the　other　is　daughter－village　formation　process

．accuring　fief　distributions　and　social　organization　formed　inter－vlllage

relation　which　are　basic　bondages　of　the　rural　village　structure．

　　As　the　results　of　investigation　of　sample　study，　the　author　can

acknowledge　next　development　process　of　rural　settlement．

　　In　the　former　half　period，　from‘Kan‘ei’寛永up　to‘KNoho’享保，　land

explokation　around　villages’had　been　rapidly　promoted　especialiy　in

hillside　regions　under　the　leadership　of‘Kyunin’．給人or　a　subject　of

landlord，　rising　agricultural　productivlty　which　refiected　in・・fief　distri－

bution　or　newly　established　small　hamlets　near　parent　villages．

　　In　the　latter　half　period，　from　‘Kyoho’　up　to　the　end　of　‘Baha－

kan－Regime’，　land　exploitation　moved　to　the　river　side　or　lowland

area，　causing　social　stratMcation　between　each　village．　Agricultural

productivity　became　increasingly　stagnant，　though　enlargement　of　land

exploitation　near　around　settlements，　partly　because　of　devastation　in

the　established　arab1e　land　through　disfunctioning　of　old　irrigation

，system，　partly　because　of　breaking　down　in　the　agricultural　productivity

balance　between　newly　exploited　arable　land　and　established　cultivations

皿ear　SettlementS．

　　With　a　series　of‘Horeki－Reformations’宝暦改革，　in　which　we　can

recognize　some　kinds　of　epoch－making　practices，　the　act　of　Congregation

・of　Rural　Settlements‘】ifose－MPtra’寄村had　beell　regu1ated　for　the

purpose　of　rationalizing　complicated　admlnistrative　systems，　of　adjusting

parent－daughter　village　combinations，　of　redistribution　in　fiefs．　These

reformative　regulations　resulted　in　stabilized　productiv2ty　or　improve－

ment　of　co－operative　labouring　orgaization　for　mutual　exchange　of　intra－

and　inter一　vlllage，　sorne　of　which　remain，　even　in　the　present．time，

effective　roles　taken．

　　We　can　find　good　adaptation，　for　example，　of　old　irrigation・　system　to

the　new　style　functioning　modern　cultivations，　in　which　gre’at　attempts，

of　readjustment　process　of　confiicts　have　been　done　for　better　rural
ユife。
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